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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　気持ちのいい朝だ。

　目を覚まして体を起こしカーテンを開ける。

　窓の外を見ると、まだ街は大騒ぎだ。

　昨日、ジオラル王国軍を追い払ったことで始まった祝勝会が今もなお続いている。

　見ていて微笑ましい光景だ。

　俺の体には、白い狼耳と狼尻尾を持つ、十二、三歳ぐらいの美少女がもたれかかっていた。

「ケヤルガ様、今朝は薄かった……」

「悪いな。昨日、がんばりすぎてしまった。その分、今日の昼は可愛かわいがってやるから許してくれ」

　そう言って抱き寄せてキスをすると、セツナは目をとろんとさせる。

　ノルン姫を手に入れた俺は、姉妹丼に夢中になりすぎて、すべて吐き出してしまった。

　美少女姉妹を二段重ねにして襲うという趣向はなかなか良かった。

「ん。楽しみにしてる」

「任せておけ」

　朝食は肉をたっぷり食おう。

　フレイアとノルンも気持ちいいが、やっぱり一番相性がいいのはセツナだと思う。

　快楽を求めるだけでなく、セツナのレベル上限もあげてやりたい。

　今、セツナのレベル上限は30近くまであがっていた。

　亜人種は素質値が優れている分、レベル上限が低いという特徴があるが、セツナは亜人種の中でも著しくレベル上限が低かった。

　現時点のレベル上限が30というのは、亜人としては標準より少し上。人間と比較すれば並といったところだ。

　もともと並外れた素質値と天性の勘があるので、よほどの規格外と当たらない限り負けはしなくなっている。

「ケヤルガ、昨日連れてきた女の子はだれ？」

　セツナとの情事が終わってからようやく布団から顔を出したイヴが問いかけてくる。

　黒い翼を持った黒髪の美少女だ。年齢は十五、六歳ぐらい。

　彼女は魔王候補であり、俺の雇い主だ。

「ああ、あの子は……」

　ノルンは微妙に顔を変えている。

　ノルン姫は有名人だ。そのままだと連れ歩けないので、もとの面影は残しつつも、さらに俺好みに可愛くしてやっていたのだ。

　そのおかげで、魔族を殺せと演説をしていた少女だとイヴは気付いていない。

「生き別れの妹なんだ」

「冗談だよね？」

「本当だ。まさか、再会できるとは思っていなかったよ。昨日偶然見つけて拾ってきた」

　ちょうど、妹が欲しかったので設定を語ってみる。

　一度、お兄ちゃんと呼ばれてみたかったのだ。

　そういうプレイも燃えそうだ。

　疑わし気な目でイヴは俺を見ているが、一応は信じてくれたようだ。

　いや、諦めただけか。

　ちなみにセツナのほうはそういうものだとあっさりと認めた。セツナにとって俺がすべてなので、俺がそう言えばそうなるのだ。

　その噂うわさになっている本人が眠っているベッドが揺れる。

　ノルン姫は今、フレイアと一緒のベッドで眠っている。気絶した二人を同じベッドに昨日寝かしてやった。姉妹仲良く一緒にいられるようにするなんて、なんて優しいのだろう？

　ノルン姫が目を覚まして、体を起こした。

　桃色のさらさらの髪に、セツナと同じぐらいの年頃で未発達だが将来性を感じさせる白い肌の美少女。

「ここはどこですか？」

　彼女は俺の所有物おもちやになってもらうために、記憶をまっさらにしている。

　一般常識やある程度の知識はあるとはいえ、もう自分の名前も、ジオラル王国の姫であることも思い出せはしない。

　さてと、俺好みに内面を仕上げていくとするか。

「よく目を覚ましてくれた！　良かった！　本当に良かった！」

　そうして抱き着く。

「きゃっ、あなたはいったい」

「覚えていないのか、俺はおまえの兄のケヤルガだ」

「あなたが私のお兄様？」

「そうだ。ずっと前に生き別れて、たまたま街で倒れているところを見つけたんだ。良かった。目を覚ましてくれて。おおう、愛しい妹よ！」

　自分で言っていて、雑だと思う。

　まあ、どうせあとで薬と洗脳技術をフル活用するのだ。

　適当でいい。

「ごめんなさい。全然、思い出せなくて」

「いいんだ。こうしてまた会えただけでも……向こうでゆっくりとお茶でも飲みながら話そう」

　そうして肩を抱く。

　ノルンの肩がびくっと震えた。どうやら俺が怖いらしい。愛しいお兄様にそんな態度をとるなんて、これは教育が必要だ。

「むにゃむにゃ、あっ、おはようございますケヤルガ様」

「おはよう、フレイア」

　そして、フレイアも起き出した。

　十代半ばの美少女、桃色の髪とエロい体つきをしている元王女だ。

「ちょっと、頭が痛いです」

「無理はしないでいい、もう少し眠っていてもいいから。いろいろと終わったし、今日はゆっくりしてても大丈夫だ」

　フレイアの頭痛の原因は、昨日フレイアを犬フレアにするために作った薬だ。

　記憶を混濁させる効果があるため、あえて【回復ヒール】はしなかった。昨日のことをきっちり覚えていれば、フレイアの俺に対する忠誠心が下がりかねない。

　薬によって発情し、我を忘れて犬フレアとなったフレイアは、妹をたっぷりと蹂じゆう躙りんしてくれたのだ。

　ずいぶん激しく舐なめるのを見て、腹がよじれるほど笑わせてもらった。

「では、お言葉に甘えてもう少し眠らせていただきます」

「そうするといい。じゃあ、俺たちは兄妹水入らずでたっぷり話そうか」

「はい、私も自分のことを思い出したいです」

　ぎゅっと、シーツを摑つかんでノルン姫はそう言った。

　俺は微笑んで、彼女を別の部屋に案内し、紅茶を淹いれる。

　特製の紅茶だ。危ないハーブをたっぷり使って、とっておきのポーションを温めて、ハーブの成分を抽出する。

　さらには、意識を混濁させるお香の準備をしていた。

　他には、催眠術の道具も用意してと忙しい、忙しい。
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　そして二時間。

　たっぷりと有意義な話し合いをした。うん、いい感じに洗脳できた。こういうときに錬金術士だといろいろと便利だ。

　ノルン姫はエレンという名前、さらには俺のことを兄だと〝思い出してくれた〟。

　ついつい、調子に乗って実の兄に恋愛感情を持ち、そういう関係になっていると吹き込んだ。

　その結果が……。

「お兄様、気持ちいいですか？」

　エレンは目の前で跪ひざまずいて俺の性器をしゃぶっている。

　まだまだ未熟だがこれはこれで楽しい。

「ああ、気持ちいいよ。エレンはいい子だね」

「そんな、お兄様に褒められるときゅんってなっちゃいます。エレンはがんばります」

　そう言って、虚ろな目で一生懸命奉仕してくれている。

　これがあのノルン姫だと思うとたまらない。

　己の中の征服欲が満たされる。

　ああ、駄目だ。

　セツナを昼にたっぷり可愛がってやると約束したのに我慢できそうにない。

　いいことを考えた。

　まずは、この場では最後まではせずに我慢して、昼になればセツナと一緒に可愛がってやろう。これは俺のためだけじゃない。ノルン姫のための教育なのだ！

　いかに、俺のおかげで純真な心を取り戻したとはいえ、こいつの中身は魔族も亜人もまとめて殺そうとしたクズの心が残っている。

　真の平等を教えるために、亜人であるセツナと一緒に可愛がってやる。

　亜人と一緒に、あえいで乱れれば、亜人も人間もなんの違いもない仲間だと気付いてくれるだろう。

　女なんてベッドの上ではみんな一緒だ。俺のアレで仲良くなってもらおう。

　ああ怖い、自分の聖人っぷりが怖い、俺の天職はきっと牧師だ。本気で転職を考えてしまいそうだ。

　そして、これにはもう一つの狙いがある。

　毎回、俺たちの情事を覗のぞいては自慰に耽ふけっているイヴ。

　新入りにまで先を越されたらますます、我慢できなくなるだろう。はやくイヴも味わいたいな。そろそろ我慢できずに襲ってしまいそうだ。

　それは、正義感が強く真摯な俺としてはなるべく避けたい。

　そんなことを考えながらノルン姫、あらためエレンを抱き寄せてキスをした。

「お兄様ぁ。好きです」
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「俺もだよ。エレン」

　憎いはずの男にキスをされて恍こう惚こつの笑みを浮かべている。

　それでいい。親友であるカルマンを殺し、俺の故郷を焼いてアンナさんを殺したおまえは、こうやって一生俺に利用されていればいいのだ。

　昏くらい笑みを心の中で浮かべながら、たっぷりとノルンを弄もてあそび、その後はセツナを呼び寄せ、仲良く可愛かわいがってやった。
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　俺の目の前で、裸のセツナとノルン姫が折り重なって気絶している。

　ううーん、いいことをしたあとは気持ちがいい。

　ノルン姫は、俺の妹であるエレンに生まれ変わってもらったが、まだまだ悪しき心が胸の中に渦巻いており亜人差別もしていた。

　だが、もはやノルン姫の心には差別心はない。亜人も人間も、俺のち○この前では、ただの雌だと気付いてくれただろう。

「さてと、今後のことを考えないとな」

　二人をぼうっと眺めながら、いろいろと考える。

　二人が眠っているのをいいことにちょっとしたいたずらをする。これがなかなか楽しくて止められない。舐めたり、つついたり、いろいろだ。

　ノルン姫を手に入れることができ、ブラニッカに来た目的である情報収集もできた。

　旅支度は整えたし、路銀も十分に稼げている。これ以上ブラニッカにいる意味もない。そろそろ旅立ちのときだ。

　金なんてなくても生きていくだけならなんとでもなる。

　とはいえ、俺は甲か斐い性しようがあるご主人様なので、所有物おもちやたちに苦労をさせるつもりはない。

　所有物おもちやに愛着もわいてきたし、快適な暮らしをさせてやりたいのだ。

　本音を言えば、初めのころ、フレイアあたりには男の相手をさせて、金を稼ぐことも考えていた。

　俺のために、薄汚い男たちに股を開く王女フレアを眺めてあざ笑うのは、なかなか楽しい余興だと思っていたのだ。

　今となっては、俺以外の男に触れさせるのはどうしようもなく苛いら立だつ。

「まさか、俺は丸くなってきているのか？　くそ、優しく正義感が溢あふれ、清い心を持った俺だ。十分ありえる」

　怖くなった。俺の復ふく讐しゆう心しんが薄れている？

　ありえない。

　憎い、殺してやりたい。

　俺を苦しめたあいつらをぐしゃぐしゃにしてやりたい。

　大丈夫、まだこの胸の炎は消えていない。

　最後に残った【砲】の勇者を殺す。

　それもただ殺すだけじゃ、飽き足らない。

　あの少年しか愛せないいかれ倒錯野郎。

　愛していると言いながら俺のケツを掘り、少しでも気に入らないと、『どうして、こんなに愛して優しくしてやってるのに、言うことを聞かないんだ！』

　と、常人なら死んでしまうほど殴られた。

　……【薬物耐性】を得て正気に戻ってからが本当に地獄だった。

　目的のために、狂った振りをしていたが、あいつと二人きりになっているときは、狂っていたほうが楽だったと何度も思っていたほどだ。

　罪状で言えば、ノルン姫と同じく殺すだけではなく、所有物にして弄ばないといけないのだが、あの変態を所有物にしても楽しくないので殺すしかない。まったく、あの変態はどこまでクズなんだ！

「どうせ、そう遠くないうちに会えるだろうな」

　フレア王女に続いて、ノルン姫までさらわれた。

　ジオラル王国の威信は地に落ちた。それをやつらは許さない。

　フレア王女が現れたことで、今回も俺が糸を引いていることは向こうにも伝わっているはず。

　必ず【砲】の勇者ブレットを呼び寄せるだろう。ジオラル王国が使える手札はあの変態か【鷹眼】を除いた三英雄ぐらいだ。

　返り討ちにして、いたぶりつくして、尊厳を踏みにじり、殺してくれと土下座させてやる。

　そのためにも……。

「まずは【賢者の石】だな」

【砲】の勇者の足取りを追うのは難しい。他国にいる勇者の情報はなかなか手に入らない。

　だから、おびき出すという手段を選んだ。

　その待ち時間を使って現魔王を倒して、心臓を抉えぐって手に入れよう。

　あれがあれば、最悪失敗しても時間そのものを【回復ヒール】してやり直せるし、可愛い恋人のイヴのためにもなる。

　その手段の一つとして黒こく翼よく族の使い魔たる神鳥を従える。

　魔王に挑む以上、戦力は少しでも多いほうがいい。神鳥は【砲】の勇者を相手にするときにも役に立つだろう。

　今日一日だけ、この街で過ごして明日出発だ。

　そういえば、【剣聖】はどうしているだろうか？

　あれだけ、男を教え込んだんだ。体がうずいてしょうがないはず。どこかで可愛がってやろう。
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　昼間から酒場にいた。

　カルマンが死ぬ前に教えてくれたおすすめの店の一つだ。

「うわぁ、ケヤルガ兄様。すごいご馳ち走そうですね」

「エレン、はしゃぎすぎ」

「そう言うセツナだって。エレンもセツナも子供だよね」

「「おまえが言うな」」

　エレン、セツナ、イヴのお子様三人組がはしゃいでいる。

　エレンを俺の妹だと言うと、気を遣って仲良くしてくれている。タイプの違った美少女三人がこうしてにぎやかにしていると、華々しい。

「ケヤルガ様、だいぶ仲間が増えましたね」

「そうだな」

　最初は、【術】の勇者フレア、いやフレイアと二人だけで始まった旅だった。

　だが今は、氷狼族の天才セツナ。

　黒翼族の魔王候補イヴ。

　そして、ジオラル王国第二王女にして軍略の天才ノルン姫……もといエレン。

　この三人が加わり、別行動をしているが【剣聖】クレハもいる。

　こうしてみると、そうそうたる面々だ。

　全員が凄まじい才能を持っているし、美少女であっちの具合もいい。

　きっとこれも人徳によるものだろう。

　正しい行いを続けている俺に、神様ががんばれと言ってくれているのだ。

　ただ、最近辛くなってきたのもある。

　いくら俺でも体がもたない、あれが乾く暇もないのだ。

　お気に入りかつ、レベル上限上げが必須なセツナは毎朝可愛がることにして、夜は日替わりにしよう。

　そっちのほうが飽きが来なくて良さそうだ。

「ケヤルガ様、なにか考えごとをしていますか？」

「ああ、どうしたらもっとみんなが幸せになれる世界を作れるかって考えていたんだ」

「世界平和ですね。素敵です。ケヤルガ様！」

　噓うそは言ってない。

　世界は俺のためにある。

　俺の幸せはこの世界の幸せだ。

「みんな、明日にはこの街を出る。食べたいものは全部注文していいぞ」

　そう言った瞬間、セツナとイヴの欠食児童組が目の色を変えて品書きを見る。

　二人とも、育ちがいいのでちゃんと文字が読める。

　次々に注文していく。

「あの、セツナさん、イヴさん、そんなに頼んで食べきれるのでしょうか？」

　おずおずとエレンが声をかける。

「五人もいる。一人当たりの量は少ない」

「エレンは飢えを知らないんだよ。ふふふ、食べれるうちに食べないと」

　二人の真剣な顔が面白くて、笑ってしまった。

　好きなだけ頼むといい。

　楽しんだ分だけ、体で払ってもらうが。

　そうして、豪勢な昼食タイムが過ぎて行った。
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　昼食が終わってから街で買い物をする。

　エレンが新たに増えたので、いろいろと必要なものが増えていたのだ。

【模倣ヒール】を使い、記憶をあさっているが、ノルン姫は戦いの経験がまったくない。

　頭脳には期待できるが、戦力としてはまったく期待できない。

　せめてもの救いは王族だけあってレベル上限もレベルは高いし、ステータスは悪くない。

　とはいえ、最低限の自衛能力は身に付けてもらわないと困る。

　しばらくはフレイアやイヴと一緒に、セツナ教官の地獄の特訓に参加してもらおう。

　多少は動けるようになるだろう。
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　そして、次の日。

　いよいよブラニッカを出る日だ。

「久しぶりだな。ラプトル。また、頼むぞ。それから新入りもな」

　ラプトル二頭が鳴き声をあげる。

　二頭目はこの街で買いたした。

　もともと、セツナとフレイアと俺。三人でいっぱいいっぱいでイヴとエレンが加わったことで一頭ではどうしようもなくなった。

　ラプトルは同種族で縦社会を構成する習性がある。

　強力な個体がいると、後から購入した個体も言うことを聞く。俺たちと旅をしてきたラプトルは鍛え上げられており、すでに後輩を舎弟にしていた。

「セツナ、ラプトルを操れるよな？」

「ん。任せて……でも、かなしい。ケヤルガ様と一緒がいいのに」

「ごめんな。でも、他のみんなはラプトルを操縦できないから」

　セツナに今まで乗ってきたラプトルを任せる。

　乗り慣れないラプトルは俺が乗るべきだろう。

「フレイアはセツナと一緒に向こうのラプトルだ」

「はい！　わかりました」

　理由は言わない。

　ラプトルの負担をほどよく分散するために、女性陣の中で一番重いフレイアをセツナとペアにしたなんて言えば、へそを曲げられてしまう。

「イヴとエレンはこっちだ」

「わかったよ、ケヤルガ」

「ケヤルガ兄様と一緒なんて嬉しいです！」

　というわけで二頭のラプトルに分かれて乗る。

　ラプトルの首と俺の間にエレンが収まり、イヴがためらいがちに後ろから抱き着いてくる。

　セツナの可愛い背中と尻尾、フレイアの柔らかい感触が恋しくなるが、こっちはこっちで新鮮でいい。

　ふむ、俺はロリコンではないのに気が付けばパーティの平均年齢がぐっと下がっていた。優秀そうな美女がいれば仲間に引き入れることも検討しよう。

「さて、行こうか。目指すは東だ。イヴ、途中に村があるんだよな」

「うん、黒翼族の離れ集落があるよ」

「なら、目的地はそこだ」

　そうして、二頭のラプトルが並んで走る。

　待っていろよ神鳥。必ず俺のものにしてやる。

　そして、神鳥を得たら次は魔王だ。

【賢者の石】という保険は俺のものだ。

　いや、あるいは保険にするより面白い使い方がある……。

　なにはともあれ、これからが楽しみだ。

　ブラニッカがどんどん遠くなる。

　最後に振りかえる。

「カルマン、おまえはいつかこの街を出て、世界中を旅して商品を仕入れてでっかい商店を広げたいと言ってたな……俺がおまえの分までこの世界を見て回るよ。だから、安らかに眠ってくれ。さらばだ親友」

　今は亡き友の顔を頭に浮かべて別れを告げた。

「ケヤルガ兄様、カルマンって誰ですか？」

「この街にいた俺の親友だよ。異常者のせいで死んだんだ」

　俺は異常者……もといエレンに微笑みかける。

　そうなんですかとエレンは他人事のように言っている。カルマンのために夜はたっぷりいじめ抜いてやろう。

　振り向くのをやめて前を向く。

　カルマンが微笑んでくれた気がした。

　ブラニッカが見えないほど遠くに来た。

　街だけでなく、友にも別れを告げ、ラプトルを走らせる。俺の旅はこれからも続くのだ。
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　ブラニッカを出た俺たちは、イヴたち黒翼族が崇める神鳥を手に入れるために、神鳥を祭る集落に向かっていた。

　今は日が暮れてきたので、森の中で野営の準備をしていた。

　セツナとフレイアが、イヴとノルン姫が生まれ変わったエレンの二人にいろいろと教えながらテントを設置している。

　その間に俺は夕食を作っていた。

　ブラニッカでは大量のスパイスや調味料を買い込んでいる。

　こういったものは旅の食事にいろどりを与えてくれる。

　今日は赤く旨味たっぷりで辛いスープを作る。

　森で採取した山菜やキノコが入ったスープにスパイスと干し肉をぶち込む。

　干し肉は今まで旅をしながら狩ってきた魔物たちの肉だ。それもすべて適応因子が含まれているもの。

　適応因子が含まれている魔物の肉は、ジャーキーに加工して多めに持ち歩いている。

　仲間が増えたときに、すぐに食べさせて素質値を上昇させるための工夫だ。今日はイヴとエレンに食べさせるために使う。

「さてと、干し肉はいい出汁だしがでるからな。これはうまくなるぞ」

　ぐつぐつと赤いスープが煮立ってきている。

　そこにバターを投入する。

　バターを入れると、脂肪の膜が舌を包んで辛くしても舌が痛くならず、美味おいしく食べられる。

「ケヤルガ様、テントの設置が終わった」

「お疲れ、セツナ。こっちももうすぐ終わるよ」

「すごく美味しそうな匂い」

「きっとうまくできているはずさ」

　味が濃くて辛い料理の利点は何をどれだけぶち込んでもそれなりに味がまとまることだ。

　健康のために灰汁あくが強い山菜も入れているが、無理なく食べられるだろう。

　セツナの後ろにはエレンがいた。かなりげっそりしている。

「……やっぱりエレンには旅がきついか」

「いえ、大丈夫ですケヤルガ兄様。ちょっと休憩すれば」

　エレンがふらふらになりながら強がる。

　ノルン姫だったころから頭脳労働専門で、旅も最上級の馬車の中で優雅にしてきた彼女にとって、ラプトルに乗って走るだけでも疲労になる。

「無理はしなくていい。少しずつ慣れていこう。旅を続ければ自然に体力がついてくるから」

「はい、がんばります！　ケヤルガ兄様に迷惑はかけられません！」

　健けな気げなことだ。

　フレイアのときも感じたが、ノルンですら記憶をリセットして、ちょっぴり洗脳するだけで随分と可愛くなる。

　根はそこまで腐っていなかったのだろう。

　どうすれば、フレア王女とノルン姫のような絶望的な性格に育てられるのだろうか？

　親の顔を見てみたい。いや見たことがあったか。

　まあ、いつかもう一度、見に行くけどな。ジオラル王。

　彼も復ふく讐しゆうの対象者だ。

　あいつがすべての元凶だから生かしておけない。

　そうだ、あいつは国民たちに投石させて殺させよう。王としての尊厳を打ち砕いてから、さらし者にしてやる。

「さて、ご飯ができた。みんなを呼んできてくれ」

「ん。わかった。エレン、ついてきて」

「はい、セツナ」

　セツナは微妙にお姉さん風を吹かせながらエレンの面倒を見ていた。

　元来面倒見がいい性格だし、妹分が欲しかったのだろう。それにもう本当の姉妹になったしな。とは言っても竿さお姉妹だが。

　俺の所有物おもちやたちが仲がいいのは大歓迎だ。

　しばらくすると、みんなが集まってきた。

　……ふと、気配を感じる。

「みんな、すまない。夕食を少し遅らせる。ちょっと一品増やせそうだ」

　技能としてセットしていた、【気配感知】が魔物の気配を摑つかんだ。

　視界の悪い森の中では、超一流のレンジャーから【模倣ヒール】したこの技能を割り当てることにしていたが、それが役にたった。

　初めて感じる魔物の気配。

　素質値を上昇させるチャンスを逃しはしない。

　それに……。

「イヴ、ついてきてくれ。魔物を狩りにいく。おまえの力を見たい」

　一度イヴの能力を確認しておこう。

【翡翠眼】で能力は見抜いているが、それを使いこなせるかは別問題だ。

「うん、いいよ。ただのお荷物じゃないってこと、ケヤルガに見せてあげる」

　どや顔をして、ローブに収めていた黒い翼を広げる。

　その自信がはったりでないかを見せてもらおうか。
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　森の中を疾走し、イヴはその翼で羽ばたく。

　便利そうだ。空を飛びたいが、それは技能によるものではないので真似しきれない。【改良ヒール】で姿を変えるとしても限度がある。

「イヴ、そこから見えるか？」

「大丈夫、見えてるよ。オオトカゲの魔物だね」

　イヴは目がいいらしい。

　百メートルほど先の魔物をきっちりと目で捉えている。

　イヴの技能を思い出す。

　イヴの技能は四つ。





・暗黒魔術Lv２

・神聖魔術Lv２

・黒翼武闘Lv２

・眷けん属ぞく召喚Lv１






　光と闇という超レアな二つの属性を使いこなし、飛行を取り入れた独特の武術を持つ。さらには切り札として死んだ黒翼族の魂を翼に宿し、顕現する召喚魔術を持っている。

　恵まれすぎている技能だ。しかも合計素質値は６００。これはすべての勇者を凌りよう駕がしていた。

　光は直接的な攻撃力に優れる。今からイヴが使うのは光の魔術だろう。

「私の力をよく見ててね。不意打ちされなければ、誰にも後れを取らないんだから！」

　上空で静止して、まっすぐに手をオオトカゲがいる方角に向ける。

　白い光の球が出来た。

「いっけえええ、【光の矢】」

　イヴが叫ぶと、白い球から白い閃せん光こうが放たれた。

　光の速さで一直線に伸びる。木々を貫き、地面に激突し轟ごう音おんが響く。

　恐ろしい魔術だ。

　なにせ、光の速さで弾道は直進。威力も十分。

　敵に回したくない、回避が極めて難しい、最強クラスの攻撃魔術と言えるだろう。

【神聖魔術】はしっかりと、【模倣ヒール】させてもらっている。便利に使わせてもらおう。

「すごいな、イヴ」

「でしょ？」

「まあ、使い手がへぼすぎて魔術が泣いているが。どうやったら、どまっすぐ進む魔術を外せるんだ？　照準の時点でおかしいぞ」

「うっ、言わないでよ！　次こそ当てるから！」

　反則じみたほど強力な魔術も、使い手がへぼだとあまり意味がない。

　オオトカゲから五メートルほどずれた地点に着弾していた。

　オオトカゲは静止していた。つまりは初めから狙いがずれている。

　イヴの魔力量や攻撃力は規格外だが、制御がお粗末すぎる。

　イヴは顔を真っ赤にして、連射する。

　ここでも驚かされた。なんて連射速度。一発一発に込める魔力量が尋常じゃないというのに、それをこれだけのペースで放てるとは。

　しかし、焦れば焦るほど照準はぶれる。

　しまいには、魔力を使い果たした。

「ひきゅー」

　可愛い声をあげて、墜落したので受け止める。

　かなり深刻な魔力欠乏症だ。

　俺は苦笑し、魔力回復ポーションを口に含んで、イヴに口づけして流し込む。

　普通に口に入れただけでは飲み込んでくれない。かなりまずい状況なので緊急措置だ。

　イヴの虚ろな目に光が戻って来る。

「なっ、なにするんだよ！」

　突き飛ばされた。

「どこかの誰かが、魔力欠乏症なんて駆け出しのへぼしかかからない醜態をさらしたから、魔力回復ポーションを飲ましてやったんだ。あのままだと、脳に障害が残りかねなかったぞ？」

「うっ、その、突き飛ばしてごめん」

　イヴが顔を赤くして顔を背けて、指で唇をなぞる。

　ふむ、意外に好感度が稼げている。

　これは憎からず思っている相手に対してやる仕草だ。嫌っていればもっと拒否反応が大きい。……そろそろ次のステップに進んでもいいかもしれない。

　イヴも俺の性交を覗のぞいて自分を慰めるのも飽きてきただろう。

「まあ、なにはともあれオオトカゲは仕留めたな」

「えっ、そうなの!?　ごほんっ、ねっ、狙い通りだよ！」

　一瞬、目を輝かせてから必死に取り繕い始めた。

　実に可哀そうなやつだ。

　でも、楽しい。ああそうか、俺はイヴとのやり取りを楽しんでいるんだ。

　イヴをものにするだけなら、もっと簡単にできるのに回りくどく親交を深めたり、性に興味を持たせて、自然な流れで自分から求めるように仕組んでいるのは一種の遊びだ。

　なんというか、【改良ヒール】や薬で頭をぱっぱらぱーにして、洗脳するのもあれはあれで楽しいが味気ないし、そうしてしまうと反応が一辺倒になる。

　フレイアやエレンは、実に可愛い従順なペットであり俺を楽しませてくれている。だが、それだけでは飽きてしまう。

　だから、セツナやイヴには一切、【改良ヒール】や薬で記憶操作や洗脳は行わない。多少手間をかけてでも自分の意思で俺に惚ほれてもらうように仕向けている。

　この感情をなんと言えばいいのだろうか……ちょうどいい言葉があった。

　そうだ、これは純愛というんだ。

　俺は純愛を楽しんでいる。

「そうか、これで狙い通りなのか。オオトカゲは余波で吹き飛んだ土砂に生き埋めにされただけで命中していないよ。イヴ、フレイアに弟子入りしろ。あれは魔術に関しては天才だ。今のイヴは盛大に才能の無駄遣いをしている。狙いはいい加減、術式の構築が甘いせいで魔術回路にダメージを負うし、威力は減衰する。最低の魔術だ。少しは制御を覚えろ」

「ううう、ケヤルガの意地悪」

　微妙にすねている。

　そんなイヴが可愛くて頭を撫なでてやる。

　すると、一瞬嬉うれしそうにしたが、次の瞬間には恥ずかしさが勝ったのか手をはねのけられた。

　これはいわゆるツンデレというやつだろう。

　窒息死したオオトカゲを回収してみんなのもとに戻る。

　オオトカゲの適応因子は速度の素質値を上昇させる効果がある。

　オオトカゲの尻尾は柔らかくて旨味が強い。輪切りにして串焼きにしてみんなに振る舞おう。ご馳ち走そうだ。みんな喜んでくれるだろう。
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　干し肉と山菜とキノコの旨辛スープも、オオトカゲの尻尾の串焼きも非常に美味おいしくできた。

　みんな、いつも以上に美味しそうに食べていた。

　食事が始まる前は疲れて何も食べられなそうだったエレンも、スパイスの香りに胃を刺激されてお代わりまでしてくれた。

「ごちそうさまです。すっごく美味しかったです！　でも、どうしてこんなに女の子がいるのにケヤルガ兄様が料理を作っているんですか？」

　無邪気にエレンが問いかけて、みんな気まずそうな顔をする。

「セツナは料理が作れる。でも、ケヤルガ様と違って焼いて塩をかけるか、茹ゆでて塩を加えるかぐらい。それが氷狼流。ケヤルガ様が作ったほうがずっと美味しい」

「残念ながら、私は料理が作れないです」

「私は作れないことはないんだよ。でっ、でも、ケヤルガに花を持たせてあげてるんだよ！」

　ここにいる女性たちは料理ができない。

　お姫様だったフレイアと、お嬢様として育てられたイヴ。

　セツナは作れることは作れるのだが、食べられればそれでいいという考え方なので美味しくない。

　だから、俺が作る。

　旅において、美味しい料理を作れるというのは案外重要だ。まずいものしか食べないと、心が荒すさみ、どんどん険悪になっていく。

　気持ちいい旅をするためには必要なことだ。

「そうなんですね。ケヤルガ兄様すごいです！　私にも料理を教えてください！」

「かまわない。次に作るときは一緒に作ろう」

「約束ですよ。ケヤルガ兄様！」

　可愛かわいい奴だ。妹というのも悪くはない。
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　夜、テントの中でいつもの日課を行う。

「ケヤルガ様ぁ、ケヤルガ様ぁ」

　たっぷり、フレイアを可愛がっていた。

　今までのように毎日全員を可愛がってやるのはさすがに体力が持たないので、交代制にするというのは正解だった。

　より深く楽しめる。

　犬フレアにしたときに変な癖を覚えたのか四よつん這ばいになって激しくされるのを気にいっている。

　もともとあったＭっけが強くなっている。

　ケツを叩たたくと、締まりがよくなった。

　まあ、この女を叩くのはわりと好きなので、その趣味に付き合ってやる。

「痛いっ、でも、気持ちいいです」

「そうか、ならもっとくれてやる」

　お望み通り、いじめ抜いてやろう。

　つぶれるぐらいに子宮を突き上げると、動物のような声をあげて背をのけぞらせる。

「やっぱり今日も来たか」

　人数が多くなって増やしたのはラプトルだけじゃない。

　テントも二つにした。

　分け方は単純、今日俺が可愛がる女と俺が過ごすテントと、その他のメンバーが過ごすテント。

　今、俺がいるテントは一言で言えば、やりテントだ。

　そのテントの入り口が少し開かれて、イヴが覗いていた。
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　耳を澄ませると、あそこをかき混ぜる水音が聞こえる。

　いつものように俺をおかずにして自分を慰めているのだろう。

　……いつもなら、好きにさせるが昼の一件でだいぶ俺に好意を持ってくれていると感じた。

　だから、今日は一歩踏み込もう。

　フレイアを十分に満足させてやると。

　素早く入り口に向かい、覗き魔の首根っこを摑つかんで、テントに引っ張り込む。

「えっ、けっ、ケヤルガ、その、これ、ちがって、ぜんぜん、そんな、ちがって」

　イヴがしどろもどろになって弁明するが、まあ手が濡ぬれているし、下着はずれているし、もう何を言っても説得力がない。

「外にいたら虫に刺されるだろ。見るならここで見ておけ」

「いや、その、こんなの絶対変だよ」

「なにをいまさら、いつもイヴは覗いて、自分を慰めていたじゃないか。今日もいつものようにすればいいさ」

　イヴの顔が真っ赤になり、黒い翼がぱふっと広がる。

　……この子はあそこまで派手にやって今まで本当にばれていないと思っていたのか。

　口には出さないが、セツナもフレイアもとっくに気付いていた。

「なっ、なんのこと」

「俺が気付かないわけないだろ。この、むっつりすけべ」

「うううう、ううううう、うわあああああんん」

　あっ、ついには泣き出した。

　泣きたくもなるよな。

　でも、少し可愛い。

「こういうことに興味があるのは仕方ない。責めるつもりはないよ。そうだ、一緒に参加するか？」

「けっ、結構だよ！」

　まだ、それは早かったか。

「なら、俺が手伝ってやるよ」

「えっ」

　イヴの体をまさぐる。

　抵抗はしなかった。

「性交はしない。自分で触るのはいつもやってるだろ？　それが俺の手になるだけだ。これもいつもと一緒で、ただの自慰だな」

「いつも、と、一緒？」

「そう一緒。ただ気持ちよくするのが俺ってだけだ。それならいいだろ」

「……そっ、それならいいかも。絶対、エッチなことやっちゃだめだからね」

「うん、約束するよ」

　まあ、別にアレを使わなくてもエッチなことには変わらないんだけど、いろいろと混乱してくれている。

　今日は本当に最後までやらない。手だけで満足しよう。

　イヴの濡れた下着を脱がせる。

　薄く毛が生えたイヴの性器が露わになって、イヴが顔を赤くする。

　そこに指を這はわせると、まるで中に誘い込むようにぴったりと閉じた口が開いた。

　性器をこすり始めると熱い吐息を漏らすので、空いた左手で上着をたくし上げながら、胸を揉もみしだき乳首を転がす。

　ほう、イヴは着やせするタイプなのか思ったより胸が大きい、それに肌のなめらかさもすばらしい。

　優しく撫でるだけでは物足りないようで、イヴが切なそうな目で見てくる。

　指を入れると体をのけぞらせた。

　ゆっくり、イヴのいいところを探しながら攻める。

「ケヤルガぁ、からだ、あついよ」

「そうだな。本当に熱い」

　イヴの膣ちつ内ないは熱くて火傷やけどしそうだ。

　本人もわかりやすいが、ここもわかりやすい。

　あっというまに弱点がわかった。セツナは浅いところが好きだが、イヴはちょっと深めがいいらしい。

　そこを重点的に攻めてやると、大きな喘あえぎ声をあげる。

　徐々に力を強くしていく。すると……。

「ケヤルガぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　俺に思い切り抱き着きながら全身を痙けい攣れんさせて、その後脱力する。

　指を引き抜くと愛液が糸を引いた。

「今日はここまでにしよう」

　この後もしたい。

　俺の股間は張り詰めている。

　イヴの体を使って鎮めてやりたいところだが、それは彼女に対する裏切りだ。

　今、大事なのは既成事実を作ることだ。

　次からは、正々堂々、俺たちの行為を同じテントで眺めて、そのあと俺がイヴを慰めてやるのが日課になるだろう。特等席でいろいろと見せてやるのもいい。

　そして少しずつエスカレートさせていこう。次は舌でも使おうか。

　そうなれば、いずれ手だけではもどかしくなって自分から求めてくる。

　きっと、イヴのことだ。我慢できなくなったからなんて恥ずかしくて言えないから、俺のことが好きになったから抱いてだとか、もっともらしいことを言って、自分でもその言葉を信じてしまうだろう。そうすれば恋人の出来上がり。

　楽しみだな。本当にイヴはからかいがいがある。

　さっさと食べてしまいたいが我慢、我慢。

　我慢するほど美味おいしくなるのだ。

「それに、これは純愛だからな」

　ああ、純愛。

　なんと美しい響きなのだろうか。

「フレイア、イヴのせいでまた猛った。使わせてもらうぞ」

「はい、来てくださいケヤルガ様」

　倒れてぐったりしていたフレイアの中に再び挿入する。

　フレイアもイヴが絶頂するところを見て興奮していたらしく、可愛がってからしばらくしているというのに温まったままだ。

　イヴが間近で食い入るように見ている。

　物欲しそうに、フレイアの中を出し入れしているアレを羨ましそうに見る。

　フレイアはイヴに見せつけるように乱れる。

　そして、俺は精をフレイアの中に吐き出した。

　フレイアのあそこから精液が流れるのを見て、イヴが生唾を飲み込んだ。

「さあ、終わりだ。テントに戻れ。それとも続きをするか？」

「じょっ、冗談。すぐに戻るよ！」

　イヴが急いで着衣を整えて出ていく。

　きっと、真っ直ぐにテントに戻らず、オナニーでもして自分を慰めてから戻るのだろう。

　そういうところは、本当にからかいがいがある。明日の朝に気付いていたそぶりをしてからかってやろう。

　まっとうな愛というのもなかなかいいものだ。
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　上機嫌でラプトルを走らせていた。

　焦らずじっくり仕込んでいたイヴとの関係が、ついに一歩前進した。この両手でたっぷりとイヴの肢体を楽しんだのだ。

　汗ばんだ肌。手に吸い付く感触、火傷しそうに熱くなった肉。思い出すだけで興奮してくる。

　何度か、理性を捨て去って襲いそうになったがぐっとこらえた。

　ここで手を出せば、今までの苦労がすべて水の泡。

　ちゃんと手順を踏めば、いつか最後までやれる。

　このじれったさ、もどかしさ、それすら楽しんでみせよう。

　それが俺の純愛だ。

「イヴ、目的の村の方角はこっちでいいのか」

「うん、合ってるよ！」

　ラプトル二頭が疾走している。

　一頭目は、セツナが操り、フレイアが乗っている。

　二頭目は、イヴとエレンを連れて俺が操っていた。

　神鳥が封印されている場所はイヴしか知らないので道案内はイヴの仕事だ。

　イヴがラプトルから振り落とされないように抱き着く力が昨日より強くなっていた。密着感があがっている。

　これは昨日の一件が影響しているのだろう。

　もどかしいのはイヴも一緒のようだ。

「イヴ、その集落の住人は好戦的か？」

　本来、人間と魔族は敵対している。

　ブラニッカのように、人間と魔族が共存しているほうが異常だ。

　村に近づいた瞬間、攻撃を受けてもおかしくない。

　というよりも、そちらのほうが可能性が高いぐらいだ。

「私がいれば大丈夫だよ。なんたって、リース家の一人娘だからね！」

　イヴの本名は、イヴ・リース。

　イヴはその行動の端々からお嬢様だと思っていたが、やはり名家の生まれだったか。なら、安心だ。

　イヴを魔王の襲撃から守るため、そしてイヴを魔王にするために神鳥の儀式を受けると言えば、邪魔はしないだろう。

　むしろ、黒翼族は俺を歓迎してもてなすべきだ。俺こそがイヴの救世主にして未来のご主人様なのだから。

「イヴ、一つ聞きたいんだが」

「ケヤルガ、なに？」

「俺たちは恋人と言っていい関係だよな？」

「ごふっ」

　後ろでせき込む声が聞こえた。

　変だな。そんな動揺することを聞いた覚えはないのに。

　イヴだけでなく、ふわりと目の前の桃色の髪が膨らんだ。

　ラプトルの首と俺の間に挟まっているノルン姫……いや、エレンが頰ほおを膨らませて、振り向く。彼女も今の俺の発言が気になるようだ。

　そして、もう一頭のラプトルを並走させているセツナの白い狼耳がぴくぴくと動いている。けっして聞き逃すまいとするときの仕草。

「ケヤルガ、いきなりなんてこと聞くの!?　おどろいちゃうよ！」

「そうです。ケヤルガ兄様。イヴさんだけずるいです！」

「エレン、文句を言うところはそこ!?　違うよね！」

「イヴさん、抜け駆けは駄目です！　ケヤルガ兄様を独り占めは許さないです」

　舌打ちしそうになった。

　妙にエレンがなれなれしいな。ちょっと癇かんに障る。

　妹扱いとはいえ、所有物おもちやの分際で。俺に対して独占欲など生意気だ。

　深呼吸だ。落ち着こう。

　……まだぎりぎり許容範囲内だ。

　面白そうだから妹に仕立ててみたが、失敗かもしれない。あまりにもうっとうしくなれば〝教育〟しよう。

　ただ、甘えてくる妹というのにはそれはそれで可愛かわいさがある。

　あれだ、うざ可愛いと言う奴だ。これも味があるので捨てるのは惜しいと思えてきた。悩ましい。

　まあ、もとがノルン姫なので壊しても大丈夫なのがせめてもの救いだ。

　あまり強引に弄らずにちゃんとした〝教育〟で俺好みにしていこう。

「エレンは俺のものだよ。セツナもフレイアもだ。だから、口にしない。俺は、おまえたちの愛を信じているんだ。聞く必要なんてないんだよ……今日はおまえの番だ。たっぷり可愛がってやる。そしたらわかるだろ」

「ケヤルガ兄様ぁ」

　うっとりした声でエレンがもたれかかって来る。

　すでに、フレイア、セツナ、エレンは俺の所有物なのだ。

　イヴに夢中になって蔑ろにされる。そう感じさせたのは俺の不徳だ。彼女たちが不安にならないよう徹底的に可愛がってやろう。

　肝心のイヴはというと、悩みすぎて頭がオーバーヒートしたようだ。

　いや、ようやく答えが出たらしい。

「ちょっと、迷っちゃったけど、違うよ！　ケヤルガとはただの友達だよ！」

　おっ、ちょっと前進した。

　ただの傭よう兵へいとでも言うかと思った。友達と呼んでもらえるとは。

「おかしいな。昨晩、あんなに愛し合ったのに。イヴはただの友達にあんなことをさせるのか。黒翼族は進んでるな。貞操観念に問題がないか？」

　冗談めかして言うと、イヴが顔を真っ赤にした。

「そんなわけないじゃん！　ケヤルガが相手だからぁ、あっ、違う、そういう意味じゃなくて、ああ、もう！　ケヤルガは、ケヤルガはぁ」

　おそらく、自分でも自分の感情が良くわかっていないのだろう。からかいがいがある。

「だいたい、ケヤルガは気が多すぎるよ。いったい何人の女の子を侍らせる気だよ!?　もっと誠実だったら私だって」

　そう言って、また慌てだす。

　本当に面白い。

「言いたいことはわかるけどね。俺はこれでいいんだ。こっちのほうがみんなが幸せになれる」

「……意味がわかんないよ」

　ふむ、ならしっかりと説明してあげよう。

　イヴにもわかりやすいように言葉を選ぶ。

「いいか、一人しか幸せにできない程度の男なら、そいつは一人しか愛さないほうがいい。だけど、俺は違う。何人だろうと同時に幸せにするだけの器量がある。そして、俺は他の男より、みんなを幸せにしてやれる。そんな俺が一人だけ選ぶほうが、よっぽど不誠実だとは思わないか。選ばなかった女がみんな不幸になるんだぞ。それは犯罪的だ」

　イヴがジト目で見ている。

　何かおかしいことを言ってしまったのか？

　よくわからない。たくさんの女性を幸せにできる男がたくさんの女を幸せにする。これ以上ないぐらいに単純な話のはずだ。

「はあ、もういいよ。なんで、こんな人……うううう」

　そのうち、イヴもちゃんと理解してくれるだろう。

　俺はちゃんと所有物おもちやは大事にする。

　守ってやるし不自由もさせない。愛し続けてやる。

　イヴが俺の所有物おもちやになる日が楽しみだ。





◇






　それから、一日野営をして、再出発した。

　日が暮れ始めたころ、イヴが大きな声を出す。

「着いたよ。ここが神鳥を祭る集落、ヴィソーヴだよ！　……ケヤルガ、約束してね。絶対、もめ事を起こさないでね。故郷を滅ぼされた黒翼族の最後のよりどころだから」

　確か、黒翼族は魔王に疎まれて彼らの国は滅ぼされていた。

　そして生き残りは各地に散り、魔王候補であるイヴが新たに魔王になるその日を信じて祈りを捧ささげ、ひっそりと隠れ暮らしているはず。

「なぜノウノウとある程度の数の黒翼族が一か所に集まっているのだろう？　魔王に狙ってくれと言ってるようなものじゃないか」

　そこが気になった。

　一つの集落に固まるなんて自殺行為だ。

「普通の黒翼族はいないよ。みんな巫女みこの家系。神鳥を支配できないけどお願いはできるんだ。絶対来てくれるわけじゃない。でも、神鳥が助けに来てくれることがある。魔王の軍も怖くて近寄れないんだ……逆に黒翼族たちもいつ神鳥の気まぐれで殺されてもおかしくないから、神鳥に声を届かせやすい巫女の家系の人以外は近寄らないんだけどね」

　危なっかしい諸刃の刃というところか。

　そして、一ついい情報が手に入った。

　現魔王ですら神鳥は恐れる。

　つまりは手に入れさえすれば強大な武器になるということだ。

　それだけではない。俺の錬金術士としての知識が言っている。

　神鳥の羽や血、肉。

　それを原料にしたポーションは、最高の治療薬にも最悪の毒にもなる。

　今まで以上に素晴らしいポーションを作れるのだ。

　それさえあれば、もっと楽しいことができる！

　最高じゃないか！

　やはり、イヴを手に入れて良かった。イヴ自身が戦力としても女としても最高だ。その上、神鳥という最上のおまけまで得られるなんて。

　無意識に、イヴの黒髪を撫でる。

「もう、なんだよ。ケヤルガ」

　嫌がってはいない。照れて顔を背ける。

　なんとなく、神鳥を得られるタイミングで落とせる。そう、俺の勘が言っていた。

　はやく、俺の下でよがっているイヴを見たいものだ。

　イヴを手に入れれば、神鳥に見守ってもらいながら愛し合おう。

　それはとっても神秘的で素晴らしいことのように思えた。

　矢が飛んできたので斬りはらう。

　セツナのほうにも矢が飛んでおり、彼女も危なげなく斬りはらった。

　ああ、うっとうしい。せっかくいい気分でイヴとの幸せな未来を想像していたのに。

　気が付けば数人の弓と杖つえを携えた黒い翼の一団に囲まれていた。

　ふむ、この距離まで俺が気付けなかったと言うことはかなり高度な術式か技能で気配を消していたのだろう。ちょっと【模倣ヒール】したい。便利そうな能力だ。

　中心人物らしい初老の男が口を開く。

「貴様、イヴ姫様を放せ！」

　ああ、勘違いされているのか。

「イヴ、こいつらを皆殺しにしていいか？」

「だめに決まってるよ!?」

「なら、全力で説得しろ。……俺は殺さないように最善を尽くすが、約束はできない。俺は善人で、我慢強く、慈悲もあるが、俺と俺の女を害するものには容赦しない。知っているだろう？」

　イヴが生唾を飲む。

　そして、毅き然ぜんとした顔で前を見た。

　さて、イヴのお手並みを拝見だ。
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　神鳥を祭る村で手荒い歓迎を受けていた。

　いつもなら報いを与える。速やかに皆殺しだ。

　だが、曲がりなりにもイヴが守ろうとしている人々だ。

　広い心で一度目は許すことにした。

　黒翼族は運がいい。今回は心優しい俺が相手だから無事に済んだだけで、皆殺しにされても文句は言えない。

　とはいえ、イヴの説得が失敗したらためらいなく皆殺しにしよう。いかに海のように広い心を持った俺とはいえ、二度目は許さない。

　……皆殺しにしたあと、イヴを慰めるのが大変だな。

　せっかく、仲が良くなってきたのに嫌われるのはつらい。

　許してもらえないかもしれない。最悪の場合には、純愛路線を捨てざるを得ない。

「イヴ、頑張れよ」

　ラプトルを下りて、俺をかばうように前に出て腕を広げたイヴの背中にエールを送る。

　イヴは翼を大きく広げた。それが彼女なりの返事だろう。

「私はリース家の娘、イヴ・リース。みんな落ち着いて、この人たちは敵じゃない。私を助けてくれた恩人だよ！」

　黒翼族たちがざわめく。

　イヴがそう言おうが人間は敵だ。疑うのも無理はない。

「お願い、信じて！　この人たちを傷つけないで」

　イヴは必死だ。

　おそらくだが、これは俺の身を案じているわけではない。

　俺がその気になれば無傷で切り抜けられることはわかっている。むしろ、黒翼族の身を案じている。

　賢明な判断だ。次に手を出した瞬間、彼らは終わる。

　そのための準備もしている。俺は疑うたぐり深ぶかいし、用意周到なので、さきほどからちょこちょこと特別な術式をくみ上げて効率よく皆殺しにする準備を進めていた。

　いわゆる転ばぬ先の杖という奴だ。

　イヴの言葉を受けて、黒翼族の中の中心人物であろう初老の男性がイヴの前までやってきた。

「イヴ姫様、お久しぶりでございます。護衛のものからの定期連絡が絶えて……敵の手に落ちてしまったと考えておりました」

「私一人じゃとっくに殺されてたと思うよ。この人、ケヤルガが助けてくれたから、こうしてみんなとまた会えた」

　イヴは潜伏先としてブラニッカを選んだ。

　だが、ブラニッカにたどり着く直前、護衛は殺され、イヴだけはなんとかブラニッカに到着したものの、下手な変装はあっさり見抜かれ、殺されそうになっていた。

「イヴ姫様、二つばかり聞かせてください。まず、一つ目です。どうして人間があなた様を助けたのですか？　その理由がわかりません。……失礼ながら、黒翼族はほとんどの財産を奪われ、人間の喜ぶような魔道具も持っていない。報酬を与えることができぬのです。それどころか我らの肉体自体が、人間にとって高い商品価値を持つ。捕らえようとすることがあっても、イヴ姫様を救うとはとても……」

　彼らが疑っているのは、俺がイヴを助けて、騙だまし、そしてこの集落に案内させたのち、黒翼族を皆殺しにすることだ。

　もし、俺が狩かりゆ人うどならイヴ一人を捕らえるより、巣穴に案内させて、皆殺しにしたほうが儲もうけが大きいので、当然そうするだろう。

　黒翼族の死体はいい金になる。

　魔道具を作るのにかなり適した素材だ。イヴは気付いていないが、たまに俺は抜け落ちた彼女の羽を拾っている。

　魔力が良く馴染むし、概念の付与がしやすい最高の媒体だ。

　さて、イヴはどうこの質問に答えるのだろうか？

「ケヤルガが、どうして私を助けたかなんて知らないよ。ケヤルガ答えて」

「そこで俺に振るのか!?」

　ツッコミを入れてしまった。

　案外、イヴは天然かもしれない。

　自信満々に説得するとか言っておいて、あっさりとボールを投げてくるとは。

　仕方ない。ちゃんと答えよう。

「理由は二つある。一つはイヴに惚ほれた。この女が欲しいと思ったから救った。そして、俺は紳士なので、助けたことを恩に着せず、手を出すこともなく時間をかけて口説いている」

　イヴが顔を真っ赤にして口をぱくぱくとさせている。

　ふむ、あいさつ代わりに好きと言っているのに惚れていると言った程度で何をいまさら驚くのだろう？

　初老の男のほうもあまりにも意外な答えが返ってきて、口をぽかーんと開けていた。

「そして、もう一つは魔王を殺したいからだ。魔王に目をつけられているイヴの近くにいるのは、魔王へとたどり着くために都合がいい。見ての通り、俺は勇者だからな。魔王を殺したがっても不思議じゃないだろう」

　普段は化粧を塗って隠している手の甲にある勇者の紋章を見せる。

　初老の男が息を吞のんだ。

　魔族と魔物の天敵にして、人類側最強の暴力装置。

　警戒されるのも無理はない。

「勘違いしないでほしいが、俺は魔族だからといって無差別に襲い掛かったりしない。俺の目的は現魔王だけだ。平和のためにイヴを次の魔王にしたいと考えている。イヴは少なくとも人間側と交渉の余地がある魔王だ。人間と魔族の平和のために、是非とも魔王になってほしいんだ」

　これは噓うそ偽りない本音だ。

　イヴが魔王になることは非常に都合がよい。

　黒翼族たちと利害が一致する部分だ。

　初老の男は、俺の言葉に噓がないかを必死に考えている。

「イヴ姫様を救ってくれたことは礼を言う。だが、とてもあなたのことを信用できない」

「はっきり言おう、俺を信用できるかどうかなんて些さ細さいな問題だ。その気になれば、真正面からあなたたちを皆殺しにできる。警戒するだけ無駄だし、俺のほうに騙す理由がない」

　どちらのほうが立場が上かを明確に伝える。

　命をとる、とらないの選択肢はこちらにある。

「強がりではないようですね。本気であなたは我々に勝てると思っていらっしゃる」

「もちろんだ。強くなければ、とっくに魔王の刺客にイヴを奪われていただろうさ。重ねて言うが、俺はイヴが好きだから守っているし、彼女を悲しませたくない。……だから、俺にイヴを悲しませるようなことをさせないでほしい」

　これは脅迫だ。

　敵対するなら殺すと言っている。

「……わかりました。信じましょう。それではイヴ姫様、もう一つの質問です。あなたは何のためにここに来られたのでしょうか？」

　さて、ここからが本題だ。

「私は、この人たちと一緒に神鳥カラドリウスの試練を受けに来た。このまま魔王におびえて逃げ回っても、いつか必ず捕まる。だから、神鳥を得て攻勢をかける！」

　今までも十分動揺していた黒翼族たちの動揺がさらに大きくなった。

「むっ、無理です。イヴ姫様だって知っているでしょう。今まで何人もの腕利きが試練に挑みましたが、誰一人成功せず、一人として戻ってこなかった！」

「でも、リース家の始祖は成功させた！　なら、私にできないはずはないよ。それに私には強い味方がいる」

　ほう、可愛いことを言ってくれるじゃないか。

　イヴの信頼が心地いい。

「駄目です。あなたは我々の希望です。息をひそめて隠れ、いつか魔王になっていただければ、黒翼族はかつての繁栄を取り戻します。ですから、ここはこらえて」

「……いつまでも逃げ切れるわけがないよ。そのことは私が一番知ってる。ケヤルガと出会わなかったら死んでた。何人も私を守ろうとして死んだ。たぶん、これが最初で最後の攻めるチャンス。それを逃したくない」

　驚かせてくれる。

　てっきり、俺に言われていやいや神鳥の試練を受けに来たのかと思ったが、ちゃんと自分で考え、自分の意志で神鳥の試練に挑む覚悟があるようだ。

「イヴ姫様、ですが、ですが」

「安心して。私は強くなったし、この人は私が知る限り、今まで会ったどんな人より強い。……私たちを村に出迎えてくれなんて言わない。このまま、神鳥のいる霊峰まで向かうから邪魔しないで」

　初老の男は目をつぶり、考え込んだ。

　それから目を見開いて、長い息を吐く。

「成長しましたなイヴ姫様。……成長がその男によるものなら、信じていいのかもしれません。試練に挑むなら万全の準備を整え、休息が必要です。我が村に案内しましょう。大したことはできませんが、最大限の敬意を持って歓待させていただきます」

「ありがとう。ミルじい」

「ようやくその名で呼んでくれましたな。じいは嬉しいですぞ。皆の者、この方々を村へと案内してやってくれ」

　その言葉を聞いて、黒翼族たちが動き始める。

　やれやれ、なんとか説得はうまくいったようだ。

　意外に頭が柔らかい人たちで助かった。おかげでイヴに嫌われる事態は避けられた。

　初老の男……ミルじいはこちらを振り返って俺とイヴの顔を交互に見た。

「それで、イヴ姫様。こちらの殿方……ケヤルガ殿はイヴ姫様に惚れたと申しておりましたが、イヴ姫様はどう思っておられるので？」

　突然の質問でイヴは慌てふためき、俺の顔を見た。

　俺はにっこりと微笑みかける。

　助け船は出せない。なにせ、イヴの気持ちなんてイヴにしかわからない。

「友達以上、恋人未満だよ！」

　真っ赤な顔でイヴが放ったのは、なんとも微妙なセリフ。

　ミルじいも俺も笑ってしまった。

　そうか、友達以上、恋人未満か。昨日は友達だったのにまた一つランクアップした。

　なら、これからは早く恋人になれるように頑張らないとな。

　そんなことを考えながら、よくやったとイヴの頭を撫なでる。イヴは撫でられても嫌がらなかった。
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　黒翼族たちの生き残りが住んでいる、神鳥を祭る村に招かれた。

　神鳥の試練を受けられるのは星のめぐりが関係しているらしく数日後だ。

　それまで、ここを拠点にできるのはありがたい。

　昼は外でレベル上げと、素質値になる魔物を喰くらうことで少しでも強くなる。

　本腰を入れてレベル上げをする機会はなるべく逃したくない。

「それにしても……あまり、集落の生活はよくないようだな」

　集落の中を見回して、そんな声が漏れてしまう。

　みんな瘦せているし、元気がない。ミルじいが俺の質問に答える。

「この辺りの土地は瘦せておりまして実りが少ないのです。森で恵みを得ようにも、強い魔物ばかりで満足に狩りも採集もできません。他の魔族のように魔物を使役できればいいのですが、我ら黒翼族でそれが許されているのは、神鳥様だけでいかんとも」

　なるほど、農作はがんばっているが実りは少なく、それ以外に糧を得る手段も少ない。

　おそらく、今までは黒翼族の国から支援を受けていたのだろう。

　それがなくなって生活は苦しくなったが、かといって別の国に逃げることもできない。

「状況はわかった。イヴ、おまえは姫様と呼ばれるぐらいだ。さぞ、身分が高いんだろう」

「なんか、いやな言い方だね」

「悪気はないさ、お姫様なら民を助けるべきだと思わないか？」

　俺は割とまめな性格なので、イヴのポイントを稼ごうと決めた。

　ついでに集落で快適に過ごすため、黒翼族たちの覚えもよくしておこう。

「まさか、それって……」

「狩りに行こうか。熊やでかいイノシシあたりだと、食いでがあるだろう。来る途中に山の様子を眺めたが、こういう森だと必ず食べられる獣がいる。見たところ、ここの人口は百人を超えるぐらいしかいない。イヴが頑張れば、村人全員を腹いっぱい食わせてやれるさ」

　大型のイノシシともなると二百五十キロにもなる。

　可食部は六割程度で、百五十キロ。

　それだけの肉があれば、全員が腹いっぱい肉を食える。三匹も狩れば、しばらくおかずには困らないだろう。

　辛く苦しい耐えるだけの日々に多少の彩りは村人たちへの励ましになる。

　ミルじいが目を見開いた。

「それはありがたい！　もし肉が手に入るなら久々のご馳ち走そうに皆も喜ぶでしょう！」

「期待してくれ。狩りは得意だ。俺たちのパーティはたいてい、野営しているときの飯は現地調達してる」

　イヴや村人相手のポイント稼ぎのほかにも、純粋に美味おいしいものが食べたい。貧しい集落で出来る精一杯のもてなしなんてたかが知れているし、気まずくて味がわからない。

　だから、逆に俺たちが食い物を恵んでやるのだ。

「怪しい。ケヤルガがそんな普通にいい人っぽいこと言うなんて」

「疑うなんてひどいな。俺は根はいい人だよ。ただ、ちょっとひねくれて素直になれないだけだ」

「ケヤルガ、その言葉は、この世すべての根がいい人に失礼だと思う」

「どう考えても、イヴのほうがずっと失礼だろ」

　根は善人。

　これ以上に便利な言葉を知らない。

　そのあと、ミルじいに空き家を一つ与えてもらった。

　滞在中はそこを使っていいとのことだ。

　あまりいい家とは言えないが、ちゃんと天井がある。それだけでも十分だろう。
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　荷物を置いた俺たちは早速山に入った。

　二手に分かれて行動している。

【熱源探査】で獲物を見つけることができるフレイアと、狩りの知識・経験があるセツナのいるペア。

　そして、俺、イヴ、エレンのペアだ。こっちは俺がいればあとはなんとでもなる。

　二手に分かれたほうが、レベル上げと狩りの効率がいい。

　どちらのパーティも勇者がいるのでちゃんと経験値は二倍だ。

　俺とフレイアが揃そろっていれば四倍の経験値だが、狩り効率が二倍になれば元がとれるし、ご馳走をたっぷり持ち帰ると約束した以上、数を稼ぎたい。

　さっそく、鼻歌交じりにナイフを投とう擲てきする。矢のようにナイフは飛んでいき、空を飛んでいたキジを一匹仕留めた。

　拾い上げて、ナイフを引き抜き、血抜きをして背中の籠に入れる。

　キジはなかなか美味しい。幸さい先さきがいいことだ。

「ケヤルガ、いやになるほど手際がいいね」

「狩りには慣れてるからな。言わなかったかな。俺はリンゴ農家の一人息子だったんだ。リンゴの世話をしていない間は、父と一緒に狩りをしていた。父は村一番の猟師で、俺はそんな父に才能があるとお墨付きをもらっていた」

　そのときと比べてステータスが跳ね上がったが、基礎となる動きはそのときに身に付けている。

「ケヤルガがリンゴ農家？　似合わないね。盗賊か、山賊か、海賊だと思ってた」

「一度ゆっくりとイヴとは話し合いが必要なようだ。俺が善良でまじめなリンゴ農家の息子だったのは本当だ。今度アップルパイでも作ろうか？　わりと菓子作りは得意だぞ」

「ますます似合わない！」

　ひどいものいいだ。

　こいつは俺を何だと思っている。

「ケヤルガ兄様のアップルパイ、美味しそう」

　逆に、元ノルン姫……エレンは素直に俺の言うことを信じている。

　はは、可愛かわいい奴だ。

　ベッドの上でたっぷりとご褒美をやろう。明日はエレンの日だ。

「素直なエレンには、イヴの分もアップルパイを食べさせてやる」

「うわぁ！　素敵！」

「あっ、ちゃんと私も食べるからね！」

　微笑ましい光景だ。別にロリコンではないが、少女たちが楽しそうにしていると俺も楽しくなる。

　さて、そんなことも言っていられなくなった。

　獲物を見つけた。

「二人とも静かに。【気配感知】に魔物が引っかかった。ほう、ちょうどいい。イノシシが獲れるといいと思ったが、まさかイノシシの魔物とはな」

【翡翠眼】に力をこめる。

　視力が強化され、三百メートル以上先にいる魔物を眼で捉えた。

　さらに、【翡翠眼】は敵の魔物の力を見破る。

　敵の名は、タイラント・ボア。

　大型のイノシシの魔物。四百キロほどありそうな巨体。

　何度も、敵を血祭りにあげて硬質化した岩より硬い鼻先、凶悪な牙、片目は潰れているが、もう片方の眼は血の色に輝いている。

　魔物は瘴しよう気きに侵されており、普通に食えば毒そのものだが、俺の力で【浄化】すればご馳走に早変わり。

　あれはうまそうだ。でかいのがいい。

「イノシシの魔物？　それって大きい？」

「ああでかいな。普通のイノシシとは比べ物にならないサイズだ。四百キロはあるな」

「やった、じゃあ村のみんなにご馳走してあげれるね」

　仲間たちを喜ばせられるとイヴは嬉しそうだ。

　……このまま気配を殺して、タイラント・ボアの不意をついて首を搔かき切り、一撃で殺すのは容易い。

　だが、せっかくだしイヴを鍛えようと決める。

「イヴ、どこでもいいから指をさしてくれ」

「こっ、こうかな」

　イヴはまっすぐに指を伸ばす。

　俺はうしろからイヴに抱き着くようにして、指の先をちょうどタイラント・ボアの側頭部に向ける。

　イヴからは見えない。視界を遮る障害物が無数にある。

【翡翠眼】の透視能力がある俺だからわかる。

「ちょっ、ケヤルガ、何やってるの!?」

「いいか、イヴ。タイラント・ボアはああ見えて気配に敏感で、臆病だ。嗅覚もいい。これ以上近づけばこっちに気付いて逃げる恐れがある。あいつは俊足だ。逃げられれば追いつけないだろう」

「えっ、ケヤルガ、まさか」

「ここから狙いたい。イヴの光の魔術を指さしたほうにまっすぐ放てば、脳を撃ち抜いて一撃だ。さあ、やってみようか。今奴は立ち止まってくれている。ただ、俺が指ささせた方向にまっすぐ放てば、倒せるぞ。光の魔術なら木々や石程度容易く貫いて目標を捉える」

　イヴが震え始める。怖いのだろう。

「無理、無理だよ。ケヤルガがやってよ。だって、失敗したら」

　イヴが怖がっているのは、ただ失敗して恥をかくことじゃない。

　自分の失敗で飢えて、獲物を心待ちにしている黒翼族たちにご馳走を食べさせてやれなくなることだ。

「イヴが外したらびっくりして逃げるだろうな。大変だ。こんな大物、もう見つからないかもな」

「お願い、無理、ケヤルガがやってよ。こいつが倒せたら、次は私がやるからさ」

　声が震えている。

　イヴも飢えを知っている。

　だから、同族たちがどれだけ苦しんでいるかもわかってしまう。

　百人を超える同族が腹いっぱいご馳走を食べられるかどうかの瀬戸際。

　怖くないはずがない。

「俺には無理だな。気付かれずに近づく自信がない。あいつを仕留められるのはおまえだけだ。それより、いいのか？　こうしてぼさっとしているうちに逃げられるかもしれないぞ？　いつまでも立ち止まってくれているなんて思うな」

　イヴの震えが大きくなる。

　プレッシャーをかけるために、あえてできないと噓うそをついた。

　イヴが成長しない理由は、覚悟のなさだと思っている。

　魔術を放つ、一発一発に必死さがない。

　外しても大丈夫だと思っている。そのせいで繰り返しても身に付かないし、失敗から学ばない。

　だから、本気にならざるを得ない状況を作った。

　さて、ここで出来ないとごね続けるか覚悟を決めるか。どちらかが見ものだ。

「私が、私がやらないと」

　ほう、ちゃんとやる気になったか。

　イヴが光属性の魔術を使うために魔力を指先に集める。

　ただ、指さした方角一点だけに集中する。

　ここまでイヴが本気で集中したのは初めて見た。

　……魔力収束率がいい。

　いつものイヴなら、このあたりで集中力が足らずに魔力がまとまり切れずに漏れている。

「ケヤルガ、ほんとうに、この指の先に撃てばいいんだよね、それだけだよね。見えてないけど、いいんだよね!?」

「俺が保証する」

　けして曲がらない。圧倒的な攻撃力を持つ光魔術。

　使用者がちゃんと放てば、かならず目標を捉える。

「わかった。信じるよ」

「がんばれ。イヴ」

「うん……【光の矢】！」

　そして、イヴの指先から一筋の光が放たれる。

【翡翠眼】で、タイラント・ボアの側頭部までの道筋にある木々や岩、そのすべてを貫き、目標を撃ちぬくところを見届ける。

「ねえ、ケヤルガ、私、ちゃんとやれた？　みんなのご馳走、ちゃんと、ちゃんと」

　半泣きになってイヴが胸元に縋すがり付ついて聞いてくる。

「ちゃんと倒したよ。今から死体を回収しに行こう。血抜きと【浄化】しないとな。あのサイズなら、今日ご馳走を振る舞って、保存食にすれば、村全体の食卓が数日にぎやかになる」
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「やった！　良かったよぅ、失敗してたら、みんなに合わせる顔がなかった」

　イヴがその場に座り込む。

　微笑んで、頭を撫なでてやる。イヴはいつもなら恥ずかしそうにして払いのけるのに、なすがままになっている。

「よくやった。今使った魔術の感覚を覚えておけ。一度狙ったとおりに飛んだんだ。次もうまくやれるさ」

「うん！　そんな気がする。ありがとケヤルガ」

　イヴは間違いなく大きく成長した。

　タイラント・ボアは、大物だ。ご馳ち走そうで、レベル上げにもなった。

　だが、それ以上にイヴの成長こそが最大の収穫だろう。
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　日が暮れたら待ち合わせ場所に集合ということで、それまでの間に三体ほど細こま々ごました魔物を狩った。

　血を抜いて軽くしたタイラント・ボアを気合いで担いで集合場所に行く。

　イヴの成長はなかなかのもので、そのあとの魔物もすべて俺が見つけてイヴが止めを刺した。

　この調子でいけば、あっという間に一線級になれる。

　まあ、未来で魔王をやるぐらいだからもとから、きっかけさえあれば成長できることはわかっていた。

「ふふっ、ケヤルガ、これで私はヒーローだね」

「ああ、おまえの手柄だ。胸を張っていい」

「嬉しいな。今まで甘やかされるばっかで、何かをしてあげられたことってなかったんだ。はやく集落に戻りたいなぁ、ふふっ」

　イヴはスキップしかねないほど上機嫌だ。

　待ち合わせ場所に着くと、イヴの顔が硬直する。

　セツナが全力で手を振っている。

「ケヤルガ様、セツナ頑張った。大物を狩った。褒めて」

　もうすでに待ち合わせ場所にはセツナとフレイアが居た。

　セツナも獲物を持ってきていた。

　それもイヴの仕留めたイノシシよりも一回り大きい熊の魔物……。

「ケヤルガ様」

　セツナが狼尻尾を振りながら目の前までやってくる。

　俺は引きつった笑いで頭を撫でてやると、セツナが胸に飛び込み抱き着いてくる。

「すごい、大物。運ぶの大変だった。集落のみんなも喜ぶ」

　イヴの顔を見ると涙目になっていた。

「セツナのばかぁ!!」

　今日のヒーローがイヴからセツナになってしまった瞬間だった。





◇






　巨大な熊とイノシシの魔物を持ち帰る。

　そんな俺たちを見て村人たちは盛大に喜んだ。

　最初は、魔物の肉ということで警戒されたが、【浄化】の存在とイヴがいつも食べているという言葉。

　それから数人の大人が食べて大丈夫と判断すると、みんなが駆け寄ってきた。

　ミルじいが声をかけると、大鍋を各家庭から持ち出し複数の村人が内臓の煮込み料理を作り始め、村の広場で盛大に火を燃やし、冗談のように長い串に塊肉をぶら下げて串焼きにし始めた。

　他にも、女子供が総出で、塩漬けや燻くん製せいといった保存食作りが始まる。

　イノシシと、熊は合計で一トン近い。六百キロもの可食部があるのだ。

　大量の保存食にして各家庭に分配される。

　俺たちはそんな様子をぼうっと眺めていると、ミルじいがやってきた。

「祭りですぞ！　黒翼族伝統の煮込み料理ミルタッガと、串焼きカルボラを心行くまで楽しんでください！」

　そう言うと、仕事に戻っていった。

　巨大串焼きの準備に戻ったようだ。

　イヴがぽつりとつぶやく。

「懐かしいな。黒翼族はね大物がとれるとこうやって、みんなで獲物を分け合ってぱーってやるんだ。ケヤルガは知らずに、狩りに行くって提案したんだけど、昔を思いだしてみんな喜んでる……その、ありがと。ケヤルガってたまには、普通にいいことするんだね」

「たまにはは余計だ」

「今日のケヤルガは綺き麗れいなケヤルガだね」

「普段の俺も綺麗だ」

　麦酒エール樽だるが運ばれてきた。

　無料で、村中に麦酒エールが振る舞われるらしい。

　串焼きを作っていた黒翼族、内臓煮込みを作っていた黒翼族たちが、それぞれ料理ができたと叫ぶと、人が一斉に集まっていく。

「じゃあ、俺たちも行くか！」

「ん。ケヤルガ様、セツナ、限界まで食べる」

「こういうのもいいですね、ケヤルガ様」

「セツナ、ちょっとは遠慮してね。……セツナが本気出すと食べつくしかねないから」

「ケヤルガ兄様、はやく行きましょう」

　みんな、楽しそうだ。

　はじめは、イヴと黒翼族相手のポイント稼ぎのつもりだったが、なんだかんだ言って、みんな喜んでくれて俺も楽しい。

　昔の人の言葉はなかなか的を射ている。……親切は人のためならず。

　さて、俺たちも行こう。

　今日の麦酒も内臓煮込みも串焼きも、けっして贅ぜい沢たくなものではない、だが、まぎれもなく最高のご馳走なのだ。
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　黒翼族の村はお祭り騒ぎだった。

　お腹が膨れたので、巨大串焼きを作るために用意された、たき火の周りで黒翼族たちが踊っているのを遠目に見る。

　黒翼族の作る、内臓の煮込みと串焼きは絶品だった。

　豆で作った調味料で煮込んだ内臓は柔らかい上に、臭みがとれ、甘い味付けとトロリとした内臓が素晴らしく相性がいい。

　串焼きは獣臭さを消す香草の汁をしみ込ませてからシンプルに塩をかけて焼いただけのようだが、シンプルゆえのうまさがある。

　イヴの話では黒翼族は大物が獲れると、腐りやすい内臓は全部煮込みにして、二、三日で食べてしまい、柔らかく上等な部位は串焼きにして狩りの当日に盛大に楽しむ。

　そして、残りの部位は保存食にして各家庭に分配されるそうだ。

　集落中が一気に明るくなっている。

　何人かの黒翼族に、久しぶりのご馳走が食べられたのは、あなたのおかげだと泣きながら頭を下げられた。

「ケヤルガ、ありがと。ケヤルガのおかげでみんな喜んでるよ」

「どういたしまして。これで俺のことを少しは見直しただろう。これからは親切で心優しいケヤルガ様と呼ぶがいい」

「そういうことを言うから台無しになるんだよ！」

　イヴがむすっとした顔で怒鳴ってくる。

　そんなに怒らなくてもいいのに。いつものケヤルガジョークじゃないか。

　イヴは顔を背けて、おずおずと手を伸ばしてきた。

「その手はなんだ？　小遣いでもほしいのか？」

「違うよ！　ケヤルガは私のこと好きなんでしょ。だから、踊ってあげる」

　ダンスの誘いか。

　村の広場の中央では火を囲んで、黒翼族たちが踊っている。

「あの踊りは初見だ。リードを任せていいんだな？」

「任せて。踊りは得意なんだ」

　俺はイヴの手をとる。

　イヴは翼を広げていた。

　ブラニッカではいつも翼を隠していた。こうして見ると……。

「イヴの翼は綺麗だな」

「なっ、いきなり、変なこと言わないでよ！　エッチ！」

「エッチなことは否定しないが、意味がわからないぞ」

　褒められると恥ずかしいものを、こうして晒さらしている黒翼族は、いろいろと問題があるのではないだろうか？

「もう、はやく行こう」

　イヴは照れ隠しに手をひっぱりせかしてくる。

　立ち上がり、ついていく。

　背中から視線を感じた。

　セツナたちが俺を期待を込めた目で見てくる。

　わかっているさ。ちゃんと、あとでセツナたちとも踊ろう。

　俺は所有物おもちやを大切にするご主人様だ。
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　食べて、踊り、宴は終わり借りている家に戻っていた。

　全員と踊ると体力に自信がある俺でも疲れる。……でも楽しかった。

　借りている家には二つ部屋があって、今日可愛かわいがる女と俺、それ以外といつもの部屋割りだ。

　明日からも、またレベル上げを兼ねて森に行こう。

　ついでに食料を手に入れる。

　塩漬けにすれば、一年近い間保存がきく。

　俺たちが居なくなっても、黒翼族たちがしばらく食事に困らないようにするのも悪くはない。

　幸い、岩塩が近くで採取できるらしく塩には困っていないみたいだし。

「ケヤルガさまぁ」

　甘ったるい声で、セツナが俺を呼ぶ。すでに服を脱いで大事なところを白い尻尾で隠している。こういう仕草はなかなかそそる。

　今日はセツナを可愛がってやっている。

　やっぱりセツナはいい。安心感があって一番馴な染じむ。

　それに可愛らしい。

　白い狼耳を甘あま嚙がみすると、嬌きよう声せいを上げた。

　ついでに尻尾を可愛がってやる。

「ちゃんと、おまえも愛しているからな」

　セツナは体の刺激も好きだが、愛してやると言われるとひと際喜ぶ。

　この反応を見るのがなかなか好きだ。

　そして、部屋の隅でそれを見つめている少女が一人。

　イヴは強制されているわけでもないのに、ちゃんと見に来る。

　俺とセツナを見ながら内股をこすっている。

　理由はわかる。

　隠れて見ていたころは、自分で自分を慰めていたが、こうしてオープンに見ている状況だと、自分を慰めることができない。

　高まっているのに、触れないという状況は今まで以上にずっともどかしいだろう。

　狙い通りだ。

　セツナを可愛がってやったあとは、イヴの番だ。

　今日は、異常に高まっている上、前に俺の手で可愛がられた実績があり、さらには好感度もうなぎのぼり。

　そうだな、今日は舌で可愛がろう。

　それが終われば、次は一歩手前、スマタぐらいはやらせてもらい、その次は……いよいよ食べてしまおう。先は長いが確実に進んでいこうじゃないか。
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「ケヤルガ様。好き」

　セツナがぐったりとして、呆ほうけた顔でつぶやいた。

　足腰が立たなくなるまでセツナを可愛がってやった。その状況なのに健けな気げに俺の性器に頰ほおずりしてから舌で綺麗にして、愛おしそうに俺の性器を味わう。

　さらに、自分の性器からこぼれる性液を指で掬すくって奥へと押し込む。

　セツナはことが終わったあといつもこうする。

　どこかエロちっくで愛おしく感じる。

　彼女に毛布を掛けてやるとセツナは幸せそうに微笑み眠りにつく。

「イヴ、待たせたな」

「まっ、待ってないもん！　全然、変なこと考えてないから」

　真っ赤になって否定するが、いろいろと説得力がない。

　俺は苦笑して、後ろから抱きしめて服の中に手を入れイヴを弄る。

　大事なところを刺激していく。

　もう、ここまでしても何も言わない。

　イヴは否定せずに身をゆだねる。だいぶ、出来上がっているようだ。俺の手にいちいち反応する。

「イヴ、キスをしようか」

「キス、駄目だよ。そんなの」

「友達以上、恋人未満だろ？　それにここまでやったんだ。キスも、いいだろう。知ってるか、キスも気持ちいいんだ」

　後ろから抱きしめているせいで、イヴの顔は見られないが耳まで真っ赤だ。

　つい、さっきセツナとたっぷりと濃厚なキスを見せつけたので、興味津々なんだろう。

「ねえ、ケヤルガ、ケヤルガは私のこと好きなんだよね」

「そうだ。だから、こうして大事にしてるんだ。好きでもない女のためにここまでしない」

　イヴだからこそ、薬で頭をパーにするなんてことをせずに、こうして段階を踏んでいるのだ。

「なら、いいよ。キス、しても。ケヤルガのこと、嫌いじゃないし」

　お姫様の許しが出た。

　イヴの体をひっくり返してこちらを向かせる。

　イヴの眼は潤んでいた。とてもエロい。

「ありがとう。じゃあ、キスをしようか」

　唇を合わせて、そして大人のキスをした。

　たっぷりと、キスの良さを教えてあげる。

　舌を絡め合う、イヴは俺の舌を受け入れるが絡ませ方がういういしい、その舌をリードして搦からめとる。

　キスをするたびに思うが女ごとに味が違う。イヴの味はどこかきりりとしている。

　イヴの舌を弄ぶと。

　イヴの背筋がぴんと伸び、次に弛し緩かんする。

「キスって気持ちいいね。ケヤルガ」

「そうだな。あっちへのキスも癖になる」

「ちょっ、そんなところに、顔っ」

　イヴの未成熟な性器に舌を這はわせ、その中に割り入れる。

　指とは違う温かさと柔らかさに、初めての快楽を感じているようで俺の頭を両手でつかみつつも拒絶せず、むしろその先を求める。

　イヴのクリトリスを包む包皮を舌で捲めくって舐なめると絶頂して、潮を吹いた。

　さて、夜は長い。

　挿入以外のありとあらゆる方法で、イヴを可愛がってやろう。
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　目を覚ます。

　ううん、いい朝だ。

　昨日は満足した。まさか、イヴのほうからあんなサービスをしてくれるとは。

　舌技で徹底的に可愛がってやると、お返しがしたいと俺のアレをしゃぶってくれた。あまりにもおそるおそるという感じだったのでじれったくなり、つい頭を摑つかんで乱暴にしたが怒らなかった。

　次の夜が楽しみだ。

　そんなことをしながら、朝の奉仕をセツナに受ける。

　朝は交代制ではなく、セツナだけに任せる。

　彼女の特権だ。

　イヴはまだ、ぐっすり寝ている。

　奉仕が終わると、セツナは精液を飲み込んでから口を開く。

　セツナいわく、俺の味が好きでとくに朝一のがたまらないらしい。

「ケヤルガ様、今日はどうするの？」

「昼はレベル上げだな。そして夕方からミルじいのところに行く。イヴは神鳥の試練のことは知っていてもその内容までは知らなかった。情報をできるだけ集めたい」

　おおまかには聞いている。

　神鳥の試練は、神鳥がまき散らす病を乗り越えるものらしい。

　俺の【回復ヒール】があれば容易くこなせるだろう。

　だが、念には念を入れたい。集められる情報はすべて集める。

「ん。わかった、じゃあセツナはみんなを起こしてくる」

　セツナが服を着て、部屋を出て行った。

　さて、俺も朝食を作るとしようか。

　精がつくものを作らないと。みんなを可愛がってやれないからな。
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　気が付けば夕方になっていた。レベル上げと食料確保を兼ねた狩りを終えて村に戻ってきたところだ。

　それに、偶然見つけた山ぶどうとコケモモも採取してある。

「久しぶりにお菓子が作れるな。セツナたちを喜ばせてやれそうだ」

　これと、村から分けてもらった小麦粉と山や羊ぎの乳。それだけあれば、甘いパイが作れる。

　女の子は甘いものが好きだ。きっと喜んでくれるだろう。

　獲物を村の人たちに渡した後、俺はミルじいの屋敷に向かった。

　あまり、大人数で押しかけても迷惑なのでイヴとフレイアだけを連れ、セツナとエレンの二人は置いてきた。

　今頃、セツナがエレンを鍛えているだろう。

　エレンは才能はないが根性はある。日に日に体力をつけ始めていた。一月もすれば、旅についていけるぐらいには育つだろう。

　ミルじいの屋敷に着くと客間に通される。

　五分ほど待つと、ミルじいがやってきた。手には木箱がある。

「これはケヤルガ殿。わざわざご足労いただき申し訳ない」

「いえ、こちらこそ突然押しかけてしまって申し訳ない……さっそくですが本題に入ります。俺たちは神鳥の試練を受け、神鳥カラドリウスを手に入れたい。そのために伝承などで神鳥の試練の内容が残っていないかを聞きに来ました」

　ミルじいは考え込む仕草をする。

　彼以上に神鳥について知るものはいないはずだ。

「いくつか伝説が残っています。いわく、試すのは体の強さもそうですが、なにより心と。心が強くないと試練を越えることは敵かなわず……具体的なものは残っておりません。なにせ、挑んで帰ってきたのは、リース家の初代のみであり情報を得ることができないのです」

　試すのは心か。面白い。

「いえ、十分です。ありがとうございます。参考になりました」

　心の強さか、繊細な心を持った俺にとってはなかなか厳しい試練だ。

　だが、覚悟があれば耐えられるだろう。

「力になれたのなら良かった。……そして、ケヤルガ殿、受け取ってほしい物があるのです」

　ミルじいが、木箱を前に差し出してくる。

　この部屋に彼が持ち込んでいたものだ。さきほどから妙に気になっていた。

「開いてもいいですか？」

「どうぞ。そのために持ってきたものです」

　俺は木箱を開く。

　中には、大量の藁わらと護符を貼った卵があった。

「これは、なんでしょうか？」

「神鳥の卵です」

「なっ、そんな貴重品を頂けるのですか？」

　もし、本当に神鳥の卵なら値段がつけられないほど貴重なものだ。

　神鳥の試練を受けなくても、これを育てれば神鳥が手に入る。

「ええ、あなたはこの村のために骨を折ってくださった。なにより、イヴ姫様があなたを信頼している。もとより、私はイヴ姫様の父親、アムダ様より、いつかイヴの夫になるものが現れれば、これを託してくれと頼まれておりました」

　それを聞いて、イヴが顔を赤くする。

「ケヤルガとは、まだ、そういうのじゃないから！」

　ほう、〝まだ〟か。嬉しいことを言ってくれる。

「幼いころからあなた様を見ていた、このミルにはわかります。この方がイヴ姫様にとって特別な人であることが。そして、あなたもイヴ姫様を好きだと言ってくださいました。そんなあなたに、この卵を託したい」

　俺を信じてイヴと宝を託すなんて、なかなか見る目がある人だ。

　この申し出は嬉しい。

　だが、どうしても引っかかることがある。

「……なぜ、黒翼族はこの卵を使わなかった？　神鳥に成長させて使役すれば、ここまで魔王どもに追い詰められることはないだろうに」

　こんな、どう見ても戦力になりそうなものを放っておく理由がわからない。

「我々では孵かえすことができなかったのです。この卵は魔力を喰らい成長します。とくに最初の一口目は膨大な魔力を一人で注ぐ必要があります。神鳥ですら一度に育てられる卵は一つだけ。一つの卵を育てている間に別の卵が産まれると、その卵を捨ててしまうのです。……そうやって捨てられたのがこの卵です。すでに村中のものが試しましたが、この卵を育てられるだけの魔力を持つものはいませんでした」

　なるほど、だから利用できずに宝としてだいだい受け継いできたというわけか。

「ありがたくいただく。あなたたちが祭っている神鳥も手に入れるが、こいつも無事孵して手に入れよう。神鳥が二体なら、なお心強い」

　最悪、俺でも孵せない可能性があるが、その場合はフレイアに任せよう。【術】の勇者にして世界最強の魔術士。フレイアでだめなら、もうどうしようもない。

「一つ訂正を、神鳥の卵から生まれるのは神鳥ではありません。神と呼ばれる魔物たちは、神格を生むのです。神鳥の卵が喰くらうのは魔力だけではなく、漏れ出た心、想い、その結果、卵を育てたものにふさわしい神格となる。その姿と性質はまさに千差万別」

「ほう、面白い」

　俺の影響を色濃く受けた神格の魔物か。

　きっと、俺に似て天使のような魔物が生まれるな。今から育てるのが楽しみだ。

「では、ありがたくいただきます」

「はい、ケヤルガ殿にイヴ姫様とこの卵を託します。常に肌身離さず持っていてください。そうしていればケヤルガ殿から漏れ出ている、魔力、精神力、気、そのすべてを喰らい、ケヤルガ殿にふさわしい神格に成長する故」

「わかりました。これからは肌身離さず持ち運びましょう」

　専用のリュックをあとで作ろう。

　名前も考えておかないといけない。

　あとでセツナたちにも相談しよう。俺たちの新しい仲間だ。

　神鳥の情報だけでなく、思いもよらないお土産までもらってしまった。

　神鳥の試練の日はもうすぐだ。

　この調子なら、あっさりと神鳥を得て、魔王を攻めることができる。

　なかなか順調だ。

　……ただ、俺の勘が言っている。こういうときに限って厄介ごとはやってくるのだ。
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　ミルじいから神鳥の卵を受け取り、一日が経っていた。

　面白いことに生まれてくるのは神鳥ではなく、育ての親の魔力と精神の影響を受けて姿形を変えるらしい。

　神鳥の卵は心を映す鏡。悪人からは醜悪な魔物が、善人からは清らかな魔物が生まれてくるとのことだ。

　俺が育てるんだ。それはそれは素晴らしい魔物が生まれるであろう。

　ただ、手放しに喜べない部分もある。

　ミルじいの話では、最初に卵を起こす必要がある。弱い魔力であれば、卵が起きることはない。生半可な魔力ではだめなようだ。

「まさか、俺が全力で魔力を注いでもピクリともしないとはな」

　すでに卵を受け取った日に一度魔力を注ぎ、見事に失敗している。

　通常時の俺の魔力では足りないらしい。

　だから、今日は入念な準備をしたのだ。

【改良ヒール】で、ステータスを魔術士よりにした。それだけでなく技能もすべて魔力を強化するものを選んである。

　さらに、ＭＰの上限はあげられても、総量は【改良ヒール】では回復しないので魔力回復ポーションをたっぷり飲んで、ぐっすり眠って限界まで魔力を回復している。

　それだけでは飽き足らず、無理やり限界以上の魔力を引き出すドーピングまで行っていた。

　そして、今からリベンジをする。

　俺がこうやって頑張るより、フレイアに任せたほうがいいかもしれないが、万が一、あのフレア王女みたいな神獣が生まれたら最悪だ。

　なので、こうしてできる限りの手を打って、卵と向かい合っていた。

「これでだめならどうしようもないな。俺の全身全霊を受けてもらおう」

　さあ、チャレンジだ。

　精神集中し、俺の頭より大きな卵をにらみつける。

「ケヤルガ様、がんばって」

「ファイトです！　ケヤルガ兄様」

　セツナが狼尻尾を振りながら、エレンがフレイアに似た桃色の髪を風になびかせながら声援を送ってくれた。

　ちなみに、フレイアとイヴは買い物に向かっている。

　いよいよ、三日後、神鳥の試練に出発する。そのための旅支度で買い物なれしているフレイアと、黒翼族受けがいいイヴを買い物係に任命した。

　大量の肉を提供したおかげで、村人たちは非常に協力的で、必要なものを譲ってくれそうな雰囲気だ。

　おっと、集中力が乱れてしまった。気合いを入れなおそう。

　二人にかっこ悪いところは見せられない。

　よし、今度こそやろう！

「……これが俺の全部だ。うけとれええええええええええ」

　右手に全魔力を集めて、卵に叩きつける。

　急激な魔力の消失により、とてつもない倦けん怠たい感かんが体を襲う。

　限界まで魔力を高めたせいか【翡翠眼】まで発動した。

　奥歯を嚙かんで、ぐっとこらえる。負けてたまるか。

　絶対に、神格の魔物を生み出し育てるのだ。こんな面白そうなもの諦められるわけがない。

　倦怠感に耐えながら、魔力を注いでいくが、魔力残量が心もとなくなっていく。まだか、まだ足りないのか!?

　残りの魔力は、四割、三割、二割、一割……。

　だめだった……そんな考えがよぎったときだった。

　卵が動いた。

　どくん、どくんっと鼓動が手のひらに伝わってくる。

「手こずらせてくれる」

　なんとか成功した。

　ちゃんと、卵は起きてくれて呼吸を開始した。

　俺はその場に座り込み、安あん堵どの息を吐いた。

「ケヤルガ様、ケヤルガ様の卵、ちゃんと起きてくれた？」

　セツナとエレンが駆け寄ってくる。

「ああ、ちゃんと起きてくれたよ。触ってみればわかる」

　俺がそう言うと、興味津々といった様子で二人が卵をぺたぺたと触る。

「ほんとだ、動いてる。可愛かわいい」

「ケヤルガ兄様、この子はいつ生まれるんですか？」

　そう言えば、それは聞いていなかった。

　いつだろう？

　背後から足音が聞こえて、振り向くとミルじいがいた。

「とんでもない魔力を感じたので来てみました。おおう、婿殿はさすがですな」

　……婿殿とは気が早い。突っ込むのもあれなのでスルーしよう。

　なにより、彼が現れたのはちょうど良かった。

　卵について聞こう。

「ぎりぎりですね。でも、ちゃんと起きてくれました。ただ、ここからどうするか途方にくれております」

「うむ、こうして呼吸を始めればとくに何もしないでいい。あとはあなたから漏れ出た魔力と心を勝手に吸い取って育ちますゆえ。そうですね。伝承では二週間から、三週間といったところです」

「そうか、気楽に待つよ」

　助かった。起こすのに莫ばく大だいな魔力を要求されるだけで、これからはそこまで負担にはならなそうだ。

　毎日、これだけの魔力を要求されると辛い。

　これからは気楽に過ごせそうだ。

「ところで、話は変わりますが、村のものに聞きました。三日後、出発されるそうですね」

「神鳥の試練を受けられる期間は限られている。なるべく余裕を持って挑みたい」

　これを逃せば、次は二か月後とイヴが言っていた。

　少しでもリスクを減らしておきたいのだ。

「では、一つお守りを渡しておきます。……我ら黒翼族は、その魂を残された同胞の翼に宿します。つまるところ、我らの翼には、魂や魔力を閉じ込める力がある」

「そのことは知っている」

　……だから、たまにイヴが落とす羽を拾っている。

　魔力や魂を宿した羽は抜けなくなるようだが、そうでない羽はごくまれに抜けるので、いい武器の材料になると確保しているのだ。ただ、なかなか加工方法がわからないので難儀している。そのままでは武器にできない。

「この羽根がお守りです。我らの性質を利用し、魔力をたっぷりと込めた羽根の矢です。魔術を使用する際に、一流の魔術士であれば消費魔力を肩代わりさせることができます。それ以外にも【クルリナ】と叫んで投げれば、爆弾代わりにもなります」

　渡されたのは十本ほどの黒い羽根の束だ。

　どうやら武器に加工しているようで、さらに魔力が込められている。

　使い勝手がいいし、なにより加工法を学べるのが大きい。これを調べればイヴの羽も武器に転用できるようになるだろう。

「なにから、何まで申し訳ない」

「いえ、こちらこそ感謝しております。あなたはイヴ姫様の笑顔を取り戻してくださった。あの方は、魔王候補になってから笑わなくなっていた。イヴ姫様は言葉でなんと言おうと、あなたのことを信頼しているのです」

　それだけ言うと、ミルじいは去っていった。

　……掛け値なしにいい人だな。イヴのことを心の底から愛してくれていて、イヴが信じた人だから、人間である俺のことも信用してくれた。

　少し、あの人のことが好きになってきた。

「胸がざわつく」

　ただ、俺にはジンクスがある。

　俺が気に入った人は殺されてしまう。

　初恋のアンナさんも、親友だった商人カルマンもそうだった。

　皮肉なものだ。いい奴から死んでいく。

　彼がそうならないように祈っておこう。

　もし、神鳥の試練から帰ってきたら、この村が魔王軍に滅ぼされていた……なんてことになれば、イヴの手伝いではなく、この戦いは俺の復ふく讐しゆうとなる。

　そのときは、復讐鬼となり、俺の意志で確実に現魔王に報いを受けさせるだろう。
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　そしていよいよ出発の日が来た。

　この村に来てからは毎日のようにレベル上げをして、みんな強くなっている。

　とくにセツナの成長が著しい。

　魔族の支配領域だけあって、強い魔物が出る。それは大量の経験値が得られるということだ。

　セツナはこまめにレベル上限を増やしており、そこに経験値が注がれたことでついにレベルが41に至っていた。

　これは亜人の平均どころか、人間の平均すらも超えた値だ。

　もとから、高い素質値と恵まれた技能とスキル、格闘センスもあるセツナがこれだけのレベルに至れば、ほとんどのものに後れは取らないだろう。

　成長と言えば、イヴも大きな変貌を遂げている。

　セツナ教官の体力増強訓練のおかげで、ようやく体力がついてきた。それに、フレイア先生による魔術特訓による魔術精度の上達が凄まじい。

　一度、真剣に魔術を放つ経験をしたことで、その感覚を覚え、きっちりと数を重ねただけ精度が上がるようになった。

　今のイヴなら立派に戦力として数えられる。

「ケヤルガ兄様！　いよいよですね！」

　エレンが、握り拳を作って鼻息を荒くする。

　さすがに、エレンはまだまだ戦力として数えられない。

　それでも、ゆっくりとだが着実に力をつけている。

「エレン、おまえは戦力としては期待していない。だが、頭がいいし観察力がある。油断なく周囲を見て、怪しい、おかしい、そう思ったら報告してくれ」

「はい、任せてください！」

　エレンの頭脳には期待できる。なにせ、彼女は俺を悩ませ苦しめたノルン姫だったのだから。

　まあ、今は俺たちについてくるのが精一杯で、周囲を観察する余裕すらないだろうが、長い目で見よう。

「ケヤルガ殿！　イヴ姫様、そして皆様方……ご武運を！」

　声が聞こえたほうを見ると、黒翼族の一団が早朝だというのに、見送りに来てくれていた。

　ここに来たときは、敵意を持って囲まれたというのに、出るときは見送りに来てくれるなんて……なかなか面白いものだ。

「行ってくる。必ず、神鳥を従えてもどる！　そして、神鳥を従えれば反撃だ！　これからは魔王の好きなようにさせない！」

　俺の声に、黒翼族たちの歓声が上がる。

　少し鳥肌がたった。

　……珍しく勇者らしいセリフを言ったせいだ。

　黒翼族の少女がこちらに向かって走ってきて、目の前で立ち止まる。

　たしか、たまに話しかけてくる子だ。

「ケヤルガ様が無事に帰ってくるように、がんばって作ったの！　ヨルカマ！　悪いことからケヤルガ様を守ってくれるから」

　少女が両手を伸ばして差し出してきたのは、いくつかの魔獣の毛で編まれた腕飾り。

　ラナリッタでも見たミサンガという物に似ている。

「よく編めている。苦労しただろう？」

　複雑で繊細な編み方。よほどの根気と集中力がなければ編み切れない。

「大変だったけど、ケヤルガ様に帰ってきてほしいから！　それに、いっぱいいっぱいありがとう」

　少女が俺の左手に、ヨルカマと呼ばれる腕飾りを括り付ける。

　それから一礼して去って行った。

　……【翡翠眼】で見るが、ほんとうにただのおまじないで防御力も、魔術的な効果も一切ない。

　それなのに嬉しくて、ヨルカマを手で撫なでてから少女に向かって手を振る。

「ケヤルガって、この集落に来てから普通にいい人だったよね。獣を狩ろうって言ったのもそうだし、畑仕事の手伝いとか、みんなの怪我や病気を治したり、弱った作物や家畜まで元気にしてあげてたよね」

「いつもどおりじゃないか」

「ぜんぜん違うよ！」

「俺はいつも通りだよ。ただ、相手が敬意を持って慕ってくれるから、相応のやり方をしただけだ。身内には優しいんだ。……こういう温かい場所はいいものだ。懐かしく感じた」

　自分で口に出して、自分を慕う彼らのことを身内だと認識していたことに気付いた。だからこそ、【回復ヒール】を使ってまで彼らの力になった。

「そういうケヤルガのほうが私は好きだよ」

「なら、全部終わって平和になったら、この集落に来るか？　畑を耕しながら狩りをして暮らすってのもいいかもな」

「とっても素敵な夢だね。幸せそう」

　イヴと笑いあう。

　彼らは俺たちを快く受け入れてくれて、俺もその想いに応えた。こういうのを幸せと呼ぶのだろう。

　この場所は俺にとって、ある意味救いだった。

　ラプトル二頭に、俺たちは分かれて乗る。

　もちろん、ちゃんと神鳥の卵は背負っている。専用のリュックを作り、肌身離さず持ち運べるようにした。

　鞭むちを入れてラプトルを走らせる。

　神鳥の試練とやらを受けるとしよう。

　イヴのご先祖様しか成功しなかった試練だ。腕が鳴る。実に面白そうだ。

　可愛いペットを手に入れるため、俺はラプトルを急がせた。
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　僕は墓の前にいた。

　父さんと母さんの墓だ。

　そんな僕に傘を差してくれる人がいた。

「ケヤルくん、お母さんと、お父さんのこと……残念だったね。うちの両親、ケヤルくんがいいなら一緒に住もうって言ってるんだ。私も君が弟になってくれると嬉しいよ。ねえ、一緒に住もう？」

　アンナさんは隣に住む、あこがれの人だ。天涯孤独の身となった僕を心配してくれているようだ。

　……今日が雨の日でよかった。

　雨の日じゃないと、あこがれのアンナさんに泣いていることがばれてしまっていただろう。

　収穫を終えたリンゴを売りに行った父さんと母さんが帰ってこなかった。

　馬車が魔物に襲われたらしい。

　父さんたちだけじゃなく、たくさんの人が帰ってこなかった。ようやく僕は現実を受け入れて、墓参りに来ることができたのだ。

「アンナさん、僕は行かないよ」

「でも、ケヤルくん一人じゃ」

「大丈夫、ちゃんと父さんと母さんに、生きるためのすべは教わったから。一人でも生きていける。リンゴを育てて、狩りをして、ちゃんとやれるから」

　アンナさんの家に行ったほうが楽なのはわかっている。

　だけど、それは嫌だった。

　父さんと母さんを忘れて幸せになる自分を想像するだけで、吐き気がする。

「でも、ケヤルくんは、まだ小さいし」

「それは関係ないよ。今日、ここに来たのは僕は大丈夫だって父さんたちに言うためなんだ。それと誓いを父さんたちに聞いてもらう。僕は、もし、もし、強い職業クラスを得られたら……そのときは」

　こぶしを握り締め、天国の父さんと母さんに誓う。

「英雄になるよ。悪い魔族を全部倒して、こんな悲しいことが二度と起きないようにする」

　そう、決めたんだ。

　強くなるには、人に頼ってはだめだ。これからは、一人で生きて、一人で戦っていく。

　アンナさんは僕を見て悲しそうに笑って口を開いた。

「もし、強い職業クラスを得られなかったら、それこそ戦いに全然向いてない職業クラスだったら、ケヤルくんはどうするの？」

「そのときは……」

　僕は振り向いて答えを……。
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「ケヤルガ様、ケヤルガ様、起きて！」

　体が柔らかい何かに揺すられている。

　目を開ける。

　そこには、白い狼耳と蒼あおい目を持つ美少女がいた。

「セツナか、いったいどうした」

　周囲を見る、まだ薄暗い早朝だ。

　今は神鳥の試練に向かっているところだ。

　日が暮れてきたので野営をしたはず。セツナの他にフレイアがいて、裸で気持ちよさそうに眠っていた。
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　たしか、昨日はフレイアの日だ。

「ケヤルガ様、すごいうなされてた」

　そうか、それで心配になって起こしてくれたのか。

　セツナの頭を撫でる。

「ありがとう。ちょっと嫌な夢を見たんだ」

「怖い夢？」

「いや、怖くはないな。昔の愚かだった自分を突き付けられてね。反へ吐どが出そうになった」

　あの時の俺は、すべての魔族を殺せば、魔物は全部消えて悲劇は起きないと思い込んでいた。

　……ただの幻想だ。

　魔族がいなくても魔物は次から次へとわいてくる。

　むしろ、魔族に魔物が統率されているほうが被害は少ないぐらいだ。

　バカな子供だった。

　こんなバカだから、勇者に選ばれたとき舞い上がって、王女フレアや国王に騙されて利用された。少しでも警戒心があればまた違った結果になっていただろう。

　そういえば、俺はあの日、もし強い職業クラスを得られなかったら、どうするとアンナさんに語ったんだろう？　思い出せない。

　まあ、いい。どうせ子供のたわごとだ。

「ケヤルガ様の昔の夢？　そういえば、ケヤルガ様の昔話聞いたことがない。ケヤルガ様が子供のころ、どんな子だったか気になる」

　セツナが、言葉の通り目を好奇心に光らせている。

　身を乗り出して、尻尾を振って可愛かわいらしい。

　あんまり、昔の話は好きではないがセツナが望むなら話してもいいか。

「ただのリンゴ農家の子供だよ。リンゴを育てて、リンゴに手がかからない季節は、父さんとよく一緒に狩りに行ってたっけ。あとは小遣い稼ぎに夢中だったな。リンゴや狩りの手伝いでもらえるお駄賃だけじゃ足りなかったから」

　当時から、わりと金にがめつかった。

　だから、十にもならないうちにいろいろと商売をしていた。

「ケヤルガ様、どんなことをしてた？」

「リンゴ農家をやってるとね、虫に食われたり、日焼けとか、傷や形が悪いとかで商品にならないリンゴがそれなりにあるんだ。それを親にもらって、潰してジュースにしたり、お菓子にして売ってた。運よく、二つ隣の街からリンゴを仕入れに来た菓子職人と仲良くなって、いろいろ教えてもらってね。それ以来アップルパイなんかも売り始めて、お菓子作りは大得意になった」

　そう言えば、彼は元気だろうか。

　父さんと母さんが死んでからも彼はお得意様としてリンゴを仕入れ続けてくれた。

　うちのリンゴの味にほれ込んで、子供の俺が育てるようになってからもその舌で味が落ちていないと判断し認めてくれた。

　お菓子のレシピを教わったが、彼ほど美味おいしくは作れない。あの味が懐かしい。

　彼は損得勘定を抜いた真の友達だったと言える。

　久しぶりに会いたいな。

「ケヤルガ様は、お菓子作りが得意？」

「ああ、なかなかのものだよ」

　かなり、年季が入っているからな。少しでも売り上げを増やすために、いろいろと創意工夫を凝らしたものだ。

　いつの間にか、かなり固定ファンが増えて、村の名物になっていた。両親のリンゴの宣伝にもなり、俺のおかげで売り上げが増えたと、父に褒められて、それからさらにやる気を出した。

「驚いた。ケヤルガ様、お菓子なんて作ってくれたことがないから」

「そうだな。ちょうどいい。今日の朝食に作ってみようか」

　彼の味にまた挑みたくなった。久しぶりに作ってみよう。

「楽しみ！」

　材料も手持ちにあるものでどうにでもできるだろう。

　セツナが喜ぶなら、少しはがんばってもいい。

　セツナは尻尾を振っている。その尻尾をぎゅっと摑み、弄ぶとセツナが色っぽい声をあげた。

　舌を絡める大人のキスをして、セツナを堪能してから、口を離す。

「お菓子の前に朝のご奉仕だ」

「ん。がんばる。ケヤルガ様にたっぷりご奉仕する」

　さっそく朝のご奉仕を始めた。

　いつもより気合いが入っている。

　セツナはご奉仕が終われば、体力のないフレイア、イヴ、エレンを連れて特訓に出発する。

　その間に、パイでも焼こう。疲れた体に甘いものは染み渡るだろう。
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　セツナたちの出発を見届けてお菓子作りを始めた。

　小麦粉に水と卵、油を加えて捏こね上あげる。

　一時間ほど生地を休ませないといけないが、【回復ヒール】で生地を活性化させることで、時間を短縮する。

　生地ができると、次は具だ。

　さすがに、砂糖なんて上等なものはないので、手持ちの芋で作った酒を煮詰めていく。すると、アルコールが飛び、糖が濃縮して甘いシロップになる。

　茶色くとろとろのシロップはそれだけでも美味しそうだ。

　ここに、ビタミンを補給するために採取しておいたコケモモ、ヘビイチゴ、砕いたクルミなどを入れて、シロップを絡めながら炒いためる。

　火が通り、コケモモとヘビイチゴの甘みが強くなったことを確認して、一度中身を別の容器に移し替えて、フライパンを洗う。

　さて、ここからパイを焼いていく。

「オーブンがあったほうがいいが、ないならないで、やりようはある」

　フライパンにたっぷりと油を塗った。そして、フライパンにまんべんなく薄くパイ生地を張り付けていき火にかける。ある程度パイ生地が焼けてくると、中にさきほど別の容器に移した具だくさんのシロップを注ぐ。

「蓋を作らないとっと」

　その横では、パイ生地を格子状にして、石に張り付けて、石ごと焼いていた。

　これが、パイの蓋になる。

　フライパンのパイ生地が焼けたのを見計らって、シロップと余っていたパイ生地を使い、フライパンのパイとパイの蓋をくっつける。

　これで、お手軽なヘビイチゴとコケモモとクルミのパイができあがりだ。

　甘い匂いがする。

　旅の途中では滅多に甘いものが食べられないので、きっとセツナたちも喜ぶだろう。

「さてと、皿に移しておくか」

　フライパンが冷めたのを見計らって皿に移す。

　フライパンを型にしたおかげで、きちんとした円形に仕上がっている。格子状のパイの蓋もちゃんとくっついていて見た目はオーブンで焼いたパイと比べて遜色がない。

　さて、食べるのが楽しみだ。

　フライパンサイズのパイなら、一個あればみんなお腹が膨れるだろう……いや、うちにはセツナとイヴがいたな。時間もあるしもう一個焼いておこう。あの子たちは本当によく食べるから。
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「ケヤルガ様、もどってきた」

「……セツナちゃん、やっぱり、鬼です」

「私はだいぶ慣れてきたかな」

　セツナを先頭にして、フレイアとイヴが戻ってきた。

　そのさらに後ろには、よろよろとした足取りでエレンが続いている。遅れてはいるが、ちゃんと訓練を最後までやり遂げる根性と体力はできてきたようだ。

「あれ、ケヤルガ様。なにか、甘くていい匂いがします。こんな森の中で、こんな匂いするはずないのに……」

　フレイアがくんくんと鼻を鳴らす。

「ほんとだ……あっ、この前、アップルパイを焼くってケヤルガ言ってたよね。もしかして、作ってくれたの!?」

　どうやら、ラプトルの上での雑談をイヴは覚えていたらしい。

「残念ながら、リンゴは手に入らなかったから、今日作ったのは、ヘビイチゴとコケモモとクルミのパイだけどね。甘いし、栄養たっぷりだ」

　ヘビイチゴ、コケモモはビタミン豊富だ。

　クルミも、脂質を中心にたくさんの栄養が詰まっている。俺の作ったパイを食べれば元気が出るだろう。

「うわぁ、楽しみです。もう、おなかぺこぺこです。エレンちゃんが戻ってきたら、朝食にしましょう」

　フレイアはそう言うとお腹の音を鳴らした。

　昔はセツナの訓練が終わるとグロッキーで、朝食どころではなかったのに、ずいぶんな進歩だ。

「ケヤルガ兄様、やっと……帰ってこれました」

　少し、遅れて青い顔をしたエレンが戻ってきた。

　その、ぼろぼろな様子は一昔前のフレイアと重なる。逆に言えば、がんばりさえすれば、今のフレイアぐらいにはなるだろう。

「お疲れ様、これを飲んで休め」

「はい、ありがとう……ございます」

　座り込んで、ごくごくと俺が渡したポーションを飲んだ。

　これは、体力をつけさせるための各主成分と、疲労回復成分が入ったポーションだ。

　ちょっとしたずるだが、こういうものでも与えないと、今日一日中ダウンしてしまう。

　ポーションを飲み終わったエレンが目に見えて元気そうになっていく。

「じゃあ、朝ご飯にしよう。甘い果実がたっぷり入った特製のパイ。楽しんでくれ」

　お菓子作りは久しぶりだ。うまくいっているといいが……。
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　パイを五等分にして配る。

　女の子は甘いものが好きの法則どおり、俺以外の全員が久々の甘いお菓子に目が釘くぎ付づけだった。

　五等分にするときには気を遣った。大きさが違うとけんかになりかねない。

　俺の全力をもって、均等な大きさにした。

　……だが、その配慮も無駄だった。

　結局はどのパイの中に一番果物が詰まっているかで、口論が起きてコイントスで選ぶ順番が決まっていた。

　そんなこんなで、少し遅れての朝食が始まる。

　サクサクとパイをかみ砕く音が聞こえる。

「ケヤルガ様、美味しい。セツナ、このパイを毎日食べたい！」

「サクサクで、甘くて素敵です」

「……お菓子を作るって冗談じゃなかったんだね。ケヤルガにお菓子なんて似合わないよ。悔しいことに美味しいけど」

「ケヤルガ兄様ってなんでもできるんですね！」

　みんな夢中になって、パイを食べていた。

　食べっぷりを見ると、お世辞じゃないことがわかる。

　俺も食べてみよう。

　パイ生地はサクサクで、煮詰めた酒のシロップと甘酸っぱいヘビイチゴとコケモモが絶妙の相性だ。アクセントのクルミもいい味を出している。

　あり合わせの材料だが、想像以上の出来になっていた。

　腹にもたまるし、甘あま味みは旅の励みになる。俺以上にみんなが喜んでくれているのも嬉しい。機会があればまた作ろう。

　食いしん坊なセツナとイヴが寂しそうに空っぽのお皿を見ていた。もう食べてしまったらしい。

「もう一個、パイがあるから。お代わりしたい人に切り分ける。ほしかったら手をあげてくれ」

　俺がそう言うと全員が手をあげた。

　フレイアと小食のエレンまでお代わりするのは意外だ。

　俺は苦笑し、もう一個のパイを四等分した。俺は一個で十分だ。

　一個目よりも大きく切り分けられたパイを美味しそうにセツナたちは平らげる。

　……そんな彼女たちを見て、夢の続きを思い出した。

　あのとき、俺はこう言ったんだ。

『そのときは……。生涯、父さんと母さんが作ってくれたリンゴ果樹園を守っていこうと思う。美味しいリンゴやお菓子をたくさん作って、こんな辛い世界で生きてるみんなを幸せにしてあげるんだ！　僕が強くなくて魔族や魔物を倒せなくても、僕の作るものでみんなを応援する。そんな戦いを選ぶよ』

　勇者なんかに選ばれなかったら、今もリンゴを育てたり、アップルパイを作って、食べる人が美味しいって言ってくれるのを眺めて幸せを嚙かみしめる、そんな生活をしていたのかもしれない。

　恋人と結ばれて、子供の名前を考えたり、そんな当たり前の幸せを……。

「なんだそれ」

　パイよりも甘い幻想に自嘲する。

　もう、そんな道はとっくに消滅した。違う道を選んだのだ。

【癒】の勇者となり、畜生に落ち、畜生だと自覚した上で己の思うがままに、好き勝手生きて、すべてをつかむ。

　そのことを一片たりとも後悔していない。

　金がある、セツナたちのような最高の女たちを手に入れて体も心も自由にできる。圧倒的な力を手に入れた。これ以上の幸せなんてあるものか！

　さらに残ったパイの最後の一口を食べる。

　甘い感傷に浸るのはここまでだ。

　明日には神鳥の試練が始まる。

　俺は、今の俺らしく、やりたいままに振る舞おう。

「もしかして、あの夢はおまえが見せたのか？」

　専用リュックの卵が震えたので声をかけてみた。

　こんな甘い夢を見たのは術者の鏡となり成長する神獣の卵のせいかもしれない。

　だとしたら困るな。

　とっくに捨て去った甘い自分に似てしまうなんてごめんだ。

　まあ、悩むだけ無駄だ。

　今は前に進むしかないのだから。

　朝食は終わった、前に進もう。今日には神鳥のいる渓谷にたどり着く予定だ。
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　パイでお腹を膨らませたあとは、ラプトルで山道を走っていた。

「イヴ、道はこっちでいいのか？」

「そうだよ。たぶん、日が暮れるまでには着きそうだね」

「わかった。にしても暇だな」

　木々が少ない山道だ。

　周囲に魔物の気配がなく、狩りもできない。

　景色もいい加減飽きてきた。刺激がほしい。

「そうだ、エレン。いいことを考えた。繫つながったまま走るっていうのはどうだ？」

　ラプトルの揺れに身を任せるのもなかなか楽しそうだ。これなら、長時間楽しめるし、いい娯楽になる。

「……恥ずかしいです。でも、ケヤルガ兄様が望むなら、いいです」

　エレンは照れて、桃色の髪の隙間から見える耳が赤くなっている。

「なら、こっちを向いて抱き着いてもらおうか、両足で俺の胴を挟んでもらって……」

「ケヤルガは、また変なこと言って。最近、見直したばっかりなのに！　ケヤルガは私が見直したら、すぐに台無しにしないと気が済まない病気かな!?」

　イヴが大声を出すものだから、ラプトルがびっくりして大きく揺れた。

　ただの冗談なのに本気になりすぎだ。

　こんな反応をされると、逆にやりたくなってしまう。

「ただのケヤルガジョークだ。楽しそうだと思ったのはほんとだけどね」

「……残念です。ケヤルガ兄様にかわいがってもらえると思ったのに」

　恨めしそうな顔でエレンがイヴのほうを見て、イヴが驚いた顔をする。

「エレン、そっちは今日の夜にゆっくりとね。今日はエレンの日だ」

「楽しみです。ずっと順番が来るのを待ち望んでいました！」

　そう言いつつ、エレンは俺の胸にもたれかかってくる。

　この子は小さいのに、ずいぶんとエッチな子だ。いろいろと積極的で、相手をするのが楽しい。

　さすがに繫がったまま走ったりはしないが、イヴの死角からスカートの中に手を入れていろいろと遊ぶ。

　エレンがイヴにばれないように声を抑えるのがなかなかくる。

　興奮したエレンが尻を俺のアレにこすりつけ始めた。

「それはそうとイヴ。一応確認しておくが、おまえの翼に宿った黒翼族の魂を使った召喚魔術、あれは使えないんだな？　神鳥の試練の前に手札はきっちり確認しておきたい」

　一度目の世界で、イヴと戦ったときのことを思い出す。

　黒い翼の堕天使たちを次々に召喚してくる攻撃は非常に厄介だった。あの力だけで真正面から【剣】の勇者ブレイドを撃退したぐらいだ。できれば、頼りにしたい。

「……できないよ。私にあの力は使えない」

　含みのある声音でイヴが言った。

　直感的にわかる。

　使えないというのは、レベルや技量の問題ではなく感情的なものだ。

「わかった。そっちには頼らないでおく。それと光の魔術がだいぶ使えるようになってきたから、そろそろ闇の魔術の勉強もしようか。あれはあれで便利だ」

「うん、お願い。私もできることを増やしたいから」

　黒翼族の村に行ってから、イヴは今までより前向きになった気がする。それだけでも黒翼族の村に行った意味があったと言えるだろう。

　ミルじいの顔を頭に浮かべるとブーツの紐ひもが切れた。悪いことが起こらなければいいが。

　あの人は滅多に出会えない善人であり、好意を持っている人だ。
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　休憩をはさみながら、走り続けて数時間。

　やっと目的地に着いた。

　神鳥の住む渓谷。その手前の丘だ。今日はここで野営をする。

「すごいな、渓谷全体が白い霧に覆われてる。……あの霧から強い魔力を感じる」

「あれはただの霧じゃないよ。時空が歪ゆがんでる。飛び込んだら、どこに飛ばされるかわからない。あの霧の中で自由に動けるのは神鳥だけ」

「なるほど。もしかして、決まった時期にしか神鳥の試練を受けられないのはあれのせいか」

「うん、星と月の動きで霧の行き先が変わるみたいで。明日から数日間だけ、ちゃんと霧の向こうが神鳥の渓谷に繫がるんだ。この時期を逃したら、あそこに入るのはただの自殺行為だよ」

　面白い仕組みだ。

　そして、注意しないといけないのは入るときだけじゃない。出るときもだ。

「ちゃんと出られるのか」

「伝承によるとね。神鳥様に認められないうちに霧の外に出ると、とんでもないところに飛ばされるみたいだね。一度入ったら、試練が終わるまで逃げることすらできないんだ」

「状況は理解した。今日は英気を養って、明日の早朝、神鳥の試練に挑もう」

　どっちみち今日は霧の先が神鳥の渓谷に繫がっていないのだ。

　今日の夜、イヴが星の並びを見て最終的に行けるかを判断する。

　セツナたちのラプトルも追いついてきた。

　野営の準備をしようか。
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　野営の設置をした後、俺とイヴは夕食の調達に出かけていた。

　魔物の気配を感じたのでイヴと二人で飛び出した。

　見つけた魔物は灰色の大型の犬だ。特徴的なのは、前足が異常なまでに筋肉質で、爪が肥大化していること。

「イヴ、ついてこれるか」

「セツナのおかげでだいぶ体力がついたからね」

　犬型の魔物だけあって、素早い。

　それでも追跡できるのは、俺たちのレベルが上がり、ステータスが上昇しているからだ。

　俺の【翡翠眼】は、あの魔物に適応因子があることを見抜いている。なんとしてでも仕留めたい。

【改良ヒール】で、速度特化にすれば軽く追いつけるだろうが、今回はイヴに頑張らせてみよう。

　ちょうど、闇属性魔術の修行をさせたいと思っていた。

「イヴ、闇の魔術を使ってみよう。一番シンプルなやつでいい。犬の周囲一帯を闇で包め。できるか？」

　闇魔術は、文字通り闇を操る魔術だ。

　光や四属性と違い直接な攻撃力を持たせることは難しい。中級以上の魔術でないと破壊力のある魔術にならない。

　だが、応用力があるし、からめ手にも使える。

「わかった。やってみるよ」

「全力でなるべく広くだ」

「見てて。はああああ、【漆黒】！」

　イヴが翼を広げて両手を突き出す。

　全力で走る犬の魔物を中心……にするつもりが、それなりにずれたところに黒い球が出てきて、闇が一気に広がる。

　闇に覆われて、前方が見えなくなり、どすんっと鈍い音が聞こえた。

　野犬の類は夜道でも走れるが、わずかな光すら差し込まない完璧な闇であればこうなる。

　それでも【翡翠眼】ならすべてが見える。

　視界を奪われて、犬の魔物が木にぶつかった。

　急激な視界の消失は、かなり有効な手だ。

「イヴ、よくやった。次は光の魔術だ。よく狙え」

　立ち止まり、イヴの背後に立ち、彼女の指をよろめく犬の魔物に向けさせる。

「ケヤルガ、ここでいい？」

「完璧だ」

「なら、いくよ。【光の矢】！」

　イヴの指先から一筋の光が放たれる。

　光の矢は闇を切り裂き、指差した方向へ一直線に進む。

　ずいぶんと成長した。初歩の光の魔術とはいえ、ちゃんと狙ったところに飛んでいる。

　光の矢は犬の魔物の頭を貫いた。

　イヴの闇が散っていく。イヴにも頭を貫かれた犬の魔物が見えたようだ。

「やった！　ケヤルガ、やったよ」

「そろそろ基礎は十分だ。次はもう少し難しい魔術をやろうか」

「うん！　楽しみ。最近、魔術の修行が面白いんだ！」

　イヴはもう立派な戦力だ。

　貫通力と直進性が高い【光の矢】を後方から連射してくれるだけでも、非常に有効な援護になる。

「でも、ケヤルガって私に光とか闇の魔術を教えられるの？　とくに難しいやつとか」

「愚問だな」

　その二つの魔術は非常にレアだ。

　実際、イヴから【模倣ヒール】するまで、使えなかった魔術。

　だが、得てしまえば、発展させるのはお手のもの。

　魔術全般の知識とコツを知っているし、隠れてこそこそ練習していた。

「まあ、見ておけ」

【改良ヒール】で、技能に光魔術をセットする。

　そして、手のひらの上に光の球を作り上に放り投げる。

　光の球がはじけ、八つの光の矢が四方に放たれ、木々に実っていた果実と枝の間を通り抜け、果実を傷つけずに落とす。

　落ちた果物は優しい風に拾われて、俺のもとに運ばれてきた。

「これぐらいの精度はイヴに身に付けてほしいかな」

「できるかっ！　というか、どうしてケヤルガはできるんだよ!?」

「才能と努力。才能は俺よりイヴのほうが上だから、イヴが努力さえすればいつか身に付けられるよ。さて、戻ろうか。夕食もデザートも手に入れたしね」

　この犬の魔物は煮込みにしよう。

　素早さの適応因子はなかなか貴重だし、重要なステータスだ。

　さらに肉を食えば精も付くだろう。

　明日の試練に向けて、いい景気づけになる。





◇






　そして、夜が明けた。

　試練に向けて体力を温存するために、セツナ教官の訓練はお休みだ。

　朝食を食べて、白い霧の前まできた。

「出発だ。一度、この中に入ると試練を達成するまで、出ることはできない。そして、試練に失敗すれば死だ。たった一人を除いて、試練に成功したものはいない。怖いと思うのなら、ラプトルと一緒に留守番してもらって構わない」

　みんなの顔を見ると怯おびえがないどころか、やる気に満ちていた。

「ケヤルガ様が、負けるところが想像できません。それに私はケヤルガ様の従者ですから」

　フレイアは柔らかく微笑む。

「セツナはケヤルガ様の所有物もの。道具が主と共にないのはおかしい」

「試練より、ケヤルガ兄様と離れ離れになるほうが、ずっと怖いです！」

　お子様二人組もやる気にあふれている。

　そして……。

「神鳥の試練は、私の試練。いつまでもケヤルガにおんぶに抱っこじゃいられないもん。それにね。もう、逃げるのはやめたんだ」

　イヴは吹っ切れた笑顔になる。

　楽しそうですらあった。

「わかった。全員で行こう」

　そうして、全員で頷き合い、白い霧の中に入っていく。

　誰一人、背中を向けないことが嬉しかった。

　気分が高揚している。どんなことが起ころうと、負ける気なんてみじんもしなかった。
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　全員で白い霧の中に入る。

　すると、そこはすべてが白い街だった。

　白い石造りの街。冷たい空気が頰ほおを撫なでる。ひどく寂しい。人の気配どころか、生物の気配がない。

「みんな、ちゃんといるな？」

　星のめぐりがよくないと、どこに飛ばされるかわからない不思議な霧だ。全員の無事を確認しないといけない。ばらばらになることは避けたい。

　白い霧のせいで視界がおぼつかないので声で確認する。

「ケヤルガ様、セツナはいる」

「私も大丈夫です」

「ケヤルガ、ちゃんといるよ」

「心配無用ですよ。ケヤルガ兄様」

　良かった。全員そろっているようだ。

「俺からはぐれるな。セツナ、周囲の気配を探ってくれ。フレイア、【熱源探査】の術式で周囲に生き物がいないかの確認だ」

　二人が頷き、周囲を調べ始める。

　何があるかわからない。最大限の警戒が必要だ。

「ケヤルガ様、セツナの耳じゃ何も感じない」

「こっちもですね。少なくとも半径五百メートルに私たち以外の熱源はないです」

「そうか、とりあえず街をまっすぐに抜けよう。おそらくだが、神鳥を見つけるのも試練の一つだ」

　最悪のケースは、実は星のめぐりを読み間違えて、変なところに飛ばされていることだ。それを言うと志気を削ぐので口にはしないが、違和感がないかは確認しながら進もう。

　俺たちは、街道をひたすら歩く。

　この街道は、街の中央にある広く歩きやすい一本道だ。

　二時間ほど歩いたが、街の果てがまだ見えない。これだけ歩いて、道の終わりが見えないのは異常だ。

　セツナの耳での警戒は歩きながらも行っているし、フレイアの【熱源探査】も定期的に行っている。それでも、なにも引っかからない。

　しょうがない。ちょっと荒い手を使うか。

「セツナ、耳を澄ませておいてくれ。着弾と同時に爆発する光弾を放つ。光の速さだ。行きは無視して、音が戻ってくるまでの時間で、どれだけの間、この道が続くかわかるはずだ。セツナ、フレイアの爆発魔術の音は何度か聞いたことがあるだろう？　あの音量なら、どれぐらいの距離まで聞こえる？」

「魔力を耳に集中させれば、二百キロ先からでも聞く自信がある」

「よし、ならやってみよう」

　セツナが狼耳をぴんとして手をあて魔力を集中させるのを見届けてから、特大の光の球を作る。

　光の属性を持つ爆発魔術。光魔術の中でも上級魔術に分類される。

　それを見たイヴが羨ましそうな顔をしている。まだイヴには到底不可能な魔術だ。無理もない。

　光の球を放った。

　光の球は、当然のように光の速さで直進する。

　さて、何秒後に音が聞こえるかな？

「冗談だろ？」

　どれだけ待っても音が聞こえなかったようだ。

　セツナが首を横に振る。

　それが意味するところは……。

「少なくとも、この道は二百キロ以上続いているか……あるいは終わりがないな。さすが、神鳥の試練。理不尽なことをしてくれる」

　ただ、まっすぐに進んでも意味がない。

　なら、何をすればいい？

　そんなことを考えていると、雪が降り始めた。

　体感での気温は二十度近い。雪なんて降るわけがない。

　違う。これは雪なんかじゃない。

「今すぐ、建物に隠れろ！　これは毒だ！」

　気づいたころには遅かった。

　セツナたちが次々に倒れていく。イヴだけが調子悪そうにしているものの、なんとか立っている。

　舌打ちする。

　俺自身も毒にやられている。だが、【神装武具】ゲオルギウスの【自動オート回復ヒール】が発動しているから倒れずに済んでいるだけだ。

　やっかいなのは、治すはしから毒に侵され、【自動回復】が発動するせいで、どんどん魔力が消費されていくこと。

　俺の体は毒にかかるたびに抗体を作り同じ毒は効かないように弄っているが、絶え間なく降り注ぐ毒の性質が変わり、抗体が追いつかない。さすがは神鳥の毒、なかなかにうっとうしい。

　なんとか、セツナ、フレイア、エレンを背負う。

「イヴ、おまえも背負ったほうがいいか？」

「私は大丈夫だよ。自分で走れる」

「なら、ついてこい！」

　俺たちは、一番近くの建物に向かって走り出した。
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　建物に入り、白い雪から逃れた俺は全員を【回復ヒール】する。

　さすがは神鳥の試練だ。

　もし、【回復ヒール】が遅れていたら全員、死んでいただろう。

　みんな、多かれ少なかれ動揺している。

　こういうときは、前向きにしないといけない。

「こんな毒を撒まけるのは神鳥しかいない。最悪の想定は、神鳥がいないどこかに飛ばされたことだが、少なくともそれはなくなったな」

　茶化すように言う。

　少しはみんなの動揺も収まったようだ。

「ねえ、ケヤルガ。これからどうする」

「神鳥は街のどこかにいる。なら、探すだけだ。総当たりでつぶしていくには、この街は広すぎる。魔力を逆探知する。せっかく、病の雪なんて降らしてくれたんだ。そいつをたどらせてもらおう」

【翡翠眼】で、この病の雪の発生源はたどれる。

　となれば、建物を出て病の雪を浴びなくてはならない。そのリスクを覚悟で飛び出す。

　抗体を作れない病を【自動オート回復ヒール】しながら走り抜けるなんてことをすれば、あっという間に魔力が切れて詰むだろう。手動の【回復ヒール】を限界まで耐えてから使用することで魔力を温存しながら進まないといけない。

　これは、神鳥にたどり着くのが先か、俺が倒れるのが先かの戦いだ。

「みんなは休んでいてくれ」

　セツナたちは、自分もついていくと言いかけてやめた。

　足手まといにしかならないとわかっているのだ。

　だけど、イヴだけが口を開く。

「私も行く」

「許可できない。足手まといを癒して魔力を浪費する余裕がない」

「回復はしなくてもいい。黒翼族は毒の耐性が人間よりずっと上。倒れたら置いて行っていいから」

　その目には覚悟があった。

　イヴは、この試練は自分の試練だと言っていたのを思い出した。

「わかった。その覚悟があるならついてこい。一応、これを飲んでおけ」

　そう言って、ポーションを二つ取り出し一つをイヴに渡す。

「これは？」

「特製栄養剤だ。体力をつける効果と、一時的に体の免疫力をあげる効果があるポーションだ。神鳥の毒に対しては気休めだけど、ないよりマシだ」

　自分も摂取しておく。

　そして、ゲオルギウスの設定を弄り、【自動オート回復ヒール】を切っておいた。
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　俺とイヴは走っていた。

【翡翠眼】を発動し、病の雪の根源をたどる。

　身体能力を強化し、石の家の天井を走る。

　雨対策に持っているレインコートを纏まとったことで、少しは毒の雪がマシになった。

「イヴ、大丈夫か」

「全然平気」

　イヴが強がりを言う。

　俺の眼でイヴの体調は見抜いている。ほんとうは倒れる寸前のくせに。

　だが、もうすぐ呪いの雪の発生地点にたどり着く。

　着いた。

　それは、白い球体だった。空高く浮かぶ白い球体から病の雪が吹き荒れている。

「イヴ、あれを撃ち抜けるか」

「任せて！」

　イヴが手のひらを空に向ける。

　魔力を高め……。

「【光の槍やり】」

　手のひらを白い球に向けて光槍を放つ。

　指先で放つ【光の矢】に比べて圧倒的な魔力。

　光の帯が白い球を貫いた。白い球がえぐれ、そこを中心にヒビが伝でん播ぱしていき、砕けた。白い雪が止む。

　そして、白い球の中にいたのは翼で全身を包んでいた巨大な鳥だ。鷹たかのようなすらりとしたシルエットの白い鳥。あの白い球はやつが眠る卵だったようだ。

　あいつの正体は神鳥カラドリウス。あいつを見つけ、殻を割ることが最初の試練。なら、ここから何かがある。

　その予感は当たった。

　神鳥カラドリウスが翼を広げる。その瞬間、黒い闇に包まれた。

　白い石の街も神鳥もイヴも、なにもかもが見えなくなる。

　まるで別の世界に連れ込まれたかのようだ。

「神鳥の試練は病に打ち勝つこと、そして心を試すと言っていたな」

　ミルじいが教えてくれたことを思い出す。

　今までのが、病の試練なら、ここからは心を試す試練のはず。

　いったい、何をしてくるのだろうか？

「イヴ、無事か!?」

　イヴの気配を感じない。引き離されてしまった。いそいでこの試練を突破しないといけない理由が増えた。

　どんな試練をするにしても、早くしてほしい。

　その願いが通じたのか、試練らしきものが始まった。

　周囲から足音が聞こえてきた。

「にくい、にくい、貴様のせいですべてを失った」

　かつて、俺が殺した王女フレアの近衛騎士隊長が現れる。彼は血まみれで呪じゆ詛そをはく。

「おまえさえ、いなければ、僕は可愛かわいい女の子をもっと抱けたのに。おまえのせいで」

　俺が復ふく讐しゆうを実行し、男の仮面を剝はいだせいで、最後の最後に女として死んだ【剣】の勇者が血の涙を流しながらにらんでくる。

　ほかにも、今まで俺が殺してきた連中が次々に現れて、恨み言をはく。

　なるほど、これは俺の罪か。

　どうやら神鳥の試練とは自分の罪と向き合う試練のようだ。

　亡者どもは次々に俺の罪を糾弾する。

　俺は生きていてはいけないらしい。

　死ね、死ね、死ねの大コーラス。

　まともな人間なら、罪の意識にさいなまれ死を選ぶかもしれない。

「あはははははははっ」

　気が付けば笑っていた。

　ああ、気持ちいい。

　そうか、こいつらはこんなにも憎んでくれていたのか。

　かつての俺のように。

　なんて、なんて、最高なんだ。俺の復讐は間違っていなかった。

　だって、こんなに、こいつらは俺を憎んでいるのだから！　その憎しみが俺の快楽だ！　死んで呪ってくれるほど憎んでくれるなんて、苦労した甲か斐いがあったというものだ。

　なにより……。

　俺は近衛騎士隊長の頭をつかみ地面にたたきつけ、つぶす。

　彼の剣を奪い、その剣で【剣】の勇者ブレイドの首をはね、その首を亡者の群れに蹴り飛ばし、死体を辱める。

「ちょうど、復讐したりないと思ってたんだ。残尿感って言うのかな？　もう少しいたぶっていれば良かったって後悔してた。生き返ってくれてありがとう！　また、殺して凌りよう辱じよくできる。なんて親切なんだ神鳥は！」

　憎い奴を二回も殺せるなんて、こんな幸せはない！　きっと俺の日頃の行いがいいから、神様がくれたご褒美だ！

　神鳥がどんなつもりで、こんなことをしているかわからない。
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　だが、こんなチャンスは二度とないだろう。

　二度とないはずの復讐の二度目を味わえる。この幸せを味わうために、この亡者たちを、殺して、嬲なぶって、辱めて、すりつぶそう。

　さあ、お楽しみはこれからだ！
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　黒い壁に囲まれた広い部屋で、かつて復讐を果たし殺したはずの連中に取り囲まれていた。

　扉どころか窓もなく逃げることは不可能。

　そんな状況で亡者どもは逆恨みしているらしく、呪詛を吐いて襲い掛かってくる。

　だから、俺はそいつらを侵して、犯して、冒し尽くす。

　ただ、殺すだけだとつまらないので肉体も心も魂も凌辱してすりつぶす。

　こいつらは俺のことが憎いのだろう。しかし憎いのは俺も同じだ。ちょうど復讐したりないと思っていたんだ。

「あはははははは、どうした!?　俺が憎いんじゃないのか!?　俺を殺すんじゃないのか!?」

　気が付けば笑っていた。

　なにせ、復讐を二回もできるなんてラッキーと考えていたが、それはまったくの勘違いだった。

　二回どころか……。

「殺し放題じゃないか!?　あと何回、俺を楽しませてくれるんだ!?　おまえたちは、最高だよ！」

　十回から先は数えていない。

　何度、殺そうが蘇ってくる。

　しかも、どうやら向こうは殺されたことを律儀に毎回覚えているようだ。

　殺害回数によって反応が変わって面白い。

　三回までは、殺されるたび、より恨みを増してより激しく襲い掛かってきた。

　五回を超えたぐらいで、動きに精彩をなくし始め、ためらいを覚え始める。

　十回を超えたあたりで、恨みより恐怖が勝っているようだ。憎くて仕方ない俺が目の前にいるのに……俺を殺したかったはずなのに、襲い掛かって来るどころか逃げ始めた。

　こちらから近づくと、許してくれと泣いて懇願する。

　おかしいな、許してくれというのは俺のセリフだろう？　亡者なら、亡者らしくしろよ。

　今も一人、許してと泣き叫んでいた。そいつの頭を叩たたき潰つぶす。あえて七割殺しの致命傷にしておいた。死ぬまでの恐怖を味わってもらうためだ。

「次は、どんな殺し方をしようかなっと」

　飽きないように、いろいろと斬新な殺し方を考えるのはなかなか楽しい。

　今後の復讐のために実験し放題。

　なかなか、殺さないように痛めつけるというのは難しい。

　やりすぎるとうっかり殺してしまう。その見極めは経験を重ねるしかない。この場はうってつけだ。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い」

　近衛騎士隊長……名前はなんだっけ、どうでもいいから忘れちゃった奴だ。

　そいつが【改悪ヒール】により全身の神経をむき出しにされ涙と涎よだれを垂らしてのたうちまわっている。

　こうしてやると痛覚が通常の一万倍、風が吹くだけで激痛、こうなって転がりでもしようものなら地獄だ。あまりの痛み故に気絶もできずに気が狂う。

　特別コースは他にもある。【剣】の勇者の細胞を異常増殖させて、風船のように膨らませて破裂させてみた。

　最高に無様で、醜い。

　くそ女が化け物に変わっていく己の姿に絶望しながら死んでいく姿はなかなかにそそった。

「うん、両方とも使えるな」

　神経をむき出しにするのも、細胞の異常増殖も思いつきの割になかなか素晴らしい。

　まず、即座に行動不能にできる、そしてとてつもない苦痛と恐怖を時間をかけて与えて気絶すらゆるさない。これから、ただ殺すだけじゃすまさない相手には積極的に使ってみよう。

　ちょっと興奮して勃起したので、適当に別の亡者をレイプしてすっきり。飽きたので首を落として次に行く。

　そういえば、今レイプしたのは誰だっただろう？　ああ、思い出した、俺のお気に入りの喫茶店を潰した女か、せっかく生かしてやったのにあの後死んでいたのか。それは残念だ。

　おっ、【剣】の勇者が早速復活した。

　笑いかけると腰を抜かして剣も持たずに四よつん這ばいになって逃げていく。

「いやああああああああ、もういやああああ、僕が、僕が悪かった、からああああ、来ないでええええ」

　涙を流し、漏らした。

　女があそこを濡らすのは犯してほしいってことだ。

　俺は要望通り追いついて後ろ髪を摑つかんで、後ろから犯してやる。

　女を喰いまくっている割に、自分のそこはあまり弄っていないみたいで、狭くてかたい。

「やめてええええええええええ、男が僕に、おうえええええええええええ、いやああああああああああ」

　具合はあまり良くないが、男に犯されることはこの女好きの【剣】の勇者にとってはひどい拒絶感があるようで悲鳴をあげて、泣き叫んでいる。

　セックス中で隙を晒さらしてやっているのに、他の亡者たちは襲ってこない。

　それどころか、見えない壁に両手を叩きつけて出してと叫ぶ。

【剣】の勇者ブレイドの中に精を吐き出してから、俺は叫ぶ。

「ほら、俺が憎いんだろ!?　殺したいんだろう!?　さっきまでの勢いはどうしたんだ!?　あんなに元気に殺すと言ってたじゃないか！　許さないと言ってたじゃないか!?　えっ!?　それなのに、何が許してだ、何が来ないでだ。おまえたちが憎んでる俺はここにいるぞ！　おまえたちの復ふく讐しゆう心しんというのはその程度か！　あははははは！」

　ああ、楽しい。

　かつて、憎くて殺した連中がここまでみじめに俺から逃げ惑うのは。

　もはや、俺に挑んでくる連中は一人もいなくなった。

　泣いて許しを請い、震えながら逃げ惑う獲物しかいない。それを追いかけて踏みつぶす。

　なんて、ぬるい！　復讐心が本物なら、たかが数十回殺され、凌辱の限りを尽くされた程度であきらめるものか！

　俺が本当の復讐を教えてやる。

　こいつらのぬるい復讐心と違い、俺はどれだけ殺して凌辱しても満足なんてしない。

　ああ、回復術士で良かった。

【回復ヒール】で、傷と体力を癒し、【略奪ヒール】で魔力を奪える。つまりは永久機関だ。永久に、この最高に楽しいゲームが楽しめる。

　まだまだいろいろと試したいことがあったので、非常に助かる。

　最後の勇者。【砲】の勇者ブレット、あの、同性愛者の少年好きには最上級の苦しみを味わわせないといけない。

　そのために、どの殺し方をすれば、もっとも効果的に恐怖と苦痛と屈辱を味わわせることができるかを、比較検討する必要があったのだ。

　インスピレーションがわいてきた。やはり、実践が一番勉強になる。さっそく試してみよう。

「くっ、来るな」

「いやだ、もう蘇よみがえりたくない。殺してえええええ、生き返らせないでえええ」

「出して、ここから出して」

「ひいいいいい、もう死ねなんて言いません。もう恨んでいません、だから、もう俺のことは忘れてください、なんでもしますから」

　亡者たちの命ごい。

　なかなかレアだ。

　でも、許さない。なぜなら、俺はこいつらのことが大嫌いだからだ。むしろ嫌がることを進んでやる。

　さて、次はどんな趣向で遊ぼう。

　そんなことを考えていたときだった。

　急に、亡者たちが消え始めた。亡者たちは、その消滅を幸せそうに受け入れる。みんな、安あん堵どの笑みを浮かべている。

　やっと解放される、助かった。

　そんなことを口にする。

　やめてくれ、胸むな糞くそ悪い。そんな幸せそうに消えられたら、俺の努力が無駄になるじゃないか。

　そうだ、いいことを考えた。

「おまえたち、期待しておけ。地獄に落ちたらまた遊んでやるからな！　地獄での再会を心待ちにしておく！」

　精一杯叫んだ。

　面白いものだ。亡者たちの安堵に満ちた顔が歪み、絶望に染まる。うん、これでいい。安らかな終わりなど許すものか。

「さて、次は何かな。これは試練の前のボーナスステージだろう。本当の試練は気を引き締めないとな」

　はじめは試練かと疑ったが、こんな楽しいレクリエーションが試練のはずがない。

　不思議な浮遊感が体を包んだ。

　また、どこかに連れていかれるのだろう。
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　目を開くと白い部屋だった。

　隣に気配を感じた。そちらを見るとイヴがいる。

　彼女は涙を流して、ごめんねとつぶやいていた。

「イヴ、無事だったか」

「……ケヤルガ」

　イヴは俺を見ると泣き顔のまま笑って、胸に飛び込んできた。

　そして、嗚お咽えつする。

　そんな彼女の頭を撫なでてやる。

「どうかしたのか」

「ユエルと、メロ、それに、ナアラが、現れて、それで、それで……」

　それが誰かは知らないが、さっきまで俺が経験していたことを考えると、イヴがかつて殺した、あるいは自分のせいで死んだ、そういったイヴに恨みを持っている人物が現れたのだろう。

「それでね、ケヤルガ。みんなが私のこと責めて、でも、話せばわかってくれて、最後は私を応援して、それから消えちゃった。みんな私のせいで死んだのに、がんばれって言ってくれて、ケヤルガぁ」

　イヴの嗚咽が大きくなる。

　……話せばわかってくれる？　最後は応援して消えていく？

　なんだそれは。

　よくわからない。あれは、そういう試練だったのか？

　とりあえず、イヴが落ち着くまでこうしていよう。





◇






　しばらくそうしていると風が吹いた。

　空を見上げる。体長十メートルは超えるだろう、真っ白い巨大な鷹たかが降りてきた。

　頭には金色の特徴的な羽があり、まるで王冠のようだ。

　その鳥と目が合う。

　その目には深い知性がある。

　こいつが神鳥カラドリウスか。

『小さきものたちよ。よくぞ、我が試練を突破した。試練では、体、知、心を試させてもらった。病に打ち勝つ体の強さ。病に侵されながらも冷静に糸を手繰り寄せ、我のもとにたどり着く知性、そして自らの罪と向き合い乗り越える心の強さ。おまえたちは、そのすべてを乗り越えた』

　自らの罪と向き合い乗り越える心の強さ、そんなものを試す試練はあったか？　心当たりがない。

　きっと、イヴだけに課せられた試練だろう。

『ほとんどのものは病に耐えられず朽ち果てる。病に耐えられたものも、病から逃れることだけを考え用意した白い家に引きこもり、我のもとにたどり着こうとはせぬ。そして、ほんのわずか、たどり着いたものすらも己の罪に食い殺される。二人ともよくぞ試練を乗り越えたものだ』

　二人とも？　俺もそんな心の罪を試す試練とやらをクリアした？

「心の試練とはなんだったのでしょうか？」

『何を言っている？　お主も受けて乗り越えただろう。己の罪により死んだ魂、中でも強い感情を持つ魂を我は呼び出す。その魂たちと向き合い、許されなければならない。罪の多いものほど、呼び出される魂は多い。そして、恨みを持つものに許されるというのは難しいのだ。だが、それができてこそ真に強い心の持ち主だ』

　……向き合って、説得して許される。

　ああ、あいつらとそんなことをしないといけなかったのか。

「例えばその呼び出された魂とやらを殺したらどうなる」

『呪いと恨みを深めるだけよ。殺されようが亡者たちは何度も蘇り、やがては食い殺されるであろう。これは心の強さと気高さを試す試練。この期に及んで罪を重ねるような者に乗り越えることは敵かなわぬ。試練の様子は見てはいないが、お主は凄まじいな。あれだけの強い恨みを持った魂をすべて昇華させるとは。よほど強い心を持ち、亡者たちに許されるだけの徳を積んだのだろう。お主はすごい男だ』

　とりあえず、何があったかは黙っていよう。

　神鳥は試練の様子を見ていなかったぐらいだし。

　ふむ、何度でも蘇る不死身の亡者の攻略法は、自分から消滅したいと思わせるほど、痛めつけて凌りよう辱じよくの限りを尽くすことだったのは意外だった。

「イヴ、がんばったな」

「……辛い試練だったよ。だけど受けられてよかった。私を守ろうとして、私のせいで死んだ人たちとまた会えた。それにね、ケヤルガのことを話したらみんな喜んでくれたんだ。やっとイヴにも大事な人ができたんだねって。……それからね、託されたの。ちゃんと魔王になって、黒翼族のみんなを守るって約束したんだ。だから、私、これからもっとがんばるね」

　泣き止んでいたイヴがまた泣き出す。

　……なるほど、これが正統派の試練の攻略法。

　絶対に無理だ。

「ねえ、ケヤルガはどんな感じだったの？」

「うん、普通だよ。普通。ああ、なんだ、俺のせいで死んだ連中に誠心誠意、真心を込めて、言葉だけじゃなく、行動で誠意を示した。最後には満足をして帰っていったよ」

「すごいね、ケヤルガは」

　噓うそは言っていない。言葉じゃなくて行動で俺の想いを伝えた。痛いほどに。

　神鳥の魔力が高まる。

　イヴと二人でそちらを向く。

『小さきものたちよ。我が試練を越えた褒美を与えよう。まずは黒翼族の少女。旧ふるき盟約に従い、試練を越えたその証を与えん』

　神鳥がイヴのおでこを、こつんっと嘴くちばしでつついた。

　すると、イヴの髪が銀色に変わった。瞳の色が血の色に。

　……その姿は、俺がかつて見た魔王の姿だ。

　勘違いしていた。一度目の世界でもイヴは神鳥カラドリウスを従えていたのだ。

　なら、なぜ勇者おれたちとの戦いで使わなかった？

　今、こうして対たい峙じしているだけでわかる。

　神鳥は強い。真っ向勝負すれば一度目の世界の勇者パーティを神鳥だけで撃破できただろう。魔王と神鳥を同時に相手どれば、一度目の俺は勝ち目がなかった。

　気になることが一つ増えた。

『我が祝福を与えた。これでお主は力を得た。そして、我をいつでも呼べる。だが、わかっておるな』

「うん、本当に必要なときだけ呼ぶよ。……呼べば私もただじゃ済まない」

　意外にはやく答えが出た。

　リスクがあるのだ。あるいは回数制限かもしれない。

　ただ、間違いなく切り札は得た。あとでイヴに詳細な話を聞こう。

『そして、そちらの男よ。黒翼族以外に我は使えぬ。我が力は人間にとっての毒だ。お主はほとんど人間をやめているとはいえ、耐えきれはせん。とはいえ、何も与えずに帰らせたのでは我の沽こ券けんにかかわる。そこでだ』

　神鳥はまず俺の背にある、卵入りのリュックにこつんっと嘴を当てた。

　つぎに、俺の左眼をつついた。

　……あまりの速さに反応ができなかった。

『その眼は精霊の眼。故に眼だけであれば、我が力を与えることができる。そして、お主の魔力を食らって育つ子に我の力を注いだ。凄まじい力の子が生まれるだろう……にしても、お主はいったいなんなのだ。お主の魔力と心を食らって育った子が、そんなに歪ゆがんだ……しつれい、醜悪……ごほんっ、破滅、違った。独創的に育つなど。おかしい。そんな人物があの試練を越えられるはずがない』

　この子が生まれることが心配になってきた。

　いや、きっと神鳥は価値観が人とは違うのだろう。

　俺の魔力と心をたっぷり受けて育ったこの子が、悪い子なはずがない。

「ありがとうございます。この子も、この眼も大事に使わせていただきます」

　右は【翡翠眼】だが、左は新たな眼へと進化した。これは使えそうだ。

　そして、俺の分身とも言える神格の魔物。そいつがさらに強くなる。これは期待できる。

『これで試練は終わりだ。元の世界に送り届けよう。また会おう、小さきものたちよ。久々の来客、なかなか楽しめたぞ』

　再び、なぞの浮遊感。

　きっと、この白い霧の外に飛ばされるのだろう。

　ここに来て良かった。おかげで力を得たのだから。
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　目を開くと、白い霧の外に飛ばされていた。

　周囲を見回して、安あん堵どの息を吐く。

「ケヤルガ様、ここはどこでしょうか」

「頭がぐわんぐわんする。セツナたちは家の中にいたはずなのに、急に飛ばされた」

「ケヤルガ兄様、ご無事で何よりです！」

　病の雪を避けるために建物の中で休ませていたフレイアたちがいた。

「みんな、無事でよかった」

　フレイアたちはそれぞれ試練がどうなったのかを聞いてきたので、今回の主役のほうに視線を向ける。

「ケヤルガ、ありがと。ケヤルガのおかげで神鳥を手に入れたよ」

　今回の主役はイヴだ。イヴが神鳥を使役できるようになるために、ここに来たのだから。

　イヴの銀色に染まった髪が風になびいている。そして、紅あかくなった瞳は魔性の魅力を醸し出していた。

　銀色の髪も、紅い瞳も、イヴが生まれ持ったものじゃない。

　神鳥の力を授かった証だ。

　そして、俺も神鳥の力を左眼に得ていた。両目の翡翠眼のうち片方だけが、神鳥の眼を得て別の魔眼へと変化したのだ。

　その力は、翡翠眼にも引けをとらない。これからは二種の魔眼を運用できる。

「感謝はいらない。俺はイヴを連れて行っただけだ。試練を乗り越えたのはイヴの力だよ」

「それでも、ありがと。たぶん、ケヤルガが背中を押してくれなきゃ、きっとここには来れなかったから。ケヤルガには、恩を受けっぱなしだね。そろそろ、ちゃんとお礼をしないとダメかも」

　吹っ切れたような顔だ。

　今まで、神鳥の試練を乗り越えたのは、イヴのご先祖様だけだった。

　そんな試練を達成したことが、イヴの自信につながっているのだろう。

「イヴが礼をしたいというなら、やぶさかじゃない。抱かせてもらおうか」

　いつものようにからかう。イヴの反応が面白いせいで怒らせてしまうとわかっていてもやめられない。

「……ケヤルガなら。うん、いいよ」

「えっ？」

　予想外の答えだったので、一瞬素に戻ってしまった。

　俺の反応を見て、イヴがからかわれていると気づいて顔を真っ赤にする。

「ケヤルガのばか！　冗談だったんだね！　せっかく、決意したのに！　ばか！　これだから、ケヤルガは、ケヤルガは！」

　涙目になりながら、胸板を叩いてくる。

　そんな、イヴを抱きしめる。

「ごめん、まさか本当に受け入れてくれるとは思わなかったからさ。とまどった。すごく嬉しいんだ。今日は可愛かわいがってあげるよ」

「ううう、やっぱダメ。ケヤルガみたいな人は知らないよ」

　さっきの俺の反応ですねてしまったようだ。

　さて、こういうときは……。

「本当に好きなんだ。イヴを抱きたい。お願いだ」

　愚直に甘い言葉を重ねる。

　そうすると、押しに弱いイヴは押し切れるだろう。

「……ずるいよ。そんな言い方。でも、うん、いいよ。ケヤルガに全部あげる」

　イヴが顔をあげて、潤んだ目で見つめてくる。

　唇を奪う。イヴは抵抗しなかった。

　舌を絡める大人のキスをした。

　イヴの味を堪能する。キスというのは面白い、女の子ごとに匂いも味も、感触も違う。

　たっぷりとキスを楽しんだあと、イヴから離れる。

「今夜はイヴだけを愛する」

「よかった。初めての夜だもん。私だけを見てほしいよ」

　イヴは嬉うれしそうにはにかんでいる。

　この決断をしてよかった。

　フレイアとエレンは顔を赤くしてきゃあきゃあ言っている。嫉妬はしていないようで何よりだ。

「イヴ、それにしてもどうして急に許してくれる気になったんだ？」

　予想ではもう少し時間がかかると思っていた。

　それに、体を許すにしても感情ではなく、快楽に負けて済なし崩くずしになると思っていたし、そうなるように仕組んでいたのだ。

「……ケヤルガは、ずっと優しかったから。それに黒翼族の集落に来てから、素敵なところを見せてくれた。だから、好きになった。そりゃ、性格悪いし、浮気性どころか浮気を浮気とも思ってないし、エッチだし、変態だけど、それでも好きになったから」

　イヴが微笑む、いろんな感情が混ざった、そんな微笑み。

　きれいだと思った。

　……今日の夜は、全身全霊を込めて可愛がってやろう。

　ようやく、俺の純愛が実ってくれた。

「みんな、黒翼族の集落に戻ろうか。神鳥を手に入れたことを報告しないとな。ミルじいたちも心配してる」

　俺がそう言うと、みんなが頷き、賛成の声をあげる。

　ラプトルを止めている場所に戻ろう。

　あいつらもきっと俺たちの帰りを待っているはずだ。

　そんなときだった。

　イヴが急に膝をついて、自分の体を抱きしめ、震え始める。

　黒い翼が極限まで大きく展開された。

「イヴ、何があった!?　神鳥の力の副作用か!?」

　あわてて、駆け寄る。

　イヴの眼には涙が伝っていた。

　明らかに異常なことが起こっている。

「みんな、みんなの、魂が、翼に、流れ込んできてる。一人、二人じゃない、何人も、何人も、ケヤルガぁ、おかしいよ。なんで、なんで」

　イヴが泣きながら、俺の顔を見た。

　イヴのこの反応も無理はない。

　……イヴは【眷けん属ぞく召喚】という技能を持っている。

　翼に宿った黒翼族たちの魂を使い魔として召喚する技能だ。

　それは無念のうちに死に、成仏できない魂たちがイヴの翼に宿ることを意味する。

　つまり、この瞬間に何十人もの黒翼族たちが殺されて、成仏できずに亡霊となり、イヴに己の無念を晴らしてくれと、縋すがり付ついているということだ。

「理由はわからない。だけど、黒翼族の集落が襲撃を受けているはずだ！　急いで戻ろう。少しでも早く黒翼族の集落へ！」

　黒翼族たちのほとんどは魔王の手によって殺されている。

　かろうじて生き延びたものたちは、各地へ散っている。

　あの集落が襲われているのでもなければ、何十人も一度に死ぬことなんてありえない。

　あの集落の人たちはいい人ばかりだった。

　人間でしかも勇者の俺を受け入れてくれた。イヴのことを頼むと信頼してくれた。

　彼らを見捨てるわけにはいかない。

　腕に巻いた、黒翼族の少女がくれたおまじないの腕飾りを撫なでる。……俺は彼らのことを気に入っている。損得抜きで助けたい。

「そうだね、そうしないと、悲しんでる場合じゃないよね。一人でも助けたい」

「ラプトルじゃ数日かかる。イヴ、神鳥を呼べるか？　あいつなら俺たちを運べるはずだ。無理にとは言わない。できるか、できないかを言え」

「やる。ここで使わないなら、試練を受けた意味なんてないもん」

　イヴが立ち上がる。

　そして目を閉じて魔力を高めていく。

　イヴの持つ、魔力が渦巻いた。

　魔力を感じ取れるものなら誰もが畏怖するほどの魔力量。

　イヴが目を見開く。血色の眼が輝いていく。彼女の足元に巨大な魔法陣ができた。

「旧ふるき盟約により命ずる。風と死を運ぶモノ、我が魂の伴侶、カラドリウス。今、ここに顕現せよ！」

　イヴの力ある言葉により、門が開かれる。

　地面の魔法陣が空に投射され、魔法陣の中から翼で体を覆った白い巨鳥が現れた。

『早い再会となったな、小さきものたちよ。我を呼ぶ意味はわかっておるだろうな』

「わかっているよ。必要だから呼んだの！　私たちを運んで、神鳥カラドリウス」

『ほう、そういうわけか。よかろう、我の力で送り届けてみせよう』
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　カラドリウスが何か、魔術を使った。

　白い膜に、俺やイヴをはじめとした全員、それに少し離れた場所にいたラプトルまでもが包まれて、神鳥に引き寄せられて羽毛に埋まる。

『とばすぞ。気を失うな』

　その言葉と共に、カラドリウスが全力で飛行する。

　音の何倍もの速さまで急激に加速。おそらく、この白い膜が俺たちを守ってくれているのだろう。でなければ、加速だけで全員死にかねない。

　神鳥、これほどの力を持っているのか。
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　三十二秒。

　たった、それだけでラプトルで数日かけた距離をゼロにした。

　空から集落の様子を眺める。

　それは地獄だった。

　黒翼族の集落は火に包まれていた。

　何百もの魔族と魔物が集落を襲撃している。

　一方的な戦いだ。いや、ここまでくれば虐殺だ。

　それも……もう、終わっている。

　今ここでやっているのは、死体の処理と生き残りがいないかの家探し。

　間に合わなかったのだ。

　なんて、不運。もし、あと一日、いや、あと数時間試練を越えるのが早ければ間に合ったかもしれない。

『小さきものたちよ。もう、ここに助けを求めるものはいない。いるのは醜い獣だけだ。そして、ここにいるものたちを、お主たちだけで倒すことはできぬ。ここから離れることを進言する』

　敵を討ちたい気持ちはある。

　だが、それはただの自殺行為だ。

　俺はさきほどから、【翡翠眼】を使っている。

　襲撃者である魔族と魔物をこの眼で見た。

　こいつらは強い。挑めば、どう戦おうと死の運命しか見えない。現魔王が本腰を入れたことがわかる。間違いなく魔王軍の中でも精鋭部隊だ。

　もし生き残りがいるのなら無理をする意味はあるが、もう生き残りはいない。逃げるべきだ。

　復ふく讐しゆうには、冷静さが必要だ。激情だけでは何もなせない。

　本音を言うと、今すぐに奴らを皆殺しにしたい。

　腕に巻かれた腕飾りを撫でる。これをくれた黒翼族の少女の笑顔が脳裏に浮かぶ。

　無邪気にありがとうと言って、俺を慕ってくれたあの子も死んだ。

　復讐心と怒りで、頭が破裂しそうだ。

　それでも堪える。……確実に復讐を果たすために。ここで無駄死にすれば復讐を果たせなくなるから。

　だが、絶対に許しはしない。今ではないいつか必ずやり遂げる。

「神鳥カラドリウス」

　イヴが冷たい声を出す。

　それは、怒りが臨界点を超えたゆえの冷たい声。俺も知っている。怒りの炎はある一点を超えると氷になるのだ。

　俺と違い、彼女はこの場で断罪するつもりか？

　今の俺たちの戦力では普通の方法で奴らに挑むのは不可能。だが、普通じゃない方法であれば可能性はある。

『なんだ、小さきものよ』

「あなたの力を使って」

『その意味はわかっているのか？　今、あの者たちを倒したところで、誰一人救えないのだぞ。我を呼んだだけでも負担が大きいのに、力を使おうものなら』

「いいから、使ってカラドリウス！　命令！　はやく！」

　イヴが叫ぶ。

　きっと、今からすることに意味はない。

　誰も救えない。それどころか、イヴは力を使った対価を求められるだけ。

　損得で考えれば、損しかない。

　だけど、俺にはイヴの気持ちがわかってしまう。

　許せないのだ。意味なんてなくても、そうしないといけない。じゃないと壊れてしまう。

　だから、好きにやらせることにした。

　もし、俺が神鳥の力を持っていたら同じことをしただろう。

　ここで、イヴが何を失っても支えてやると決める。

　神鳥が集落の真上に移動し、翼を広げた。

　そして、神鳥はその力を行使する。死病の神鳥、伝説となり恐れられた力を。
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　炎が上がり、下卑た笑いが響く黒翼族の集落。

　その上空を神鳥カラドリウスが舞う。

　神鳥が放つ圧倒的な魔力と存在感に引き寄せられるように黒翼族の集落を襲っていた魔族と魔物たちが空を見上げた。

　雪が降り始める。

　それは、ただの雪じゃない。死病の神鳥カラドリウスの死の雪だ。

　紫色の雪がしんしんと降り積もる。

　悲鳴が響き渡る。

　魔物が、魔族が、次々に倒れていく。

　病に冒されているのだ。

　神鳥の病の威力はこの身で味わっている。

　どんな病に冒されようと、瞬時に癒し、抗体を作って耐性を得る俺ですら、一秒ごとに性質を変える神鳥の病の前では無力だった。

　それは相手が魔族でも変わらない。

　上位魔族や、毒に絶対的な耐性を持つ魔物ですら、次々に毒の餌食になっていく。

　これを見て確信する。試練のときはあくまで試すことが目的であり、神鳥は手を抜いていた。

　これが本気の病だ。

　イヴの憎しみと悲しみに応えて殺すつもりで、病雪を降らしている。

「凄まじいな」

　何百もの、魔族と魔物たちが病に冒され、苦痛にもがき、死んでいく。

　建物に逃れようとしても無駄だ。

　地面に雪が触れると気化して空気に運ばれて広がる。

　直接雪に触れるよりはマシだが、死が訪れるのが少し遅くなるだけだ。

　あまりにも理不尽で容赦ない殺さつ戮りくの力。

　これがあれば、魔王をその取り巻きごと倒すことすら可能だ。

　かつて、一夜にして国を滅ぼしたという伝承は、誇張でもなんでもない。

「……喜んでいる場合じゃないが、ここでの大量の経験値はありがたい」

　それに、神鳥が倒した魔族や魔物はイヴが倒した扱いになっているのがすばらしい。

　イヴとパーティを組んでいる俺たちにどんどん経験値が入ってくる。

　ここにきて、一気にレベルアップできたのは良かった。

　魔王に挑む前準備になる。

　そして、もう一つこの襲撃には大きい意味がある。

　俺は集落の人たちが好きだったんだ。ポーズではなく心の底から。

　すごしたのは短い時間だったが、温かい人々と優しい時間に、故郷のことを思い出していた。

　……それが奪われたのだ。許さない。許せるわけがない。

　俺ですら怒りを感じている、イヴはより、激しく、深く、憎しみと悲しみを感じている。

「もっと、もっと！　皆殺しにしてやる！」

　銀色の髪を振り乱し、神鳥の力を行使する。

　見ているだけでわかる。凄まじい量の魔力がイヴから吸い上げられている。

　それだけじゃない、体力……いや、もっと根本的な、取り返しのつかない何かがイヴから奪われていく。

　相当の苦痛があるだろうに、イヴは歯を食いしばって、力を使い続ける。

　そして……限界が来た。

　イヴが気を失って崩れ落ちた。

『ふむ、主からの力の供給が途絶えた。顕現できるのは、あと数十秒というところだ。小さきものたちよ。敵はすべて死に絶えた。そして、この集落に、守るべきものはいない。……だが、北の森にわずかだが、主に似た命を感じる。助けたければ急ぐことだ』

　それだけ言うと、神鳥は俺たちを地面に下ろして消えていった。紫の雪も、気化して地上に渦巻く毒も噓うそのように消えていく。

　北の森にイヴに似た命。

　おそらく、こっそりと一部の女子供だけでも逃がしたのだろう。

　全員で逃げれば、見つかって追っ手を差し向けられ全滅する。

　だから、ここで大部分が囮おとりになり、少数だけを逃がしたのだ。

　地上に降りた俺は、イヴの様子を見る。

　限界まで衰弱していた。

　ポシェットから、体力回復ポーションと、魔力回復ポーションを取り出す。

　それを口に含み、口移しでイヴののどに流し込む。

　気を失っている以上、飲ませるには、これが一番早い。

　そのうえで、俺の【回復ヒール】を施していく。

「イヴ、起きろ。イヴ！」

「ケヤル、ガ」

　しばらくしてイヴが目を覚ました。

　かなり辛そうだ。

「今の状況を言う、一度で理解しろ。この集落を襲っていた連中は全員、死んだ。そして、神鳥によると黒翼族の一部が北の森に逃げてるらしい。そっちにも追っ手がいるかもしれない。今から俺は追いかけるつもりだ。イヴはどうする？　応急処置はしたが、辛いならここで休んでいろ」

「……私も行く！　生きてる人がいるなら助けたい」

「わかった……セツナたちはここで待機してくれ。ラプトルを少しでも軽くしてスピードを稼ぐ」

「ん。ケヤルガ様、ここにも生き残りがいないかを一応確かめてみる」

「ああ、頼む」

　あのやたらと気を遣う神鳥のことだ。黒翼族の生き残りがいれば、力を使うまえに忠告をしていただろうが、念のために見ておいたほうがいい。それはセツナたちに任せる。

「ねえ、ケヤルガ、なんでケヤルガが助けようとしてくれるの？」

「俺が助けたいからだ。さっさと行くぞ。イヴ、つかまれ」

　俺はやりたいようにする。

　復讐だって、気に入った女を愛することだって、そして死なせたくない人を守ることだって。

　ただ、それだけだ。俺はこの集落の人たちに生きていてほしい。

「うん、出してケヤルガ」

　ラプトルに乗り、イヴが背中に手を回したのを確認して俺はラプトルを走らせた。
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　神鳥の指定した方向に向かって全力でラプトルを走らせる。

　こんな走り方をすればラプトルはもたないが、【回復ヒール】により、無理やり体力を回復させて走らせる。

　さきほど、イヴを【回復ヒール】して気になったことがある。

　イヴは、俺の【回復ヒール】でも癒えていない。

　体力と魔力の枯渇ぐらいならポーションと【回復ヒール】で癒せる。

　それ以上の何かを持っていかれている。

　言葉にするなら命そのものを。

　奪われれば二度と取り返しがつかない。……例外は俺がやり直すときに使った時間を戻す魔術ぐらい。

　あれは小規模であろうと【賢者の石】なしにはできない。

　魔王を倒して手に入れたあと、イヴに使うことも検討しておこう。

「イヴ、感覚を鋭敏にしろ。魔力の探知能力はイヴのほうが上だ」

「うん、どんな小さな魔力も漏らさない」

　俺は俺で、技能を探索用のものにセットして極限まで五感を研ぎ澄ませている。

「警戒を続けながら会話はできるか？」

「うん、大丈夫」

「神鳥に何を差し出した？」

　イヴが息を吞のんだ。

　どうやら、俺が気付いていないと思っていたようだ。

「……神鳥カラドリウスを呼ぶにはね、体力と魔力と、それから命を差し出す必要があるんだ。全力でカラドリウスを戦わせるならね、呼べて四、五回かな。それだけ呼んだら、たぶん私の生命いのちは空っぽになる」

　おそらく、常人であれば一発で廃人になるのだろう。

　規格外のイヴだから、五回まで呼べるのだ。そして、あれを呼ぶたびに、イヴはどんどん弱っていく。三回も呼べば衰弱しきり、日常生活すら怪しくなるだろう。

「悪かった。そんなことになるとは思っていなかった。知っていれば、神鳥に頼らなかった」

　一度目の世界で魔王として君臨したイヴは、神鳥を呼ばなかったのではなく、呼べなかったのだ。

　魔王として君臨するまでに、限界まで神鳥の力に頼ったのだろう。

　そうでもないと、当時のイヴが魔王になることは敵かなわない。神鳥がいたから戦力差を覆せた。

　そうとは知らずに彼女を追い込んだ。

「謝ることなんてないよ。だって、私一人の命で、こんなすごい力が使えるんだよ。感謝しないとね。一人の命を差し出すだけで、何千人も何万人も倒せるんだもん」

　イヴの声には恐れはなかった。

　むしろ、魔王を倒せるという希望すら感じさせる。

　彼女の言うことはある意味正しい。冷徹な計算の上ではひどくコストパフォーマンスがいいのだ。

　それでも……。

「もう、それは使うな。なにが私一人の命でだ。俺にとってイヴ一人の命は、そこらのクズ数万人よりずっと価値がある。わりに合わないからやめてくれ」

　イヴのことは気に入っている。たかだかクズ数万人の命と引き換えにしてたまるか。

「ケヤルガ、そういうこと言わないでよ。惚ほれちゃうじゃん」

「もう、惚れてるんじゃないのか？　今日はちゃんと抱かせてもらうぞ」

　彼女を慰めるためにも傍にいたほうがいい。

「うん、たっぷり抱いて。じゃないと、たぶん今日は耐えられない」

　悲しみと憎しみのないまぜになった声。

　一人で抱えるには重すぎる感情だ。

「それとね、ケヤルガ。私はこの力を使うよ……私は甘かったんだ。逃げ続けていれば、いつか魔王になって、みんなを助けられると思ってた。でも、違ったんだ。まえにケヤルガが言った通りだね。奪わないと奪われる、そんなことすら気付いてなかった。もう私は迷わない。今の魔王を倒すよ。そのために力を使う。ケヤルガが止めても、絶対使うから。もう奪われたくないよ」

　復ふく讐しゆう。俺とイヴの共通点。

　そうか、イヴはもう選んでしまったのだ。

　もう、止まらない。止められないところまで来てしまった。

　そのことを否いや応おうなしに理解してしまう。

　道の先を進む俺には止める資格なんかない。

「なら約束だ。俺が力を貸してやる。だから、その力を使うのはあと一回だ。一回で済むように俺がしてやる」

　現実的に考えれば、神鳥の力なしに今の戦力で魔王に挑むのは不可能だ。

　一度目の世界では、勇者が四人のうえ、さまざまなバックアップがあったからこそ勝てた。

　だから、たった一回、最大限にその力を使って勝つ方法を見つける。それがイヴを失わずに、イヴの復讐を果たす唯一の道だ。

「ありがと。ケヤルガ。なんで、そこまでケヤルガはしてくれるの？」

「しつこいぞ。その答えは何度も言った。イヴのことが好きだからだ。俺の女のためなら、苦労はいとわない。だから、安心して抱かれろ」

「もう、ケヤルガはこれだから……大好きだよ」

　イヴが背中におでこを合わせてくる。

　やる気が出てくる。

　しばらく、ラプトルを走らせ続ける。

　だんだん焦燥感が増していく。

　そんなときだった。

「ケヤルガ、進路を少し左に変えて、そっちから魔力の気配。黒翼族の魔力だよ！　しかも戦ってる！」

「わかった！」

　イヴが、見つけてくれた。

　しかも戦っているということは生きている。急がなければ。

「イヴ、敵は強力だ。いいか俺が突っ込む。おまえは遥はるか後方に隠れて【光の矢】で援護しろ。……絶対に前に出るな、おまえを守ってやる余裕がない」

「……うん、従う。だから、みんなを助けて」

「約束しよう」

　俺一人で片をつけられればいいが、敵は精鋭。苦しい戦いになりそうだ。





◇






　イヴを下ろして、隠れるのを見届けてからラプトルに乗り突撃する。

　ミルじいがいた。杖つえを構えている。そのローブは血に染まり、深手を負っている。

　黒翼族の少女たちを背にして、蝙蝠こうもりの翼が生えた紳士風の魔族と戦っていたのだ。

　俺と目が合うと、ミルじいは微笑んだ。

【翡翠眼】は魔族の強さを見抜く。

　敵は超一級。俺ですら勝てるか怪しい。

　ナイフを投とう擲てきする。

　ミルじいを頭上から襲おうとしていた蝙蝠の翼が生えた紳士風の魔族がナイフを弾いた。

　一流の剣士ですら、即殺できる勢いで投げた死角からの投擲を軽く防ぐとは。やはり強敵だ。

「助けに来たぞ！」

　あえて、奇襲のチャンスを捨ててこちらに意識を向けさせる。

　そうでもしないと、すぐにでもミルじいが殺されてしまいそうだった。

　敵は蝙蝠の翼が生えた紳士だけじゃない。

　その両隣には、二本足の虎男や蛇の下半身を持った女がおり、それらの三魔族が使役する魔物がいる。

　俺はラプトルから飛び降り、低い姿勢で突貫。

　虎男が真っ先に強きよう靭じんな脚力を活かして突進してくる、人間をバターのように切り裂く鋭い爪を振るってくる。

　速すぎて躱かわせないので剣で受けると、受けた瞬間に肩の骨が外れ、【自動オート回復ヒール】が起動した。

　なんとか踏ん張っていると虎男の背後から蛇の胴体が現れ、胴体に巻き付き締め上げてくる。

「があああああああああああああ」

　万力のような力だ。骨にヒビが入っていく。

　しかし、ミスを犯した。

　触れられる位置に自らの体を置くとは。

「【改悪ヒール】」

　得意魔術を使う。

　射程が短い魔術だがゼロ距離なら余裕だ。両手は剣を受け止めるために使っているが、手のひらじゃなくても全身どこからでも発動できる。

「キシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

　蛇女の体がぶくぶくと醜く膨れ上がっていく。

　人間ほど、蛇の体を熟知しているわけじゃない。心臓の位置や重要な器官も把握できていない。

　だから、確実に殺すために細胞の異常増殖を選んだ。ちょうど神鳥の試練で練習していた技だ。

　これなら雑に殺せる。

　膨れ上がっていく蛇女の体を見て、虎男のほうが動揺し力が緩む。

　その隙に爪を流して距離を詰めて手を押し当てる。

「【改悪ヒール】」

　こっちは人と同じような体のつくり。

　心臓の出口を塞いでやる。

　すると、血液の循環が途絶えて虎男が崩れ落ちる。

　……燃費が良くない【改悪ヒール】を二連続で使ってしまった。

　こいつらは強いし硬い。これ以外で一撃で殺す術がなかった。

　魔物たちが押し寄せてくる。

　虎、蝙蝠、蛇。

　強力な魔物ではあるが、魔族たちに比べれば弱い。

　切り伏せながら先へ続く。

　だが……。

「きゃあああああああ」

　悲鳴が聞こえた。

　戦いながら、そちらを見ると逃げていた黒翼族の少女の首元にサーベルが押し当てられていた。

　この場にいる最後の魔族、蝙蝠の翼を持つ紳士がミルじいを突き飛ばし、少女の一人を人質にしたのだ。

「そこの人間、それ以上暴れるようならこの女どもを殺す」

　人質か。

　くだらない。どうせ、俺が死ねば助からない命だ。

　それは手札カードにはなりえない。

　降りかかる火の粉、襲い掛かる魔物どもを変わらず駆逐していく。

　すると、再度悲鳴が聞こえた。

「貴様、これが見えんのか」

　そちらに視線を向けると、黒翼族の少女の首筋から血が流れる。少女が救いを求める目を俺に向けている。

　近くにいる魔物を全部殺してから剣を置く。

「見えているさ。それで俺にどうしてほしい？」

　言葉を口にしてから、おかしなことをしていると気付いた。

　いつもの俺なら、交渉なんてしない。

　即座に斬りかかる。

　なにせ、人質に刃を当ててくれている間、相手は隙だらけで非常に殺しやすい。

　刃を押し当てられている少女は死ぬだろうが、それ以外は確実に助かる。

　逆に相手の要求を受けて不利になり敗北でもしようものなら全員が死ぬ。

　損得で考えるなら見捨てるべきだ。

　交渉に応じ、全員が助かる可能性に賭けるということは、確実に助かる命を賭け金にするのと同じだ。

　そんなことはわかっている。

　なのに、その愚行をしている。

「武器を捨てて、手を後ろに回して膝をつけ」

「その要求を受け入れれば、少女を放してくれるのか？」

「ああ、そのつもりだ」

　言われたとおりにしながら、ひそかに【改良ヒール】でステータスを変更する。

　防御重視に。

　次の瞬間、隠れていた増援の魔物が覆いかぶさってくる。

　いくつもの爪や牙が突き立てられる。

「ふはははははははははは、バカが、所詮強くても人間だ！　死ね、死ね、死ね、約束は守ろう。この女どもは殺さない、使い道がある！　おまえが死んだら持ち帰らせてもらおう」

　予想通りの展開。

　防御にステータスを回していなければ、肉が食い破られ死んでいただろう。ぎりぎり皮一枚で止まっている。

　……しかし、この状態でもそう長くもたない。

　全員助かるための方法を選んだ。勝算はある。

　賭けに勝つには俺だけの力では無理だ。

　今、できるのは信じることだけ。

　そろそろ限界か。

　俺は賭けに負けたのか。

　そう思ったとき、変化が起こった。強大な魔力を感じ、遠くで人が倒れる音が聞こえた。

　薄く微笑み、【改良ヒール】をして防御重視から、魔力重視へステータスを切り替えて、魔法戦主体の技能をセットする。

　次の瞬間、防御力が落ちたことでいくつもの爪や牙が肉に突き刺さるが気にしない。

　魔力を高めて、自身を中心に炎の嵐を巻き起こす。

　炎の嵐がすべてを燃やしながら天に伸びる。

　周囲にいた魔物たちは骨すら残さず灰になる。

　魔力に特化したステータスで、フレア王女の技能をセットした状態での第四階位魔術【炎嵐】を至近距離で受ければ、上位の魔物ですら耐えられるものではない。

　立ち上がると視界が開けた。

　体に突き刺さった牙や爪を抜き、大量の血が流れていく。

「【回復ヒール】」

　傷を癒す。

　少し、まずかった。【炎嵐】を放つ前に血を流しすぎて意識が飛びかけた。意識を失えば魔物の餌になっていただろう。

　深呼吸してから前を見る。

　蝙蝠の翼を持つ紳士、その体はいまだに少女の喉にサーベルの刃を当てていたが首から上が蒸発している。

　全員助かる方法に賭けた。

　その賭けとは、後方支援を頼んだイヴが遠距離狙撃にて蝙蝠紳士だけを撃ち抜くこと。

　光魔術の特性、そして成長したイヴの魔術精度なら可能な芸当だ。

　だが、それを実行できるかはイヴの勇気と機転に賭けるしかなかった。

　わずかでも照準が狂えば、黒翼族の少女を殺してしまう。とんでもないプレッシャー。

　そんな中で俺の期待に応えてくれた。

　だからこそ、全員助かった。あとで褒めてやらないとな。

　イヴが隠れているところに向かって、手招きする。

　もう周囲に敵の魔物も魔族もいない。

　イヴがこちらに向かっているのを確認して、黒翼族たちのほうへ歩いていく。

　黒翼族の少女たちは恐怖で腰を抜かしていて、いまだに動けない。

　サーベルを奪い取り、ぽんっと押すと首から上を無くした蝙蝠紳士は倒れた。

「もう大丈夫だ。怖い魔族も魔物も全部倒したから」

　俺が笑いかけると黒翼族の少女たちが泣きながら次々と抱き着いてくる。

　彼女たちに大丈夫と告げて、蝙蝠紳士が人質を取るときに突き飛ばしたミルじいのもとに向かう。

　彼は重傷だった。早く治療しないといけない。

　彼に手を当てる。

　そこで俺は固まった。

　イヴが俺の隣にやってくる。

「ケヤルガ、何してるの!?　早く治して。ミルじいが、ミルじいが死んじゃう！」

　イヴが俺の肩を揺する。

　首を振る。俺にはミルじいを助けられない。

　少女たちは救えた。だけど、彼女たちをかばって戦い重傷を負っていたミルじいは間に合わなかった。

　俺はどんな病だろうが、怪我だろうが治してやれる。
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　だが、それでも……死者だけは蘇よみがえらすことができない。回復術士の限界だ。

「イヴ、無理だ。もう、死んでる」

「噓うそ、だって。さっきまで、ちゃんと立って、杖つえを構えて戦ってて、私たちが来てからだって、突き飛ばされただけ、なのに、なのに」

　イヴが目を見開く。

　きっと、理解させられたのだろう。

　ミルじいの魂が己の翼に宿ったことで。

「ミルじいは、とっくに致命傷だったんだ。だけど、彼女たちを守るために気力だけで戦っていた。俺が来たことで緊張の糸が途切れたんだ」

「なんで、なんで、ミルじいまで間に合わなかったの！　せっかく、追いついたと思ったのに、助けられたって思ったのに」

　イヴが絶叫した。

　彼女にとって、ミルじいは親代わりだったはずだ。

　それが目の前で死んだ。その傷は深い。

　……そして、俺もミルじいを殺した魔王の軍勢が憎くてしょうがない。親切な大勢が死んだことも辛かったがミルじいという友人が死んだことが、より深く俺の心を抉えぐる。

　ここに来て意識を切り替える。魔王の討伐はもはや、イヴの復ふく讐しゆうの手伝いではない。

　俺の復讐だ。俺が俺の意志で、俺のために魔王を殺す。

「……イヴ、泣くのはやめよう。まずはミルじいを褒めてあげよう。彼は守って、役目を果たしたんだ」

　彼が背後にかばっていた少女たちは助かった。ミルじいが致命傷を負って、立ち続けたからこそ俺たちが間に合った。

　それだけでも彼が生きていた意味がある。

「でも、でも」

「悔しいのはわかる。だけど、受け入れないと先に進めない。そうだろう」

「うん、絶対に、絶対に、ミルじいの敵かたきはとる。それに、ミルじいが守った子たちを殺させない」

　ほの暗い復讐の炎を眼に宿らせてイヴが宣言した。

　そして、ようやく恐怖から解放された黒翼族の少女たちが口を開く。

「あの、イヴ様、ミル様から遺言を預かっています。自分が死んだあと、もしイヴ姫様に会ったら伝えてほしいって」

　イヴのように涙を流しながら、少女はとぎれとぎれに言葉を紡ぐ。

「教えて」

「はい、自分が死んだときは、どうか一緒に戦わせてほしい。イヴ姫様の翼の騎士として、どこまでも共に戦い続けたいと」

「……そう、ミルじいがそんなことを」

「私たちも、いえ、今まで死んだみんなも同じ気持ちです！　たとえ、一生この世に縛られるとしても、戦いたいです！　恨みを晴らしたいです！　だから、イヴ様。【眷けん属ぞく召喚】をお使いください！　ここまでやられて、殺されて、踏みにじられて、そのまま終わるなんて納得できない。だから、どうか、一緒に戦わせて！　それが私たちみんなの願いです」

　イヴが、天を見上げる。

　そして、翼を広げた。

　その翼の羽の一枚一枚に、無念のまま死んだ黒翼族たちの魂が宿っている。

　きらきらと、翼が輝く。

　イヴの翼に宿る無数の黒翼族の魂が泣いている。なぜか、そう感じた。

「ミルじいの遺言受け取ったよ。……私は今まで、ずっと【眷属召喚】を使わなかった。使うと、現世に縛り付けちゃうから。いつか憎しみが薄れて、みんなが天に還かえるのを待ってた。だけど、そうだよね。やられっぱなしなんて、みんなやだよね。だから、一緒に戦おう。そう決めた」

　イヴが吹っ切れた顔をした。

　そして愛おしそうに翼を撫なでる。

「この翼に込められた、みんなの魂と一緒に私は戦う」

　翼から、さまざまな思いがあふれ出す。

　それは歓喜の波長だ。

　イヴの肩を抱きしめる。イヴの肩は、小さな肩だ。黒翼族すべてを背負うには小さすぎる。

　だから、俺が支えてやる。

　じゃないとつぶれてしまいそうだから。

「まずは、集落に戻ろう。これから、この子たちをどうするかも決めないと」

「そうだね。この子たちに生きてもらわないと。ミルじいのためにも」

　二人で頷き合う。

　これで、黒翼族の集落への襲撃はひと段落付いた。

　さまざまなものを失い、イヴは復讐の道を選んでしまった。

　もう、戻れない孤独な道を。だから、せめて俺だけは一緒に進んであげよう。

　イヴの恋人として、なにより同じく大切な人を奪われた同士として。
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　なんとか救えた少女たちを伴って集落に戻る。

「ねえ、ケヤルガ。またらしくないことをしたね。いつものケヤルガなら人質なんて無視して皆殺しにしてた」

「俺もらしくないと思う。死なせたくなかったんだ」

　腕飾りを撫でる。

　あのとき人質に取られていたのは、この腕飾りをくれた少女だった。

　だからというわけじゃない。あの集落は温かくて守りたかった。

「私は今のケヤルガのほうが好きだよ」

「……そうか。俺はわからない」

　振り返ってみると、甘いし間違っていると思う。

　こんなことじゃ復讐は成せない。

　だけど、俺はやりたいようにやると決めている。甘くても勝てるそれだけの力を手に入れてみせよう。

　ほしいと願ったものをすべて捨てない。

　それが一番俺らしい。

「少女たちを助けられたのはいいが、これからどうする？　彼女たちだけじゃ生きていけないだろ？」

「それなら当てがあるよ。ミルじいはそのあたりも考えてくれてたんだ」

　ここから南に行ったところに、黒翼族と同じように迫害されている星兎族という魔族の隠れ里があるらしく、そこへ向かうらしい。

　まる一日ほど歩けばたどり着くらしいので、今日は一日休んで、明日は護衛として付き添うことにした。

　イヴはありがとうと言って俺の背中におでこを押し当てた。

　……助けると決めたんだ。だから、最後まで面倒を見る。

　もし、たどり着けずにどこかで死んだら一生後悔するから。
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　黒翼族の集落に戻ってきた。

　黒翼族の少女たちには、明日の出発までに荷造りと、心の準備をするように言って解放した。

　そして、俺たちは、この集落で使わせてもらった家に集まっていた。

　明日にはここを出発するので、これからの方針を決める作戦会議だ。

「セツナ、お手柄だぞ。よく気付いてくれた」

「ううん、気が付いたのはエレン。セツナは手を動かしただけ」

「そうか、セツナもエレンも二人ともえらいぞ」

　あわてて、集落を飛び出したせいで、大事な指示が一つ抜けていた。

　それは、集落を襲撃した魔族の死体から金銭と、使えそうな武器の略奪だ。

　人と魔族がともに暮らしていたブラニッカでは、人間側の金が使えたが、ここから先の魔族の村々では通用しない。

　ブラニッカで、魔族の社会でも価値がある宝石に金銭の大部分を換物しているが、やはり現金はあったほうがいい。

　新天地で生きる黒翼族の少女たちに金を持たせてやりたいのもある。

　それにエレンが気付き、セツナが事前にやっておいてくれていたのだ。

　セツナとエレンの頭を撫でてやると、二人は嬉しそうに目を細めている。

　エレンは戦闘力はないが、観察力にすぐれ、俺の望むことに気付いてくれることがある。

　今回もエレンのおかげで助かった。

「どこに金と装備は保管している？」

「隣の家に、まとめておいてる」

「あとで見に行こう」

　これで、旅の路銀と黒翼族の少女たちに持たせる生活費の心配はなくなった。

　なら、これからどうするかだ。

　具体的には、どうやって魔王に報いを受けさせるかを考えないといけない。

　一度目の世界の経験から、魔王の居城の位置はだいたいわかる。

　もっともシンプルな戦術としては、可能な限り魔族の村々を避けつつ旅をして、魔王が支配する街まで侵入。

　街で神鳥カラドリウスを召喚して、死の雪を降らし、大混乱を引き起こし、少数精鋭でやつの居城に忍び込んで仕留める。

　これが一番簡単で勝率が高いのは間違いない。

　問題もあって、この方法では無関係な一般人を巻き込みすぎる。

　だが、今はためらうつもりはない。

　魔王どもは、黒翼族そのものを滅ぼそうとしたのだ。同じことをされても文句は言えないだろう。

　……そもそも、魔王のおひざ元にいるのは魔王の寵ちよう愛あいを受けている魔族と、そいつらが操る魔物だけだ。同情の必要はない。

　何より、俺は怒っているのだ。気に入っていたミルじいをはじめとした黒翼族たちが殺され、辱められた。

　皆殺しにしないと気が済まない。

　俺は奪われるのが大嫌いなのだ。俺は俺から奪うやつを絶対に許さない。

　そして、俺よりも怒りと悲しみを感じている少女がいる。

「ケヤルガ、教えて。どうすれば、みんなを助けられたんだろう」

　イヴが、泣きそうな顔で問いかけてくる。

「どうしようもなかったな。魔王の軍勢はずっと前から神鳥の試練が始まる時期に襲撃してくるつもりだった。俺たちがあの集落に滞在していれば、多少は生き残りの数を増やせたかもしれないが……撃退は不可能だった。戦力差がありすぎる。今回の勝利は神鳥の力があったからだ」

　初めから詰んでいた。

【術】の勇者たるフレイアも、氷狼族の天才であるセツナも、【癒】の勇者である俺も、光と闇の魔術を使いこなすイヴも、全員凄まじい才能があり、なおかつ高レベルだ。

　どれだけ優れた人材がいようが、数百を超える魔王軍の精鋭が相手だと、勝ち目はなかった。

　黒翼族の少女たちを救うために三人の精鋭魔族たちと戦ったが、たった三人相手にぎりぎりの戦いをした。数百の軍勢を相手にしていれば数分で命を落としただろう。

　もし、黒翼族の集落を救える方法があったとすれば……。

「もっと早く戦うべきだったかもしれないな。襲撃される前に魔王をつぶす以外に、この集落を救う方法はなかった」

　事実を告げる。

　この集落に俺たちが来た時点ですでに遅すぎた。

　イヴは頭がいい。下手な慰めなどすぐに看破するだろう。

　だから、ただたんに事実を告げる。

　その事実をイヴは受け入れた。

「わかったよ。ケヤルガ。……もう、これ以上、手遅れにはしない。ここからは最短で行く」

　決意を込めた表情で、強くイヴは頷うなずく。

「わかった。俺もイヴに後悔させないために全力を尽くそう」

　決意は固まった。これ以上の後悔を、俺もイヴも繰り返さない。そのために行動するのだ。
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　それから、夕食を済ませ、お湯で体を清めて、イヴを待っていた。

　セツナたちは、別室で眠っている。

　今日はイヴだけを愛する。

　だから、俺は一人で静かに彼女を待つ。

　扉が開き、イヴが入ってくる。

　その姿を見て息を吞のむ。

「イヴ、きれいだよ」

「そう、変じゃないかな？」

　イヴは大胆な下着姿だった。

　いろいろと大事なところが隠せていない黒の煽せん情じよう的てきな下着だ。少女にもかかわらず、妖しい魅力を持つイヴによく似合っている。

「その下着、どうしたんだ？」

「……この集落を出るとき、勝負のときに着るようにって、くれた人がいるんだ。こんなに早く着ることになるとは思わなかったよ」

「イヴ、おいで」

「ちょっと照れるね」

　ベッドの上で手招きする。

　ベッドのふちに座っている俺の腕の中に、イヴの小さな背中が収まる。後ろから手を回して彼女を抱きしめた。

　イヴの体温と鼓動を感じる。

「ケヤルガの腕の中って安心する。硬くて大きくて、ここにいると不安とか全部消えちゃいそう」

「世界で一番安全な場所だからな。ただ、可愛かわいい女の子限定で危険な場所でもある」

「きゃっ、いきなり」

　腕の中にあるイヴの体を楽しむ。

　なるほど、この下着はいいな。大事なところがむき出しなので愛あい撫ぶのしがいがある。

　イヴの体は、俺の手を受け入れて、可愛い反応を返してくれる。いつも愛撫を続けているおかげでイヴの弱点は良く知っている。性器の中に指を入れてほぐしているとイヴが背中をのけぞらせた。そのタイミングで俺は口を開く。

「イヴ、本当にいいんだな。ここから先に進むと、もう止められないぞ」

「……いいって言ってるでしょ。だいたい、ケヤルガはおかしいよ。いつも、どんびきするぐらい強引で、いやって言っても好きなように振る舞うのに、こういうときだけ遠慮するんだもん」

　からかうように、イヴはそう言うと、俺の手を握って、先へ進むように促す。

　だから、俺はイヴをベッドの上に押し倒し、覆いかぶさる。

　お互いの鼓動の音がやけに大きく聞こえる。

　そして、見つめ合う。

　イヴの眼が俺を求めている。

　だから、キスをした。舌を絡め合う。

　たっぷりとイヴを堪能してから口を離した。

「イヴ。たっぷり、可愛がってやる」

「うん、めちゃくちゃにして。ケヤルガに夢中にさせて……じゃないと、泣いちゃいそうだから」

　お望みどおりにしよう。

　そして、俺はイヴの下着をはぎ取り、今までずっと我慢していたその先に進む。

　まずはイヴをベッドに寝かせる。

　そして、膣ちつ口を何度もいききさせる。入れないようにしてこすりつける。

　イヴが短い喘あえぎ声をあげる。

「ケヤルガ、それ、気持ちいいけど切ないよ」

「初めてだからちょっとずつ慣らしていかないとな」

　初めての場合、苦痛を与えるのが目的でないなら時間をかけないといけない。

　イヴの体をその気にさせながらイヴの愛液を十分にまぶす。

　十分温まって柔らかくなったところでゆっくりと押し入れていく。

「んっ、つっ」

　だいぶ、指や舌で拡張してきたがまだ苦しいようだ。

　あまり動かないようにして、胸にしゃぶりついて乳首を刺激したり、クリトリスの皮を剝はがしてやさしく触れて、意識を他に分散させながら、ゆっくりゆっくりと挿入する。

「ケヤルガぁ、ぜんぶ、入ったぁ？」

　苦痛と快感が入り混じった声をイヴが上げる。

「まだだ。だけど、浅いところでも楽しめる」

「ああっ、出たり、入ったり、ふわふわする」

　三分の一が入るぐらいのところで出し入れを繰り返す。

　浅いストローク。だけどイヴの感じるポイントがこのあたりにあるのでそれでも気持ちよさそうだ。

　イヴがどんどん盛り上がっていく。

　そこで、一気に押し入れた。

「きゃっ。んんっ、ああああ深い、ケヤルガが、お腹の中まで」

「これで全部だ」

　イヴの中に俺のが全部入った。

　温かく、きつく締め上げてくるのがたまらない。

「やっと、ケヤルガと一つに」

　イヴが涙を流す。その涙を舐なめた。甘い味がした。

「動くぞ」

「うん、来て」

　腰を動かす。イヴが痛みを感じていないか注意をしながら。

　少しずつ速くしていく。若干痛みが混じった声が甘さだけになっていく。

　そして、どんどんイヴの声が高くなってくる。

「ケヤルガ、今までで、一番気持ちいいのが来るよ。奥から、すっごい奥から」

　潤んだ瞳で俺を見てキスをねだってきた。

　そのキスに応えると、初めてイヴから積極的に舌を絡めてくる。

　次の瞬間、イヴが絶頂し膣内がうねる。

　俺のすべてを絞り出すように。耐えきれずにイヴの一番奥ですべてを吐き出す。
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　すごい量が出て、アレの感覚がなくなる。

　引き抜くと、愛液と精液が混じったものがこぼれる。

「……ケヤルガ、セックスって気持ちいいね」

「そうだろ。これから、いつでも可愛がってやる」

「それは楽しみだね。たくさん気持ちよくしてもらったから、次は私が気持ちよくしてあげる」

　イヴが上になり、跨またがって自分で挿入し腰を振り出す。

　前から思っていたがイヴには才能がある。

　好きにやらせてみよう。
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　朝が来る。

　昨日は一晩中、イヴを可愛がった。

　俺も今まで我慢してきたこともあって、何度もイヴをむさぼり、我慢しただけあって、体の反応だけじゃなく、心の充実感も凄まじいものがあった。

　起きてから、イヴの寝顔を見ているのだが、可愛らしくてなかなか飽きない。

　イヴが目を覚ました。

　俺と目が合うと、きょとんとした顔をしてから、にまっと笑う。

「ケヤルガ、昨日は乱暴にしすぎだよ！」

「イヴも喜んでいただろ」

「それはそうだけど……妊娠しちゃうかもね」

「かもな」

　実はそれはない。【回復ヒール】を応用して、避妊はしっかりしている。

　でないと、とっくにフレイアかセツナは妊娠していてもおかしくない。俺は紳士なのだ。避妊をできない男は最低だと考えている。今できると、いろいろと困るが。復ふく讐しゆうの旅が終われば、そのときは子供を作ってしまってもいいかもしれない。

　これはみんなには秘密だ。セツナあたりは本気で俺の子供を欲しがっている。

「ねえ、ケヤルガ。ケヤルガはいなくならないよね。裏切らないよね」

「もちろんだよ。イヴがイヴである限り、俺から離れることはない」

　それは間違いない。

　もし、俺がイヴから離れることがあるとすれば、それはイヴの輝きが失われたときだ。

「ケヤルガ、好きだよ」

　イヴが自分から口づけをしてくる。

　それを受け入れる。

　これで、イヴと心も体も結ばれた。

　さあ、今日もがんばろう。

　まずは、旅支度を済ませて、黒翼族の少女たちを送り届けよう。そして……いよいよ、魔王を始末するために動き出すのだ。
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　イヴと結ばれた翌日、早朝から黒翼族の少女たちを引き連れて、南にある村を目指していた。

　人数が人数なので、ラプトルから下りて歩いている。

　先頭を俺とイヴが歩き、しんがりにフレイアとセツナを配置していた。

　魔王軍の残党が潜んでいる可能性があり、襲撃を警戒しないといけない。

　かなりペースが速い。

　少女の足では辛いだろうが、交代でラプトルに乗せつつ、疲れたものは片っ端から【回復ヒール】するという、強行軍で進んでいた。

「ケヤルガ、ありがと。みんなの面倒を見てくれて」

「ミルじいにも、あの集落のみんなにも世話になったからな。その礼だ」

　これはミルじいへの手向けでもある。

「イヴは南の集落に行ったことがあるのか？」

「ないよ。でも、向こうの代表には何回かあったことがあるかな」

「どんな連中なんだ？」

「星兎族って言ってね。その名のとおり、兎の耳を持ってる人たちで、使役する魔物も兎だよ。特殊能力はないけど、みんな脚力がすごくて武闘派って感じだね」

　兎の魔物は、可愛らしいのだが、その外見に反して強力な魔物が多い。

　聴力がある分、感知能力に優れているし、イヴも言ったように脚力が凄まじい。

　脚力は攻撃力と速度に直結する。

「交流があるようで安心したよ。追い返されたら、かなり面倒だからな」

「そこは安心して、もともと星兎族も先代の魔王に重用されていて、今の魔王に冷遇されているんだ。……それに、星兎族にも魔王候補がいて、星兎族の魔王候補か、黒翼族の魔王候補、どちらかの候補が魔王になれば、魔王になったほうがそれぞれの種族を助けるって盟約があるからね」

　それならどっちの種族が魔王として選ばれても美味おいしい思いができる。

　……利害がはっきりしているのはいい。

　人の感情ほど不確かなものはない。こうして、イヴが魔王になったときに、利益が得られる相手なら安心してミルじいが守ろうとした少女たちを預けられる。

「みんな、急ごう。そろそろ折り返しだ。疲れたら無理せず言ってくれ。どんどん【回復ヒール】をしていく」

　後ろから、声が返ってくる。

　真っ先にへばりそうなエレンも、いつの間にか体力がついていて足取りはしっかりしていた。

　こうして、星兎族たちの集落を目指して俺たちは歩き続けた。





◇






　昼食を兼ねた休憩をとる。

　黒翼族の少女たちの護衛はイヴとフレイアに任せて、セツナと二人で森の中に入っていく。魔物を見かけたので、安全確保と昼食の材料確保のためだ。

「セツナは随分と速くなったな」

「ん。レベルが一気にあがったから」

　昨日、神鳥の力で魔王軍を一蹴した。パーティに入っていたセツナもその恩恵を得ている。

　パーティを結べるのは四人までという制約がある。

　戦闘要員ではないエレンを除いた四人で通常はパーティを組んでいるので、セツナはしっかりとその恩恵を得ていた。




　最近、レベル上限をあげるばかりでレベルの上昇が追いついていなかったが、今回の件で一気に上限までレベルがあがったのは大きい。

　いまのセツナなら勇者とだって渡り合えるだろう。

「そうだったな。だが、急なレベルアップで、上昇した身体能力に意識が追いついてないようだ。動きがぎこちない。体の慣らしを兼ねて一人で狩りをしてみろ。できるな」

「ん。任せて。今のセツナならあれぐらいの魔物、簡単に始末できる」

　セツナの眼がするどくなる。

　そして跳んだ。

　着地をせずに、空中で木の幹を蹴り、加速し続ける。

　まるで、低空飛行だ。ジグザグに木々の間をすり抜けていく。

　あまりの踏み込みの強さに、木の幹にセツナの足形がくっきり残っている。

　俺たちが追いかけているのは、タヌキの魔物だ。

　タヌキの割にスリムで機敏、なにより森をよく知っているようで遮蔽物をうまく利用し、器用に逃げていた。

　一流の狩かりゆ人うどでもあれをとらえるのは困難だが、今のセツナの圧倒的な速度の前には無力だ。

「まったく、セツナは天才だな。センスがいい。慣らすどころか、この短時間で、今の体を使いこなした」

【翡翠眼】を使わなければ目で追うこともできたか怪しい。

　ただのステータス任せの動きではこうはいかない。

　速さを活かせるセツナのセンスがあるからこそできる芸当だ。

　即座にタヌキの魔物に追いついて、セツナはすれ違いざまに首を氷の爪で切り落とした。

　血が噴水のように噴き出る。

　セツナはそのまま血抜きを済ませて、内臓を抜き、食べられる状態にしてから戻ってくる。

「ケヤルガ様、ちゃんと狩れた」

「ああ、いい子だ」

　セツナが物欲しげなまなざしを向けてくるので撫なでてやる。

　セツナは最近、甘えることが多くなってきた。

　イヴばかり構うので寂しがっているのだろう。

「セツナ、言っておくが俺はおまえのことも大事に思っているからな。蔑ろにするつもりはない」

　たしかに、最近はイヴを大事にしている。

　純愛の相手であり、それ相応の扱いが必要だ。

　だが……。

「イヴのように恋人ではないが、セツナは俺の大事な所有物おもちやだ。一番、使いやすく、便利で気に入っている。俺がおまえを手放すことはありえない。だから、心配するな」

　誰よりもセツナを信頼している。そして、セツナにはそれにこたえる力がある。

　女としても武器としても、どちらとしてもセツナは最高だ。

「ケヤルガ様、嬉しい。セツナを求めてくれて。安心する」

　セツナは頰ほおを染めて、狼尻尾を振る。

　思ったよりも、イヴに嫉妬していたようだ。

　その嫉妬を表に出さず、今まで不満を言わなかったことは評価に値する。そんな可愛かわいらしい所有物おもちやにはご褒美をあげないといけない。ご主人様としてたっぷり可愛がってやろう。

「今日の朝の日課をできてなかったな。ここで可愛がってやる」

　セツナは気が利く。朝の日課に部屋の前まで来たが、俺とイヴの様子を見て部屋に入らずに戻っていった。

　セツナのこういうところが気に入っている。

　耳元で脱げとささやくと、セツナが体を震わせた。

　甘い匂いがただよってくる。

　セツナにスイッチが入ったようだ。

「嬉しい、ずっと我慢してた」

「時間がないから前戯はしてやれないぞ」

　セツナがこくりと頷いた。

　そして、タヌキの魔物を地面に置き、大木に手を当て、こちらに尻を突き出し下着を脱ぐ。

「前戯なんていらない。ケヤルガ様が愛してくれるって思っただけで、熱くなってるから」

　準備は万端なようだ。

　俺は微笑んで、まずは乱暴にセツナの狼尻尾をぎゅっとにぎる。それだけで、セツナは背筋をのけぞらせた。

　挿入してみるとすでに濡ぬれていて、俺のをきつく締め付けてくる。

　激しく腰を振ると、セツナの甘い声が森に響き始めた。
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　セツナを可愛がったあと、タヌキの魔物を【浄化】して、タヌキ汁を作った。

　昼食に振る舞ったタヌキ汁は黒翼族にも大好評だった。

　美味しいだけでなく、このタヌキには、筋力の適応因子があり、素質値の向上に貢献してもらっている。

「相変わらずケヤルガ様の料理は美味しいです」

「ん。元気が出る」

「ケヤルガ、お代わり」

「ケヤルガ兄様、私もです！」

　いつものようにみんながお代わりを要求してくる。

　俺は苦笑し、大盛りにする。黒翼族の少女たちも、おずおずとお代わりを要求してきた。食べる元気があるのはいいことだ。

　昼食を終え、再び星兎族の集落を目指し始めた。
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　星兎族の集落に着くと、警備の連中が駆け寄ってきた。

　事情を話すと、にこやかに通されたものだから拍子抜けしてしまった。

　なんの問題もなく、黒翼族の少女たちは受け入れられ、住すみ処かを与えられた。

　彼女たちを受け入れる対価として、魔王軍の所持品の中からめぼしいものをラプトルで運んできており、それを渡すと、彼らはいっそう喜び、彼女たちを丁重に扱うと約束をしてくれた。

　ここで黒翼族の少女たちとはお別れだ。

「ケヤルガ様、ありがとうございました！　この恩は絶対に忘れません」

　彼女たちは一人ひとりお礼を言ってから、集落の世話役と共に消えていった。

　悪くない気分だ。

　そして、黒翼族の集落で何があったかを聞きたいという要望に応え、俺とイヴは黒翼族の少女たちとは別の場所に案内されている。

「イヴ、この集落には随分といろいろな魔族がいるな」

「うん、星兎族が中心になって迫害されている種族が集まってるの」

「……それはまずくないか。殺してくれって言ってるようなものだぞ」

　イヴと小声で話していると、警備責任者であり、俺を案内してくれている星兎族の男が振り向く。

「心配はご無用です。この集落は攻めにくいし、守りやすい立地です。戦力も十分あり、幾度も魔王軍を撃退しました……なにより、魔王軍にとってもわりに合わない。さまざまな種族が少しずつ、集まっている集落なので、ここを落とせば複数の勢力から報復を受けます」

　自信満々に言っているが明らかにおかしい。

　俺が魔王軍の立場でこの集落を見た場合、敵対種族の交流・情報交換の場だと判断する。そんなものは真っ先につぶす。

　ただ、戦力が十分あるというのは本当のようだ。

　強力な魔物が歩き回り、警備をしている魔族たちも実力者が多い。

　情報収集能力もあるようだ。この集落の連中は魔王軍の黒翼族の集落への襲撃を知っていたのだ。

　俺たちが事情を話す前に、よく、あの魔王軍の軍勢から逃げることができましたね、なんて言ってきた。

　……そして、集落を襲撃してきた一団を全滅させたと言うと、はじめは冗談だと思われ、否定し続けると真剣な顔になり、斥候を黒翼族たちの集落に放つことにしていた。

　平和ボケはしていない。的確な判断力がある。

　ますます怪しい、そんな連中があんな楽天的なことを言うだろうか？　何かを隠している。




　そして、俺たちが話す相手は、この集落の長らしく、集落で一番立派な屋敷に通される。

　もしかしたら、会話の展開次第では魔王を倒すための手助けになってもらえるかもしれない。
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　現魔王に迫害されている種族が集まる集落に来ていた。黒翼族の生き残りを預けるためだ。

　ここでは星兎族が中心にいるらしい。

　集落に着くと、意外なことに歓迎され、星兎族の集落の長がいる屋敷に招かれた。

　星兎族の長は、ソファーに腰掛けている。

　第一印象は若く、頭が切れそうというものだ。

　モノクルをかけ、白く綺き麗れいな兎耳が特徴的だ。

「お客人、お待ちしておりましたよ。座ってください」

　彼の誘いに乗り、ソファーに腰掛ける。

　使用人が現れてお茶を出してくる。茶葉のいい匂いが広がる。

　黒翼族の集落は、その日の食事にすら困っていたのに随分と余裕がありそうだ。

　この屋敷に来るまでに集落の様子を注意深く観察していたが、不思議なことに豊かで平和だった。

　警戒していることを隠し、笑顔の仮面を張り付けて口を開く。

「まずは礼を。黒翼族を受け入れてくれてありがとうございます。俺はケヤルガ。見ての通り人間です」

「これはご丁寧に。ケヤルガ様、私は星兎族のキャロルと申します。そして、イヴ様もご無事なようで安心しました。お久しぶりですね」

「久しぶり。私からもお礼を言わせて、ありがと」

　なるほど、キャロルという男とイヴは顔見知りか。

　イヴの反応を見る限り、いい人と思っているようだ。

「いえいえ、星兎族と黒翼族は同盟を結んでいますので当然のことをしたまで。ケヤルガ様からお土産もずいぶんいただいたようですし……そして、部下から聞きました。あの数百にもなる魔王軍の精鋭たちを全滅させたようですね。どうやって、全滅させたのでしょうか？　我らの窮地を打破する手がかりになるかもしれない。ぜひ、教えていただけませんか？」

　キャロルが身を乗り出す。

　今の口ぶりだと、黒翼族を攻めた魔王軍の規模や内容まで知っている。斥候でも放っていたのだろうか？

　だが、斥候を放ったにしては、俺たちがここに来るまで魔王軍を退けたことを知らなかった。違和感だらけだ。

　とはいっても、魔王軍を撃退した経緯を話さないのは不自然だし、話すことでデメリットがあるわけではない。素直に話してみよう。

「キャロル様は、神鳥カラドリウスのことをご存ぞん知じですか？」

「もちろん。黒翼族の偉大な勇者が従えていた神格の魔物ですよね。なんでも普通の魔物とは違い、試練を与え、それを乗り越えたものにしか従わないと」

「それを知っているなら話が早い。イヴが神鳥の試練を突破した。そして、神鳥の力で、黒翼族を襲った魔王軍の軍勢を全滅させました」

　キャロルが息を吞のむ。モノクルの奥の瞳が光る。

「ほう、伝説通りの力を持っていたわけですね。魔王軍の精鋭を一体で葬りさるとは」

　ここで疑問が増えた。キャロルは喜んでいないのだ。

　いや、表向きは喜んでいるように見える。だが、裏切られ続けた俺は人の感情を読むことが得意だ。仮面の内側が透けて見える。

　魔王軍に対抗できる戦力を同盟者が得たことを喜んでしかるべきだ。それなのに……むしろ〝問題が増えた〟、そう奴は考えている。

「ええ、俺も驚きましたよ。神鳥の力にも、神鳥を使いこなすイヴにも」

　イヴが照れているが言葉数が少ない。

　話すべき情報を取捨選択したいのでイヴからは情報を与えるなと言っているからだ。

「ケヤルガ様、魔王軍を一蹴できる力、そんなものがあれば無敵ですね。それだけの力を代償なしで使えるとは思えません。発動条件や対価というものはないのでしょうか？」

　……条件と対価か。ストレートに聞いてくるな。まるでイヴと戦うことを想定しているかのようだ。

　基本的に、俺は誰一人信用していない。……例外はセツナとイヴぐらいだ。

　人を無条件に信じればどうなるかは、痛いほど思い知らされた。だからこそ疑ってかかる。

　それを差し引いてもこいつは怪しい。

　イヴが俺のほうを見てくる。話していいかを確認しているのだ。

　俺は視線で、黙っていろと伝えて口を開く。

「神鳥の能力を使うにはいくつか条件が必要です」

「やはり、そうですか。その条件とは？」

「そのまえに、なぜそんなことを聞くのか教えてください」

「知りたいのは当然じゃないですか。イヴ様と神鳥の力があれば、攻勢に出られる。魔王への反逆のチャンス」

　一応筋は通っている。

　それでも、騙され続けてきた俺の本能の警鐘はとまらない。

「神鳥は、月と星から力を得ております。昨日のように三日月の日で、なおかつ雲がない状態でないと力を使えません」

　それらしい噓うそを言う。

　神鳥の試練は星の配置が一定の時期にしか受けられないことは、知られているだろう。

　なら、力が月の満ち欠けに影響すると言われても、変にはとられない。

「なるほど、三日月が出て、雲がない日にしか使えないのですね。思ったより使いにくい力だ」

「ええ、困ったものです。それだけでなく、もっと致命的な問題もありますね。実は神鳥の毒はリンゴを食べると無効化できてしまうんです。おそらくは、リンゴの成分が毒を中和するわけではなく、リンゴに概念的な意味がある」

「ほう、リンゴですか。命の果実という伝承もある。だからこそ、神鳥の毒にも……これは魔王軍には絶対知られてはいけませんね。簡単に対策されてしまう」

　俺たちは苦笑し合う。そして、俺は紅茶を口にしていた。

　イヴには情報を話すなと指示した他に、飲み物や茶菓子も口にするなと言っていた。

　……こちらも正解だった、この紅茶には毒は混ぜられていないが自白剤入りだ。無味無臭。効果は、理性を緩めて口を滑らせる程度。

　間違っても、味方に使うようなものではない。

「ケヤルガ様、イヴ様。今日はもう遅い。泊まっていってください。歓迎の準備はできております。あなたたちは、憎き魔王どもに一矢報いてくれた英雄なのですから。精一杯のもてなしをしますよ」

　にこやかにキャロルは笑う。

　俺は微笑み返し、ぎゅっと握手をした。





◇






　歓迎会が終わり、与えられた部屋にみんなで集まっていた。

　歓迎会の場で出された料理と酒には毒や睡眠剤は含まれていなかった。どうやら、ここで一網打尽にするつもりはないらしい。

　なので、歓迎会は無難に過ごせた。

　……歓迎会に参加してあらためて思う。ここは豊かすぎる。

「ケヤルガ様、いつもよりぴりぴりしてる。何かあった？」

　セツナが問いかけてくるが、俺は口元に人差し指を当てて黙るように告げる。

　続いて、フレイアの耳元に口を近づけて小声で話す。

「フレイア、風の魔術で部屋から音が漏れないようにできるか」

「可能です。やってみますね……【風の揺りかご】。これで大丈夫です。部屋の外から会話を盗み聞くことはできません」

　さすがはフレイアだ。

　世界で唯一の四大属性使いは伊達だてじゃない。

　攻撃力に優れる炎、旅で役立つ水。そのほかにもサポート向けの風。罠わなの設置に威力を発揮する土。フレイアはいかなる状況でも力を発揮できる。

「みんな、驚かないでくれ。おそらく、星兎族たちは魔王の息がかかっている。あいつらは裏切りものだ」

　セツナは淡々と受け入れ、フレイアは驚いて目を見開く、イヴは噓だよと大声をあげそうになったが、エレンに口をふさがれた。

　エレンは驚くどころか、裏切りを想定していた反応だ。さすがは軍略の天才、ノルン姫だっただけのことはある。

「集落に到着した瞬間、おかしいと思った。現魔王から迫害されている種族が集まる集落。しかも、武力も人口もある程度あり、コミュニケーションが活発にとれる集落が存在しているなんて。俺が魔王なら、こんな集落の存在を許さない。なにせ、迫害されている種族が一致団結して蜂起する土壌だからな」

　情報が集まる場所を真っ先につぶすのが戦の常道だ。

「ケヤルガ、それだけで疑うのは良くないよ。実際に、襲撃だって何度かあったって言ってたし」

　イヴが星兎族たちをかばうようなことを言う。

　そんなイヴに対してエレンが口を開いた。

「私も怪しく思っていました。なので、案内してくれた人に魔王軍の襲撃の頻度と規模を聞きました。……この集落をつぶすという意志を感じません。戦力の小出しを繰り返している。こんな無益な襲撃はありえません。もし、ありえるとすれば、何かのカモフラージュ。敵対しているということをアピールするためだけの襲撃と感じ取れます」

　淡々とエレンが告げる。彼女の表情はいつものお兄様と甘えてくるものではなく、冷徹な軍師のそれだ。

「俺も同意見だよ。一度や、二度、舐なめて敗北するのはわかる。だが、まともな頭をしていれば、負ければ次は勝てるだけの戦力を投入するものだ」

　負けるために戦うなんてありえないのだ。

「おかしいのはわかるよ。だけど、それだけで星兎族を疑うのは強引だよ」

「それだけじゃないさ。ほかにも怪しい点はいくつもある。星兎族たちは、魔王軍の黒翼族に対する襲撃を知っていた」

「それは斥候を出していたからだって」

「斥候を放っていたのに、俺たちが魔王軍を全滅させたことを知らなかったのはなぜだ？　なぜ、あいつらは黒翼族に情報を提供しなかった？　同盟者で、情報を早い段階で得ていれば、情報提供ぐらいはしたはずだ。情報があれば黒翼族も、もっと被害を抑えられた」

「星兎族も知るのがぎりぎりで黒翼族に教える暇なんてなくて、魔王軍が負けたことを知らなかったのは、戦いが始まる前に危ないから帰ったんだよ」

　イヴが否定したい気持ちもわかるが、それは絶対にありえないのだ。

　エレンが、俺の言葉を引き継ぐように口を開いた。

「危ないから斥候を帰す。それはありえません。この集落は魔王軍にとって脅威であり、黒翼族の集落から歩いて一日の距離にあります。私が星兎族のトップなら、黒翼族の次は自分たちが狙われると予測し対策を打ちます。絶対に魔王軍から目を離したりしない。なのに、斥候を帰らせたということは、はじめから魔王軍がこの集落を襲ってこないと確信を得ていたことになります」

　エレンが確信を込めて告げる。

　星兎族がただのバカだという可能性も存在するが、あの長を見てそんな考えは吹き飛んだ。

「噓だよ。エレンの言う通りなら、この集落は」

「魔王と繫つながっていますね。ほぼ、間違いなく。それならすべてつじつまがあいます」

　イヴが言葉を失う。

「カモフラージュで形だけの襲撃をしてまで、この集落を見逃しているのは、魔王軍は星兎族を通じて、この集落に集まっているそれぞれの種族の情報を得ているからです。星兎族たちは、ここに集まった他の種族を売ることで安全を買っていると考えるべきですね。魔王軍にとって、ここはあったほうが都合がいい」

「エレンと同じ意見だ。そして、イヴ。さっきのキャロルとの会話を思い出してみろ。執しつ拗ように神鳥の弱点を聞いてきただろう？　あれはな、おまえを殺すために弱点を探っていたんだ。だから、俺はキャロルに噓をついた。雲のない三日月の日にしか使えないと知れば魔王周辺の警備が三日月の夜以外は手薄になるし、三日月の夜は勝手に厳戒態勢で消耗してくれる。リンゴが特効薬と言ったのは、油断を誘うためだ」

　話したことが漏れるなら、都合のいい噓をばらまく。

　これも常じよう套とう手しゆ段だんの一つだ。

　リンゴがあるから大丈夫なんて神鳥を舐めてくれれば、最高だ。

「幸いなことに、向こうは俺たちを騙だませていると思い込んでいる。相手を騙していると思っている連中ほど騙しやすいものはない。付け込ませてもらう」

　イヴは拳をぎゅっと握り締めている。

　彼女はよくも悪くも純真だ。

　星兎族たちの裏切りに心を痛めている。自分と同じ境遇の仲間を売って安全を得ている彼らのことが理解できない。

「……ねえ、ケヤルガ。みんなはどうするの？　星兎族が裏切っているなら、こんなところに置いておけないよ」

「いや、置いていく。俺たちを騙せているとやつらが思っているうちは、この集落は安全だ。魔王軍に攻め落とされることもない。なにより、ここ以上に彼女たちが安心して暮らせる場所はない」

「でも……」

「彼女たちを救いたいなら、感情論は捨てろ。自分の感情と、彼女たちの命、どちらが大事か考えろ」

　イヴは握り締めた拳をほどいて天井を見上げる。

　そして、俺の眼をまっすぐ見る。

「わかったよ。ケヤルガ。ちゃんと、わかった。バカなことをしない」

「それでいい。エレン、知恵を貸してくれ」

「わかりました！　戦闘では役に立てませんが、こういうのは得意です」

　心強い。ノルン姫の知恵を借りるとしよう。

「フレイア、そろそろ風の魔術をやめても大丈夫だ。みんな、ここからは、騙されていると気づいているような会話とそぶりは禁止する。俺とエレンは筆談だ」

「神経を使う魔術なので、これ以上はきついと思っていたところです。助かりました」

　魔王に対して、三日月の夜にしか神鳥を使えないという見当はずれのタイミングに注意を向ける噓、リンゴさえあれば大丈夫という噓を撒まいた。

　噓は毒だ。

　明日はどんな毒を撒こうか。

　エレンと二人、最大限にこの状況を活かすための作戦を考え始めた。







[image: 第十七話　回復術士はエレンの力を認める]







　星兎族たちが、魔王と繫がっていることを確信した俺とエレンは、騙されていることを前提に、騙されていることを利用して魔王を倒すための作戦を一晩中考えた。

　翌日の早朝、キャロルの使いから集落にいる種族の代表を集めて会議を開くから参加してほしいと連絡を受けた。

　想定していた展開の一つだ。

　その会議で何を話すつもりかも、おおよそ想像がついている。

　午後になり、案内されたのはキャロルの屋敷の中にある会議室だった。そこに俺とイヴが向かう。

　エレンもいたほうが良さそうだが、彼女の頭脳は切り札だ。むやみに晒すこともないだろう。

　星兎族のほかにも五つの種族が集まっていた。

　イヴの話では、魔王に目をつけられている種族たちで、黒翼族のように自分の国を失っている種族は少ない。

　万が一、国が滅ぼされたときに種族が滅びないようにするために各地にある程度の数の仲間を派遣しており、彼らもそれに該当するようだ。

　保険としての意味合いの他にも、多数の種族が集まるこの集落で情報収集をするためという意図もある。この集落に集まる種族は、定期的に自国と情報交換を行っているらしい。

　会議室の扉を開くと、星兎族の代表であるキャロルが俺たちに向かって手を振ってきた。

「ケヤルガ様、イヴ様。急にお呼びして申し訳ございません」

「いったい、これはどういうことでしょうか？」

「昨日、いろいろと考えてみました。ケヤルガ様とイヴ様は我々の希望になりえます。そう、耐え忍ぶだけでなく、あなたたちの力があれば、こちらから打って出れるのです。だからこそ魔王によって迫害されている種族の代表たちに集まってもらったのです！」

　キャロルの言っているのは建て前だろう。

　真の狙いは現魔王に敵対する種族を根絶やしにすること。

　そのためにキャロルはイヴを利用した罠を仕掛けるはずだ。

「キャロル様、俺とイヴもなんとか魔王を倒したいと思っていたところです。あなたたちの協力を得られるのはありがたい！」

　エレンが想定していた展開の一つなので対策も考えてある。

　どこまで彼女の読み通りに局面が動くかが楽しみだ。

　俺とイヴが席に着くと、キャロルが語り始めた。

　どうやら、この集落にいる主要な種族が集まっているようだ。

「一昨日、魔王の精鋭軍が動員され、黒翼族の集落の襲撃が行われました。……あの最強とも言われるグラム・グリム軍です」

　多くの魔族たちが、動揺する。

　一人ひとりの顔を見ながら、動揺した魔族と動揺していない魔族を色分けする。

　動揺したものは、おそらく白。星兎族に騙されている側だ。

　動揺していないものは事前に情報を持っており黒の可能性がある。星兎族と同様魔王側の種族。

　暫定的に三種族は白。二種族は黒とした。

「数百の精鋭のみを集めた魔族と魔物による襲撃であり、黒翼族の壊滅は必至。事実そうなりました。ですが……その最強のグラム・グリム軍が壊滅したのです。イヴ様と、伝説の神鳥カラドリウスの力によって！　黒翼族を救うことは敵かなわなくとも！　見事かたき討ちが成されたのです！」

　場が沸きあがる。

　魔王軍の精鋭部隊グラム・グリム軍というのは恐怖の代名詞。

　俺も知っている。一度目の世界で【剣】の勇者と【砲】の勇者が瀕ひん死しにまで追い込まれた。

「星兎族の長、キャロルがここで宣言させていただきます。やっと我々に、勝てるチャンスが生まれた。逃げるのは止めませんか!?　今こそ、虐げられた我らがイヴ様を中心に一致団結し、現魔王を打倒するのです！」

　よほど、うっぷんがたまっていたのか、集められたもののほとんどが、この程度の話で乗り気になっている。

　イノシシ頭をした魔族が手をあげる。

　彼はさきほど、暫定的に白と判断した魔族だ。

「その話だけでは判断ができん。具体的に魔王の軍勢をどうやって倒したのか教えてもらいたい」

　いかにも武人といった趣だ。

　経験からして、信用できるタイプ。

　キャロルがこちらに視線を送る。

「神鳥カラドリウスは病の雪を降らせる。黒翼族の集落すべてに死の雪を降らし、その場にいた魔族と魔物を皆殺しにした。その気になれば、街一つに病の雪を降らせることも可能だ。……魔王城とその城下町に病の雪を降らせれば勝てる」

　あたりがざわつく。

　神鳥カラドリウスの力を聞けば、だれもが恐れ敬う。

　街一つをたやすく滅ぼす神の力はそれほどまでに強大だ。

「みなさん、聞いたとおりです。さっそく星兎族の斥候を黒翼族の里に放ち、そちらの男性が言ったことの裏が取れております！　つまり、我々は魔王に勝てるのです！」

　さすがは星兎族だ。凄まじい脚力を持つ彼らだからこそ、一日で情報を集められたのだろう。

「星兎族のキャロルが提案させていただきます。この力は三日月の出る日にしか使えない。一か月後の三日月の日の前日、各地で騒乱を起こし注意を分散。そして、混乱の中、イヴ様が魔王城とその城下町に死の雪を降らし、都の機能が失われたところを一斉に攻めて追い打ちをかけたのち、精鋭部隊で城に乗り込んで魔王を殺すのです！　我々の種族以外の魔王候補の多くは魔王の都で生活している、彼らも殺せて一石二鳥だ！」

　神鳥の力を最大限活かすなら、その作戦しかない。

　計画が魔王軍に漏れていなければ問題なく成功するだろう。

　だが……実際は漏れている。

　この計画を行おうとすれば、各地で蜂起した魔族たちは即座に待ち構えていた魔王軍にとらえられ皆殺し。

　おそらく、イヴも護衛に偽装した刺客によって神鳥を召喚する前に殺され、都を襲撃しようとしていた連中はあっさり返り討ち。こうして魔王に敵対する魔族たちはいなくなる。それこそが、魔王と星兎族の狙いだ。

　キャロルの誤算は、キャロルが嵌はめようとしていることに俺たちが気付いていることだ。

　……にしてもエレンはすごいな。

　エレンが想定した星兎族の立案と、まったく同じだ。

　彼女は限られた情報でこの局面を読み切っていたのだ。

　ならばこそ、星兎族の提案した作戦を利用するための策も用意できている。キャロルの用意した策をそのまま乗っ取らせてもらおう。

「皆様！　もう逃げ回るのには疲れたでしょう！　戦いましょう！　イヴ様と神鳥という切り札が得られたのは僥ぎよう倖こうです。この機を逃せば、二度と勝機はない」

　キャロルの言葉に、そうだそうだと同意者が現れ、場の熱量が上昇していく。

　黒と判断した二種族が煽あおっている。彼らが桜の役目をはたして、残りの三種族も否いや応おうなしに盛り上がる。

　さきほど質問をしたイノシシの武人はぶすっとしている。そして、再び手をあげた。

「キャロル、お主が熱くなるのはわかる。だが、肝心のイヴ殿の気持ちはどうだ。わしは女子供が戦うのは好かぬ。ましてや本人の意思を無視して無理やり祭り上げられているのは見るに堪えん」

　こいつはいいやつかもしれない。

　好きになれそうだ……いや、好きになってはいけない。なぜか、俺が気に入った奴から死んでいく。

　イヴが俺のほうを見てくるので、事前の打ち合わせ通りにしろと伝えた。

「私は戦うつもりだよ。これ以上仲間の死を見るのはいや。奪われるぐらいなら、奪ってやる！」

　少女の勇気ある言葉に、大人たちが奮い立たせられる。

　イノシシの武人だけは悲し気な顔をした。

「わかった。イヴ殿。我が鉄猪族が貴殿の護衛を引き受ける。我らの力でも盾になるぐらいはできる」

「勝手に決めないでください。グルガ様！」

　キャロルがあわてて、イノシシの武人を制止する。

　まあ、一番イヴを殺しやすい護衛に息がかかっておらず、なおかつ武勇に優れた種族が付くのは嫌だろう。

「なぜだ？　我らより守りにたけた種族はおらん。だろう、皆の者よ」

　よほどグルガという男は信頼されているのか、俺が白と判断している二種族が強く推薦した。黒の二種族は動きづらそうにしている。

　さすがにキャロルもここから押しとおすことはできずに、おずおずと引き、グルガ率いる鉄猪族を護衛に任命した。

　それから、次々に具体案が出ていく。

　俺は、そんな中、それぞれの種族の代表を注意深く見ていた。

　おおまかに色分けしたが、その精度を上げるためにより深く観察する。

　誰が味方で誰が敵か。そこを間違えると勝利はできない。

　人を疑い続けたおかげで、こういうのを見破るのは得意だ。

　エレンの助けもある。エレンがあらかじめいくつかの質問を持たせてくれていた。会話の端々でその質問を織り交ぜ、その答えや反応で、おのずと色分けができる。

　結果的には第一印象で感じたのと同じだったが、確信に至ることができた。

　そして、仕上げだ。

　会議が終わりを迎えようとしていた。

　俺は立ち上がり、一人ひとりにあいさつし握手をする。

　握手をした瞬間に【回復ヒール】をして記憶を調べる。

　すべてを読み取るほど時間をかけると、違和感を与えるので、一瞬だけだ。それだと、深くは探れない。

　今までの反応と【回復ヒール】の結果、白と判断し、なおかつ俺の眼で見て信用できると感じた三種族だけにあらかじめ用意した手紙を握らせた。

　その内容は……。

『星兎族は裏切りものだ。魔王に情報を売っている。地図に示した場所で真の作戦会議を始めたい』

　表の会議の情報はすべて魔王に送り付け、そして裏の会議でその裏をかき、やつの喉元に短刀を突き付ける。

　さあ、楽しい楽しい騙だまし合いだ。

　きっと手紙を持たせた三種族は約束の場所に来るだろう。

　俺が得るのは破滅に繫つながる爆弾か、それとも有用な戦力か、あるいはその両方か。

　今から真の作戦会議が楽しみだ。
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　そろそろ真の作戦会議に向かう時間だ。

　声をかけた三種族が来てくれることを祈りながら準備を進める。

「さてと、さっそく準備をするか。イヴとセツナはついてこい」

「ん。セツナの準備はできてる」

「緊張するね」

　セツナとイヴがそれぞれの武器を握り締め、後ろをついてくる。

「フレイアとエレンはここで待機だ。もしものときはわかっているな」

「ええ。言いつけ通りにします。ケヤルガ様、お気をつけて」

「ケヤルガ兄様、さきほどの会議の情報から、新たな策を練っておきますので、ご期待ください」

　留守番組のフレイアとエレンに見守られながら、借り受けている屋敷の地下から外に出た。

　地下通路は初めからあったものではない。いざというときのために、錬金魔術で土を操り作ったものだ。

　ここが敵地である以上、非常用の逃走経路がないと安心して暮らすことなんてできていない。

　借りている家は監視されているが、中の様子までは見られていないのでこんなものを用意できた。

　聴覚がすぐれている星兎族の監視も、地下の音までは拾えないのだ。

　地下を抜けて森に出た。

「セツナ、イヴ、気を抜くなよ。今から会う連中は俺たちを警戒しているだろうし、……一歩間違えれば敵にまわる。手紙を渡されただけじゃ、俺のことを信じない。現時点では、星兎族側よりだ」

「だろうね。星兎族のおかげで平和に暮らせているって感謝しているかも」

「身構えとく。セツナは何があってもケヤルガ様を死なせない」

　この二人だけ連れてきたのには理由がある。

　当事者であるイヴがいないと話にならない。荒事になった場合に戦力がほしい。もっとも自衛力があるセツナが適任だ。

「俺は守らなくていいさ。俺なら自分でなんとでもできる。セツナはイヴを頼む」

「了解。魔族が怪しい動きをしたら即座に首を落とす。攻撃こそ最大の守り」

「それは最後の手だ。ぎりぎりまで手を出すな。なるべく平和的に行こう」

　セツナは俺より好戦的なところがある。

　イヴがなぜか首を傾げている。

「平和的に行こうなんてケヤルガらしくないよ。ケヤルガなら、喜んで皆殺しにするって言いだすと思ったのに」

「失礼な。俺は復ふく讐しゆうの対象者以外には常識的な対応しかしないぞ」

　そう、あくまでやられたらやり返すの精神だ。

　ましてや、味方になるかもしれない連中に、いきなり喧けん嘩かを売ったり、些さ細さいなことで怒ったりはしない。

　そろそろ手紙で指定した時間だ。

　しばらくして、ぽつりぽつりと来客が現れ始めた。

　六人の魔族と彼らが使役する数体の魔物たち。

　できるだけ少人数で来てほしいと書いたのを守ってくれたのだろう。

　……あるいは、よほど腕に自信があり、罠わなだとしてもその人数で切り抜ける自信があるのか。

　現れたのは、さきほどの会議で率先してイヴを守ると告げた鉄猪族とその従者。ほかにも白と判断した風鼬族と炎馬族の代表と従者がいた。

「来てやったぞ。黒翼族のイヴ殿とその従者よ」

　真っ先に鉄猪族の武人風の男が口を開く。たしか名前はグルガと言ったはず。

「来てくれて、ありがとう。俺の話を信じてくれたと思っていいか」

「星兎族が裏切っているという話か……そう思うとつじつまが合うことが多々あった。だが……それでも信じるに足りん。確証を得るためにここに来ている。他の者も同じだ」

　なるほど、武人といった趣だが、バカではないようだ。

　これはテストでもある。

　まず、俺の言ったことを何も考えずに受け入れて信じるというような間抜けなら足を引っ張るだけなので、仲間として必要ない。

　その場合は、さっさとこの集落から抜け出して俺たちだけで魔王を倒す。

　そして、星兎族たちに告げ口をするような連中であっても見限る。まともな頭をしていれば、星兎族が裏切っていると言われて、思い当たる節の一つや二つはある。

　その程度の考察力がない、あるいは情報を集めず、即座に俺を売るような連中であればいらない。

　その点、彼らは合格だろう。

　俺の言っていることを疑いつつも、星兎族たちに情報を漏らさずに話を聞きに来た。

「わかった。なら、話させてもらう」

　俺は、星兎族を疑うに至った経緯をゆっくりと話した。

　それから、エレンが立案した星兎族の裏切りを確かめる方法を伝える。

「……なるほど、確かに君の言うことは筋が通っている。疑うのも無理はない。そして、君が言った方法なら本当に裏切っているかを確かめられるな。どっちにしろ、しばらく我が鉄猪族は星兎族に情報を流さないようにしよう。そして、いずれ星兎族が黒だとわかれば君たちに協力する」

「風鼬族もそうするわ。あの兎ども、前から怪しいと思っていたのよ。とくにキャロルは食えないわ」

　妙齢のきつめな美女が爪を嚙かみながら鉄猪族に同意を示した。

「炎馬族も同じくだ。言っておくが、君たちを信じたわけではない。だが、星兎族を疑おう。魔王軍の最大戦力を潰した君たちが、魔王の手下なんてことはない……その力は我ら炎馬族の希望でもある。無視はできないよ」

　下半身が馬で赤い鬣たてがみをした青年も、とりあえずは俺の案に乗ってくれるようだ。

　この場では誰も信じてくれていない、その用心深さが好ましい。

「ありがとう。なら、今日のところは俺の話を聞いてくれ。この状況をどう利用するかを話したい。星兎族が情報を漏らしている以上、奴が立案する作戦の成功率は極めて低い。だが、これをピンチとしてではなく、チャンスとしてとらえよう。偽情報をいくらでも流せる。途中まで、やつの手のひらで踊り、最後の最後で予定と違う行動をするんだ」

　全員が頷うなずく。昨日、エレンと話した作戦を一通り話した。

　細かな点の指摘はあったが、おおむね納得してくれた。

　三種族は星兎族の疑惑が確実なものとなれば、協力すると言ってくれた。

「ありがとう。実りのある会話ができたよ」

「うむ。相談だがな。この話を他の種族にしてもいいか。もちろん、今日の会議に出席した種族は我々以外、黒だというのはわかっている。だが会議に呼ばれていない少数部族にも、頼れるものはいる」

「いや、星兎族の息がかかっている可能性がある。今はまだ、この場のメンバーだけでとどめてほしい」

　今はリスクを最小限にするべきだ。

　騙だまされていることに、こちら側が気づいていることは最大の武器で失うわけにはいかない。

「そうか、わかった。おまえが言った方法で星兎族を確かめてみる。うまくいけば一週間以内に答えが出る。……それにしても人間にはずいぶんと変わり種が多いな」

「変わり種？」

「ああ、本国の連中から、魔王城へと人間が客人として秘密裏に迎えられたと情報が入った。……その者は人間であったが、魔族よりなお暗い魔力を纏まとっていたらしい」

　この時期に人間が魔王のもとにたどり着いている!?

　ありえない。

　一度目の勇者パーティですら魔王城にたどり着くのに何年もかかったというのに。

　そして、人間が魔族よりなお暗い魔力だと。

　いったい誰だ!?

　一人だけ、心当たりがある。

　ジオラル王を【翡翠眼】で見たときに、人間（？）とあった。

　そのことが、脳裏によみがえる。

　もしかしたら、魔王とジオラル王国は繫がっている？　そんな情報、フレア王女もノルン姫も知らなかった。【回復ヒール】で記憶を探っているが、そんな情報はかけらもない。

　だが、ありえなくはない。

　あの王なら何をしてもおかしくない。

　そして、それが本当だとしたら、さらに最悪の事態が想定される。

　……すでにジオラル王国は、【術】の勇者、【剣】の勇者、三英雄の一人【鷹眼】、軍師であるノルン姫が倒されている。

　俺の強さは痛いほど理解しているはずだ。もし、本気で勝ちに行くなら、残る最大戦力である【砲】の勇者に人間を辞めさせるぐらいはありそうだ。

　そして【剣聖】クレハのことが心配になった。

　彼女も、【砲】の勇者と同じく王国に残った最強戦力の一角。切り札にするには適している。あれは俺の所有物おもちやだ。変に弄られては困る。

「人間にもいろいろあるんだ」

「魔族の姫君の従者になった君が言うのだ。そうなのであろう」

　動揺を隠し、平静を装う。

　すでに脳裏には得たいの知れない力を纏って強化された、【剣聖】クレハと【砲】の勇者ブレットが襲い掛かってくる姿が浮かんでいた。

　……今はそれは考えないようにしよう。

　ここで味方を作るのが先決だ。

　それから、しばらくさきほどの会話の補足をして別れた。

　鉄猪族たちがいなくなってから、大きなため息を吐く。

　もし、ジオラル王国と魔王がつながっているならまずいことになる。

　一度目の俺が見落としていた重大な何か、それが俺の計画を邪魔することになるだろう。

　なんとかクレハと連絡を取る方法を探そう。

　彼女にはジオラル王国を探るスパイを任せていたが、そんなことを言っていられなくなった。……俺の嫌な予感は良く当たってしまう。すぐにでも合流してパーティに加えよう。

　そんなことを考えていると、卵専用リュックが大きく動いた。

　ここまで大きな動きは初めてだ。

「おまえ、もうすぐ生まれるのか？」

　返事はない。ただ、卵が動き続ける。

　このタイミングで生まれる。

　それはきっと、何か意味があるのだろう。

　神鳥の祝福を受け、俺の心と魔力を喰らって生まれる神格の魔物。

　きっと、気高く神聖で強大な力を持った心優しい魔物で、俺の力になってくれるだろう。

　早く生まれてくれ、その力を十分に活用させてもらう。
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　魔王と繫がっていない三種族との会話はひとまず成功だと言っていいだろう。

　少なくとも、敵には回ってはいない。

　特に、イヴの護衛につく鉄猪族とはうまく付き合っていく必要があったので一安心だ。

　護衛が敵なんて想像もしたくない。

　今は、地下を通って借りている屋敷に戻るところだ。

　森の出入り口に入るときは気を遣うし偽装も忘れない。

「それにしても、魔王と接触がある人間か」

　この情報を得られたのは僥ぎよう倖こうだ。

　魔王襲撃まで一か月。

　その間に【剣聖】クレハと連絡を取りたい。どこかで集落を抜け出して、人と魔族が共存する街ブラニッカにまで戻ればなんとかなるだろう。

　その前に……。

「おまえを出迎えないとな」

　専用リュックに入った卵を撫でる。

　さきほどから動いているし、鼓動だけでなく魔力の高鳴りを感じる。

　そう遠くないうちに、この子は生まれるだろう。





◇






　二日たった。

　この二日は基本的に森で魔物を狩ってレベル上げと、ブラニッカに戻って【剣聖】と連絡を取るための手段探し。

　そして、鉄猪族たちが星兎族たちの裏切りを確認するための手伝いをしていた。

　早ければ明後日には確証がとれるだろう。

「ケヤルガ様、見て。今にも生まれそう」

　セツナがじっとクッションの上に置かれてある神鳥の卵を見ていた。

　その横にはイヴがいて口を開く。

「楽しみだけど怖いよね。だってケヤルガの影響を受けた子だもん。すごいのが生まれそう」

「きっと強くてかっこいい子ですね」

「はい、ケヤルガ兄様の分身ですもの」

　桃色の髪の姉妹も、新しい仲間の誕生を今か今かと待ちわびていた。

　いよいよ卵の動きが激しくなってきている。

　借りている家の中でみんなで卵を見つめていたのだ。

　さきほど卵に内側からヒビが入り、セツナがみんなを呼んできた。

　生唾を飲みながら全員で見守る。

　ただ、こうして見ているだけだと気疲れしそうだ。

　見守りながら雑談をしよう。

「この神鳥の卵だけどな。実は俺の心と魔力だけを吸っていたわけじゃないんだ。近くにいたみんなの心と魔力も吸っていた。大食いらしくてな。俺の心と魔力だけじゃ満足しなかったらしい」

【翡翠眼】は魔力の流れを見ることができる。

　それで見ていると、俺の近くにいたみんなの心と魔力も集めていた。

　つまるところ、この子は俺だけでなくセツナたちの影響も受けた子だ。

「つまり、この子はセツナとケヤルガ様の子供。……嬉しい。本当の子供はなかなかできないけど、こんな形で夢がかなった。次は、本物をがんばる」

　セツナが白い尻尾をぶんぶんと勢いよく振り、とんでもないことを決意する。

　うすうす気づいていたが、セツナは俺との子供を欲しがっている。セツナを可愛がる際は、いつも俺が果てるまでしがみついてくる。

「わっ、私は別にケヤルガとの子供なんて欲しくはないよ。でも、生まれてくる子は一番の新入りになるもん。ちゃんと面倒は見てあげるよ。この子を可愛がるのに深い意味ないから」

　イヴは口調とは裏腹に神鳥の卵を見る目に熱が入っている。

「いいですね。ケヤルガ様との愛の結晶というわけですか。そう聞くとますます愛おしくなってきました」

「……ちょっと複雑な気分です。ケヤルガ兄様との子供は嬉しいですが、明らかに私の魔力は少なすぎるので、私の割合が少ない気が。魔力バカのみなさんが羨ましいです」

　フレイアは相変わらずおっとりと、エレンは変な嫉妬をしながら微妙に毒を吐いた。

　エレンは割合を気にしているが、俺から食らった心と魔力が全体の七割ほどで、残りの三割をみんなで分けている都合上、誤差の範囲内だ。

　いや、三割は案外大きいかもしれない。

　俺だけなら間違いなく素直で優しい正義感溢あふれる魔物になるだろう。

　しかし、セツナとイヴはともかく、元フレア王女と元ノルン姫の心と魔力を喰らっているのは少し不安だ。

「気にしすぎだな」

　フレイアとエレンになってからは素直で可愛い俺の所有物ペツトだ。成長のさなか歪ゆがんだだけで、根はそこまで悪くない。悪影響はそれほどないだろう。

　何はともあれ、セツナたちは、自分たちの影響も受けていると聞き、より神鳥の卵から生まれる魔物への関心を増やした。

　卵のヒビが大きくなる。

　コツン、コツンって卵を叩たたく音が強くなってきた。

　かぱっと卵が割れて、魔物が出てくる。

　赤みがかった黄金色の体毛のもふもふで四足歩行の獣型。耳の先と両手両足の先は黒く、靴下を履いているよう。

　首とお腹、尻尾の先は白くて可愛らしいアクセントになっていた。

　そのもふもふの生き物は体と尻尾を震わせる。尻尾はずいぶんとご立派だ。

「ケヤルガ、初めて見る生き物だね。なんて魔物かな？」

「セツナは知ってる。この子はキツネ。キツネの魔物。とてつもない力を感じる……たぶんセツナより強い。さすが、ケヤルガ様とセツナの子だけはある」

　生まれたのはキツネだ。

「えっと、俺のことはわかるな？」

　聞いた話だと、心と魔力をもらった親には懐く。

　だが、邪悪な魔物に生まれた場合は親すら食い殺す。

　少しまずいな、たとえ邪悪な魔物に生まれても余裕で対処できるだろうと思っていたが、コイツはまずい。強すぎるのだ。

【翡翠眼】でその強さを見通せるからこそ、うちに秘めた強さがわかる。

　無傷で倒すのはほぼ不可能。

　子ギツネが俺のほうを見る。

　つぶらな瞳が可愛らしい。

「こーん♪」

　甘えた声をあげてとびかかってきた。

　慌てて抱きとめる。

　もふもふ、ふかふかで温かくて柔らかい。

　なんだ、この素敵な抱き心地は。

　子ギツネは俺の腕の中でぐっすりと眠り始めてしまった。

　荒すさんだ心が癒されるようだ。可愛すぎる。

「ケヤルガ様、セツナにも撫でさせて」

「うわああ、なんでこんな可愛い子がケヤルガから生まれたの！」

「丸くてちっちゃくて素敵です。かっこいい子を予想していましたが、これはこれでいいですね」

「ケヤルガ兄様、私は抱っこしたいです！」

　女性陣にも大人気なようだ。

　頭を撫でたり抱っこするセツナたちに、子ギツネはなんとも可愛らしい反応をする。

　……まるで、どう反応すれば一番喜ばれるのかわかっているかのように。

　完璧すぎて怪しい。

　俺はひねくれ……用心深いので完璧そうなものほど疑ってかかる。

　それにしても、なんでこんな子が生まれたのだろうか。

　こんな人畜無害で、人懐っこく、可愛らしい魔物なんておかしい。

　そう言えば、キツネの魔物は炎と幻術を操るものが多い。なにより化けるし、ずるがしこい。

【翡翠眼】で能力を見通す。この子はキツネの魔物の例にもれず、炎を操る能力、幻を操る能力、変身能力が備わっている。

　この人懐っこい仕草も全部演技ではないのか？

　俺も含めて、かなり二面性が強い奴らの心と魔力を喰らっているし、犬科成分はセツナからもらったのだろう。

　こう考えると、こういう子が生まれてきたのに納得ができる。
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　凄まじいステータスで技能とスキルも粒つぶ揃ぞろい。

　魔王候補であるイヴすら超える合計素質値６８０。こんな数字は初めて見た。

　惜しいのは煉れん獄ごく魔術だ。

　炎魔術をスキルで進化させたものであり、俺でも技能をコピーできない。

「強いことに加えて、抜け目がないやつだな」

【翡翠眼】で見ることでいよいよもって確信に変わる。

　子ギツネは俺に甘えて女性陣に媚こびを売っている動作を計算してやっている。

　保険を使っておこう。媚びを売るのに必死な子ギツネの隙をついて、魔術に特化するように技能の割り当てを変える。

　奴隷の首輪を元にした魔物を隷属させるための術式を使う。

　一切の束縛、状態異常を受けない子ギツネも、【親】である俺だけはその耐性を無視できる。

　魔力を一切漏らさないようにして、ばれないように術式をくみ上げた。

　あらかじめ用意してあった儀礼用の特別な魔針に俺の血を吸わせて子ギツネの心臓に突き刺す。隷属の束縛術式が子ギツネの心臓に刻まれた。

「キャンッ!!」

　子ギツネが悲鳴をあげて、エレンの腕から飛び跳ねる。

　だが、術式は完了した。

　これでこの子は俺から逃げられないし、俺を傷つけられない。

　……それにしても、凄まじい形相で睨にらんでくるものだ。さきほどまで甘えていた子ギツネと同一の魔物とは思えない。

　素の表情が見えてにやりと笑う。

　すぐに表情がもとに戻った。『痛かったよぅ』っとうるうる目。そして首を傾ける。あざと可愛い。

「こゃーん……」

　ちなみに、女性陣はあまりにも表情の切り替えが速かったせいで、こいつが浮かべた表情に気付いていない。

「ケヤルガ様、いきなり針なんて可哀そう」

「そうだよ。この子、驚いちゃったじゃない」

　うん、やっぱり俺の魔物だ。きっちりと俺以外はだまして、すでにパーティ内での可愛がられポジションを確保している。

　もし魔針で術式を刻まなければ、さっそく今日にでも逃げ出していたかもしれない。

　この計算高さは、むしろ頼りになるぐらいだ。どれだけ腹黒くても可愛いことは間違いない。俺もあとでたっぷりと可愛がろう。

　再び、女性陣に子ギツネは捕まり、ひたすら可愛がられる。

　そうだ。いつまでも子ギツネじゃ可愛そうだ。

　名前をつけないとな。

　凄まじい猫かぶりだが、戦力としては申し分ない。たっぷりと頼らせてもらおう。
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　夢を見ていた。

　二周目では、よく夢を見るようになった。

　俺が俺を見ている。

　ケヤルガになる前の自分、無力で泣き虫なケヤルが睨んできている。

　そして、俺ケヤルは口を開く。

「僕は、おまえみたいになりたくなかった」

　弱々しい声で呪じゆ詛そを吐く。

　俺ケヤルガみたいになりたくなかったか。

「じゃあ、逆に聞く、俺はどうすれば良かったんだ？　だまって、奴らに貪り食われる。それで良かったのか？　冗談じゃない。俺は、俺から奪う奴を許さない」

　そう決めた。

　そう歩いてきた。

　だから、強い俺になった。

　そのことに後悔も、迷いもない。

　この道を選んだことが正しかったと確信している。

　なにせ、俺は幸せだ。強くなった。金に不自由せずに、いい女に囲まれている。

「僕はおまえじゃない。おまえは化け物だ」

　そんな俺を俺ケヤルが否定する。

　ああ、イライラする。

　この夢の意味はなんだ？

　俺の深層心理か？　心の奥深くにこんな弱い自分がいるのか？

「僕はただ、みんなを幸せにしたかった。強くなれば、その力で、力がなくてもリンゴとお菓子で」

「その幸せなみんなに俺が入ってないから、ケヤルガになった。それもわからないガキなら、いらない。ただの回復術士じゃ食い物にされる！　力を得た俺がリンゴ農家や菓子職人をやれるわけがない！　これしかなかった」

　弱い俺ケヤルを否定し、かき消す。

　視界が暗転。

　夢は終わらず、場面が変わる。
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　今度は不思議空間ではなく、過去の自分。

　弱かったころの俺。

　三勇者のおもちゃにされていたころの俺だ。

　いつものように、【術】の勇者フレアのオナニーに使われたあとだ。

　その後、【砲】の勇者ブレットによる、愛情の押し付けが定番なのにその日は違った。

　彼は俺を連れ出した。

　星空が見える丘だ。

　そこで語り始める。

「昔話でもしよう。俺は諜ちよう報ほう部ぶにいたんだ。そこでエースと呼ばれた。そんな俺は、ある日、負傷し、なんとか戦場を離れ、そこで力尽き、天使に出会った。……両親を失い、健けな気げに生きている少年で、自分の生活すらままならないのに、見ず知らずの俺を助けてくれた」

　優しい顔をしているのに、股間が膨らんでおぞましい。

「彼は見返りを求めない。ただ、放っておけなかったという理由で助けてくれた。芯があり、純真で、優しく……どうしようもなく汚したくなった。あのときに俺は真実の愛に目覚めてしまった」

　まさか、善意でブレットを救った少年は、それが原因でこんな変態を生み出すとは思っていなかっただろう。

「欲望のままに蹂じゆう躙りんし、凌りよう辱じよくし、気が付けば少年は動かなくなっていた。うっかり壊してしまって、悲嘆にくれた。……代わりを探した。……なかなか見つからない。だから、育てることにした。彼のように芯があり、純真で、優しい少年を。そのために諜報部を辞め神父になった」

　その後、ブレットはすぐに勇者に選ばれ、再び戦場に戻ったがと続ける。

「だけど、彼の代わりは作れなかった。どれだけ、いい素材を仕入れて、神の教えを説き、試行錯誤を繰り返しても……でも、やっと出会えたんだ。ケヤル。君に。できれば、壊れるまえに会いたかった。君は、見た目だけじゃなく内面まで、彼と一緒だ。芯があり、純真で、優しい。魔王を倒したら、治療しよう。本当の君を取り戻してやろう」

　そう言うなり、ブレットは俺を押し倒した。

　その理想の彼の存在を重ねながら。
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　また場面が変わる。

　魔王に挑む直前の光景だ。

　そのころにはブレットは、自らの知識と技術を俺に伝えるようになっていた。

　……俺はとっくに自我を取り戻したが、いまだ廃人の振りを続けている。

　なのに彼は諜報部のころに培った知識と技術を披露し続ける。

　実のところ、奴を【回復ヒール】したときに、その経験と知識は得ていて二重に意味がないことだった。

　中身自体は非常に有用だ。どんな状況でも生き延びるための哲学。敵と味方を判別する力、噓うそを見抜く能力。洗脳技術。

　いや、無駄ではないか。彼の口から聞くことでより深く理解できた。

　どれも、ケヤルガになったあとも役に立っている。

　……認めたくはないが、彼は俺の教師だ。

【術】の勇者と【剣】の勇者はただ強いだけでしかない。

　彼がいたから、魔王に挑めるところまで来られた。

　そして、その力は俺が生き抜くために何より必要なもの。

　決戦前夜、彼は俺を抱きしめて耳元でささやく。

「生き延びてくれ。俺の可愛かわいいケヤル」

　それだけ言うと、その日は何もせずに去って行った。

　皮肉なものだ。

　魔王との戦いで最初に死ぬのは、誰よりも生存能力に長けた男なのだから。
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　目を覚ました。

「なんて夢だ。よりによって昔の俺と、最悪のトラウマがセットで出てくるとはな」

　ひどい汗だ。

　悪夢を見ることが多いとはいえ、これはとびきりだ。

　朝から気が滅入る。

「ケヤルガ様、おはよう」

　下着姿のセツナがやってくる。

　日課である朝のご奉仕のためだ。

「ひどい汗、ケヤルガ様、顔真っ青」

「いやな夢を見たんだ。世界で一番嫌いな奴の夢。それに最悪なことにおまけまでついている。昔の俺が、今の俺が俺じゃないだとさ。こんなふうになりたくなかっただと」

　吐き捨てるように告げる。

　こうして、初めてわかった。

　思ったより、俺はあの夢が応えているらしい。

　なぜだ。

　後悔なんてないはずなのに。

　間違っていないはずなのに。

「夢の中のケヤルガ様は、ケヤルガ様のこと嫌いでも、セツナはケヤルガ様が好き。助けてくれて、可愛がってくれてる。ケヤルガ様じゃなきゃ、セツナを救えなかった。セツナだけじゃない、フレイアもイヴもエレンもケヤルガ様が好き。だから、ケヤルガ様はいい人」

　……たしかに、俺がケヤルのままなら、セツナもイヴも救えなかった。フレイアとエレンはあれだが、まあ、フレアやノルンでいるときより楽しそうだ。

　俺は俺のためにケヤルガになったが、それで救われた命があるなら、ケヤルの夢も叶かなえているのかもしれない。

「……ありがとな。また、パイを作ろう。今度は、リンゴのパイだ。それが一番得意だ」

　救われた気がした。

　だから、礼をする。

　久しぶりにアップルパイが作りたくなった。

「ん。楽しみ！　この前食べたケヤルガ様のパイ、とっても美味おいしかった」

　セツナを押し倒す。

　あんな夢を見たからと言って何も変わらない。

　俺は俺らしく。

　……それにしてもこのタイミングでブレットの夢を見たのは偶然か？

　ブレイドの夢を見てすぐに奴と再会した。

　もしかしたら、もうすぐ奴と再会するかもしれない。
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～ジオラル王国、謁見の間にて～




　ジオラル城には、表の謁見の間と裏の謁見の間が存在する。

　裏の謁見の間は存在自体が一部のものにしか知られていない。

　……ジオラル王国の裏の顔を知ったものは消されるか、洗脳されてしまうからだ。

　この部屋が使用されることは滅多になく、フレア王女、ノルン姫ですら数回しか足を踏み入れたことがない。

　その部屋が使用されていた。

　重く、厳かな扉が開く。

　中に入ってきたのは、黒い肌のスキンヘッドの大男と騎士たち。

　彼らが扉をくぐると同時に自動的に扉が閉じ鍵がかかる。しかも、結界まで張られた。

　中の人物はもちろん、音すらも漏らさないための備えだ。

　王家のみに伝わる魔術を使用しない限り、誰も入ってこられないし、誰も出られない。

　こんな部屋に連れてこられれば誰だって取り乱す。

　しかし、スキンヘッドと黒い肌が特徴の大男はにこやかな笑みを絶やさない。

　神父服を纏まとっているが似合ってはおらず、筋肉によって膨らみはちきれそうだ。

「よく来たな。【砲】の勇者ブレット」

「ジオラル王、お久しぶりです。ただ、私のことは【砲】の勇者ブレットではなく、ブレット神父とお呼びください」

　この部屋に呼ばれた男は、【砲】の勇者ブレット。

　ジオラル王国が管理している最後の勇者にして、〝最強〟の勇者。彼の代名詞とも言える銀色の巨砲は、この部屋に入る前に兵士によって取り上げられていた。

　彼は普段は勇者であることを隠し、神父として教会を守り孤児院を運営していた。

　彼の人望は厚く、民からも子供たちからも慕われている。

「呼び出した理由はわかっておるな」

「……ええ、私に【癒】の勇者を始末させるため」

　ブレットが細い目をさらに細める。

　彼には王国に頼らない独自の情報網が存在する。

　彼は王国を信用していない。自分に利用価値があるから生かされているだけと理解している。
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　もし、王国にとって都合が悪くなればすぐにでも始末されるだろう。

　だからこそ自衛の手段は欠かしていない。

「勇者は勇者でしか殺せぬ。我が娘にして【術】の勇者フレアが倒され、その後拷問か洗脳でもされたのか、ジオラル王国とわしを裏切り、きゃつの傍にいる。勇者二人を相手どれるものはそなたしかおるまいて」

「王女フレアの救出ではなく、二人の勇者の殺害が優先と？」

「そうだ。可能であれば娘を助けろ。だが、優先するべきは確実に二人を消すことだ」

　王は顔を歪ゆがめる。【癒】の勇者だけでも厄介だというのに、【術】の勇者が【癒】の勇者に協力している。

　兵や民の士気にかかわるため口封じをしているが、あまりにも目撃者が多く情報の拡散は防げない。

　……なによりまずいのが、王女フレアの演説だ。平等や平和など耳触りのいい言葉を聖女の容姿と言葉で届けるものだから、毒されているものが多い。

　だからこそジオラル王は焦っていた。ジオラル王国の地盤を揺るがしかねない。

【癒】の勇者ケヤルは確実に殺す。そして娘である王女フレアは可能であれば取り戻すが、それが難しければ殺していい。

　フレアは失敗作のノルンなどとは違い、数少ない成功例だが、代わりがいないわけでもない。

「かしこまりました……と言いたいところですが、私には無理です。不意を突かれたとはいえ、【軍神】ノルン姫の策略を得た【剣】の勇者と三英雄の【鷹眼】ですら勝てない相手に挑むのはとてもね」

　ブレットはやれやれと肩をすくめる。

　彼が最強の勇者として君臨できている理由は大きく三つ。

　一つ目は、【砲】が兵器として圧倒的に優れているという点。遠距離から精度と威力を保った攻撃を絶え間なく繰りだせる。殲せん滅めつ力では【術】の勇者に劣るが、溜めがなく射程が上回り圧倒できる。

　二つ目は、圧倒的なレベルの高さと実戦経験。【術】の勇者や、【剣】の勇者はまだ目覚めてさほど経っていない。それに対して【砲】の勇者が目覚めたのは二十年以上前。その二十年間で積み重ねたものは大きい。

　三つ目は、用心深さだ。彼は自分を過大評価も過小評価もしない。危険は冒さない。誰も信用しない。常に保険を用意する。その性格のおかげで、今まで生きながらえることができた。

「ブレット神父。無理と申すか？　援軍を用意するつもりだ。【鷹眼】が死んだことで三英雄に昇格した【剣聖】をはじめとした精鋭ぞろいだ。これなら仕事もやりやすかろう？」

　王が微笑むが、ブレットは相変わらず人のよさそうな笑顔を張り付けたままだ。

「そういう問題ではないのです。【癒】の勇者は能力の底を見せていない。現状わかっているのは、【術】の勇者を懐柔する何かしらの洗脳能力があること。【剣聖】並みの剣技が使えること。さらには腕一本なくしたものすら癒せる回復能力。……これだけできるなら、まだまだ手札を隠していますよ。手札を隠し、【術】の勇者を従えているような化け物に挑むなんて正気ではない」

　ブレットは、己の力で【癒】の勇者の情報を収集していた。

　最後にブラニッカに現れ、より魔王領域の奥深くに向かっていることを摑つかんでいる。

　他にも、【癒】の勇者のパーティには【術】の勇者以外に強力なメンバーが二人いること。

　……そして、【癒】の勇者本人が一対一で【鷹眼】を倒したことも知っている。

　ジオラル王が援軍として提案している【剣聖】の実力を認めている。七割方勝てる自信はある。

　だが、三割も負ける可能性がある。

　そのうえ、【癒】の勇者の隠し持つ手札が見えない。

　こんな状況で挑むのはただのバカだ。

「ブレット神父。王であるわしに逆らうというのか？」

「いえいえとんでもない。ノルン姫の遠征失敗により精鋭部隊が壊滅。【術】と【剣】、【鷹眼】まで失った我がジオラル王国が【砲】と【剣聖】まで失えば、他国に付け込まれます。事実、周辺諸国はすでに毒牙を我々に向けている。私は、この国への愛ゆえに申し上げているのです」

【砲】の勇者の言うことは正しい。

　ジオラル王国はただでさえ恨まれている。

　魔族との戦いの最前線であることを理由に、戦費の援助要請をし、他国から多額の資金、人員、技術を奪ってきた。拒否した国は人類の敵として制裁を加えている。

　そんな真似ができたのは、勇者という規格外の存在とノルン姫の外交能力があればこそ。

　この状況で【砲】まで失えば、ジオラル王国は周辺諸国から滅ぼされかねない。

「言い訳をするな。これは命令だ。逆らうようなら、貴様の秘密……卒業の本当の意味を公にしてもいいのだぞ」

　卒業とは、その名の通りブレットの孤児院から孤児たちが巣立っていくことを言う。

　表向きは、職人の子弟や住み込みの使用人、あるいは養子などになり孤児院を出て行ったと説明されている。

　……そういう子たちもいるが、ほとんどは違う。

　ブレットは少年以外愛せない。

　彼の孤児院では見目麗しい少年しか引き取らない。少年たちは、彼好みに育て上げられ、調教され、彼の性欲のはけ口になる。

　そして、もっとも美しくなったタイミングでブレットは少年たちを殺して保存用に加工し、コレクションするのだ。

　ピークを迎えたあとはひたすら劣化していく。少年が男になる。それがブレットには許せない。

　彼は昨日も一人の少年の時を止めている。少年の最高の瞬間を貪り、味わい尽くし、時を止める。ブレットにとって、少年の時を止めて永遠にすることは必要な行為であり、最高の娯楽だ。

　それが問題になっていないのは、ジオラル王国の協力が大きい。

「いやはや、そう言われると辛いですね。私の芸術活動ができなくなる。わかりました、【癒】の勇者の討伐に力を尽くしましょう」

　そう言いつつも、ブレットは頭の中でジオラル王国から逃げるための算段を始めた。

　たしかにジオラル王国は魅力的だ。積み上げた信用と王家の助力のおかげで、品質の高い少年たちを選んで入荷できる。

　今行っているような、育成、調教、恋愛、殺害、保存というプロセスは、ジオラル王国でなければひどく難しいだろう。

　……それでも、少年たちを愛せるのは命あってこそ。

　いずれ【癒】の勇者は愛玩用に手に入れるつもりだが、今、戦うぐらいなら、コレクションの中でとっておきだけを持って、他国に逃げたほうがいい。

　そこで一から楽園を作り直し、機を待つのだ。

　国外に逃げる前には、まだ熟していない子たちも全部食べて殺そう。青い果実も、それはそれで魅力がある。

「頼もしいぞ。さすがは最強の勇者」

「必ずや【癒】の勇者を始末してみせましょう」

　それは今ではない。必勝の準備ができてからだ。

　待っていてくれ、可愛かわいいケヤル。

　一目ぼれだった。似顔絵を見た瞬間、射精した。

　あれこそが理想の少年。愛して愛して愛しぬいて、美しいままコレクションにする。

「ジオラル王、話は終わりですか？」

「うむ、ブレット神父の協力も得られたからな。……とでも言うと思ったのか？」

　ジオラル王がそう言うと、じりじりと騎士たちがブレット神父を取り囲むようにして距離を詰めてくる。

　ブレット神父は無意識に頼りになる相棒、【神装武具】の砲に手を伸ばすが、それはこの部屋に入る前に取り上げられている。

「はて、ジオラル王。気のせいでなければ殺気を向けられているのですが、どういうことでしょう？」

「わしは、わしを騙だまそうとする奴が一番嫌いだ。おまえのようにな」

「なんのことか私にはさっぱり」

　ブレット神父は、周囲を警戒しながら首を傾げてみせる。

　この状況でも、彼は冷静だった。

「魔王の奴から、便利な魔物を借り受けてな。わしには心が読めるのだよ。残念ながら、貴様がこの場では大人しく頷うなずいておき、逃げるつもりだということもわかっておるのだ」

「……ははは、便利な魔物もいたものだ。魔王と手を組んで恥ずかしくないのですか？」

「ほう、魔王と手を組んでいると聞いて驚かないのだな。貴様、知っていたのか？」

「まあ、わりと前から」

　心を読む魔物とやらのせいで隠し事はできない。それにする意味もないので、ブレットは淡々と答える。

　それと同時に、実験をする。

　心を読む魔物には何体か心当たりがある。そして、心の読み方も千差万別。彼は何パターンかの方法で思考し、ジオラル王の反応を見る。

　なるほど、この思考法は読めないのか。

　……これで、読ませる思考と隠す思考を分類できる。

「ブレット神父は耳がいいな。さすがは最強の勇者だけはある。だが、貴様の【砲】はここにはないぞ。いかに最強といえども〝進化〟した騎士たちには、丸腰では敵かなうまいて。大人しくしろ。貴様は有能だが、使いづらかった。〝進化〟すればいい駒になる」

　ブレットは騎士の動きを視線で追いつつ、読まれないほうの思考で考える。

　これが進化？　死んでもごめんだ。捕らえられて、こんなうす汚れた人形になってたまるものか。

　見ればわかる。人間をやめている。通っている魔力が人間のそれではない。人間でも魔族でも魔物でもない、もっと異質な汚らわしいものだ。

「すみませんね。私はあきらめが悪いもので……そしてアドバイスを、あなたは勇者を舐なめすぎだ。そんなだから、【癒】の勇者に好き勝手にやられる」

　神父服の懐から拳銃を取り出す。そしてクイックドロウで六連射。周囲の騎士たちと、ジオラル王の眉間に魔力弾が叩たたきこまれ脳が破裂していた。

　ブレットは他人など信用しない。

　己の【神装武具】の真の姿すら偽り続けていた。

　いざというときの切り札にするために。

　この拳銃こそが本体であり、巨大なオプションパーツをつけることで巨砲となる。

　武器を預ける際には外側だけを渡し、この本体を手放すことはなかった。〝敵地〟で丸腰などありえない。

　ブレットは脱出経路を検討する。

　扉を開くのに王族しか知らない解除コードが必要だが、いくつか心あたりがある。時間をかければ出られるはずだ。問題は出たあと。

　王殺しをしてしまった。残念ながら愛しのコレクションを取りに行く時間すらないだろう。一秒でもはやく国外に逃げなければ。

「ふははははは、はははははは」

　笑い声が響く。

　脳しょうをぶちまけて死んだジオラル王から。

　騎士たちも次々と立ち上がる。

「……そこまでとは。人間を捨て去り、畜生に成り下がったというわけですね」

　ぶちまけられた血や脳しょうが黒い霧になり、もといた場所に帰っていく。

「成り下がった？　進化と言ってもらいたいな。さあ、何度でも殺し続けるがいい。貴様の体力と魔力が尽きるまでな」

　ブレット神父は笑う。

　詰んだなと。

　彼はこの状況でも取り乱さない。この部屋に呼ばれた瞬間から、この可能性は想定していた。だが、そのときには、もう手の打ちようがなかった。

　一いち縷るの望みをかけて、ここに来たがやはりだめだった。それだけだ。

　……とはいえ、ただでやられるわけにはいかない。

　すでに嫌がらせの準備はしてある。

【剣聖】が【癒】の勇者のスパイであることを突き止めてある。

　だから、配下を使い【剣聖】の任務を妨害して王都に戻ってくる日を二日遅らせた。

　もし、そうしなければ【剣聖】もこの場にいて王に捕らえられていただろう。

　自分に何かあれば、調べた情報のすべてが【剣聖】のもとへ渡るように手配をしてあった。

　あれを見れば、【剣聖】はジオラル王国には戻らず、ブラニッカの先へと進んだ【癒】の勇者のもとへ向かうはずだ。

　これは【癒】の勇者への贈り物だ。可愛いケヤルをこんな醜悪な王に渡してなるものか。

「【癒】の勇者。可愛がって、育てて、殺したかった」

　似顔絵を見たときから、一目ぼれをしていた可愛いケヤルの顔を彼は思い出す。

　その顔を見るだけで勃起して、愛したくて愛したくてたまらなくなる。

　神父ブレットは、ケヤルの顔を思い浮かべて自慰をしながら、何度も何度も蘇よみがえる騎士たちを殺し続ける。

　むやみに殺しているわけではない。生き返る瞬間の動きを見て、この黒い力の構造を読もうとしているのだ。殺しかたの一つ一つに工夫があった。

　神父ブレットは、ストーカー気質かたぎかつあきらめが悪い。

　うすく微笑む……やっとからくりが理解できた。これなら吞のまれつつも自分を残せる可能性がある。

　魔力が限界だ。残弾はあと一発。

　その使い道が決まった。

「もう限界かブレット神父!?　さあ、我々と同じ存在になるのだ！」

「ごめんですね。私は私のままで……愛する者と添い遂げると決めています」

【砲】の勇者ブレットは銃弾で自らのこめかみを撃ち抜いた。

　巨体が倒れる。

　これこそが、黒い何かに侵されても自我を保つための仕掛け、その仕上げだ。

　……きっと王は、化け物になる前に自害したと思い込むだろう。それでいい。その隙をつく。

　化け物になっても自分を失わない。せいぜい利用されているふりをして隙を窺わせてもらおう。……そして【癒】の勇者ケヤルを愛するのだ。

「はははははは、自害した程度で逃れられるわけがないだろう。おい、リーハローゼ。こいつも進化させてやれ。【勇者】が進化するのだ。とんでもない化け物になるぞ！」

　王は哄こう笑しようする。

【砲】の勇者の自殺はまったく無駄だったと。

　王の陰から被膜の翼と紫色の肌を持った女性が現れて、【砲】の勇者の死体に自らの血で刻印を描いていく。

　だが、王は気付いていない。

【砲】の勇者の自害には異形に落とされても自分を保つ仕掛けが隠されていることを。

　それだけでなく彼が【剣聖】に情報を持たせて【癒】の勇者のもとへ向かわせるように仕組んだことを。

　最強の勇者はこの状況で、一切動揺せずにやるべきことをやりきったのだ。

　すべては、一目ぼれの可愛いケヤルを見つけ、己を保ったまま愛して育てて殺して永遠を共にするために。
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「へっ、くしゅん」

　くしゃみをしてしまった。

「ケヤルガ様、風邪ひいた？」

　セツナが心配そうに下から顔を覗のぞき込んでくる。

　今は森にいた。

　魔物を狩ってレベル上げをしている。

　それだけではなく、まだ適応因子を取り込んでいない魔物の肉を喰くらい素質値をあげるためでもあった。

　……というのは表向きの理由。この集落を抜け出すための方法を探っている。パーティで行動するなら夜に地下通路を抜け出す。

　しかし、【剣聖】を救うため、ブラニッカには一人で向かう。魔物が活性化して視界が悪くなる夜に出発するわけにはいかず、昼に地下通路を使うのはリスクが高いので、こうして警戒網の隙を探っている。

　星兎族たちは用心深く、今も見張りが付けられていた。

　見張りというのは厄介だ。

　自由に行動できないだけでなく、見られている以上、ここで力を振るえばその情報がそのまま敵にばれるだろう。

　セツナたちには狩りで使っていい能力を制限している。

　例えばイヴだと、黒翼召喚と闇属性の魔術は使わず、光属性だけ使えというように。

「セツナ、心配しなくてもいい。風邪じゃないはずだ。体調を崩しても勝手に癒してしまうしな」

【神装武具】ゲオルギウス。

　その機能に【自動オート回復ヒール】がある。

「ん。良かった」

「迷信だが、誰かが俺のことを強く想っているのかもな」

　こう背筋が冷たくなる感じだ。

　俺を恨んでいるやつの数は十や二十では利かない。心当たりがありすぎる。

　なぜか、【砲】の勇者が頭に浮かんだ。

　俺が復ふく讐しゆうする最後の勇者。

　……あいつのことを忘れたことは一日もない。一度目の世界では、毎日毎日、あいつからひどい苦痛を受けた。

　こんなにも愛しているのに、どうしてそんなにそっけないんだと理不尽な暴力を振るわれた。

　そして、徹底的に痛めつけたあとに、あいつはいつも泣いて謝るのだ。『痛いことをしてごめんね。これは愛しているからこその暴力だ。今日ひどいことをした分明日からはたくさん愛してあげるから許してね』

　それも、ねちっこいキスをして体を撫なでまわしながら。

　最大のトラウマだ。

　おそらく、あいつが目の前に出てくれば、足は震えるだろう。

　だからこそ、見つけ出して痛めつけて殺す。

　かつて受けた屈辱と痛みを利子をつけて返してやる。

「ケヤルガ、また変なこと考えてる。怖い顔してるよ」

　隣を歩いていたイヴがむすっとした顔でそんなことを言ってくる。

　さりげなく恋人つなぎをしてくるあたりが可愛らしい。

「ちょっとね。嫌な奴のことを思い出したんだ」

「ふーん、ケヤルガにも苦手な人っているんだ？　その人って人間？」

「よくわかったな。人間だよ」

「なら、良かったね。こっちにいれば会わないで済むもん」

　遠回しに、ここにいてくれとイヴは言っている。

　そんなイヴの頭を撫でる。

「まあな。でも、避けたくない。いつかは乗り越えないといけない相手だ」

　じゃないと、この胸に燃え続ける復讐の炎でおかしくなりそうだ。

　このごろ、ずっとどうすれば【砲】の勇者ブレットを苦しめて殺せるかを考えている。

　ある意味、恋のようなものだ。

「こゃーん」

　頭の上で、子ギツネがあくびをした。

　それを見て、フレイアとエレンがうっとりしている。

　もふ可愛かわいい。

　この子は、めんどくさがりらしく、いつも俺の頭か肩に器用によじ登って寝ている。頭が重くなるが、可愛くてつい許してしまう。

「相変わらず、この子は可愛いですね。名前は決めたんですか？」

「ケヤルガ兄様、私も気になります！　名前がないと呼び辛くて」

　フレイアとエレンが息を弾ませてやってきた。

　二人は子ギツネの可愛さに夢中なのだ。

「ああ、決めたよ。グレンだ」

　種族名である白金一尾・紅ぐ蓮れんからとったシンプルな名前。

　あまり凝ったものをつけてもわかりにくいだろう。

　紅蓮の炎ほのおを使うこの子にグレンという名前はよく合う。

「うわあ、可愛い名前ですね」

「そういえば、ケヤルガ兄様。この子は男の子？　それとも女の子？　どちらですか？」

「どっちだろう？　確かめてみるか」

　俺は、グレンのわきに手を入れて持ち上げて股を見る。

　あれがない。

　なら、女の子だ。

　確認が終わった瞬間、グレンが暴れだす。いつも眠そうにしているグレンにしては珍しい。

　微妙に距離をとって、こんこん吠ほえて抗議している。

　……もしかして、股を見られて怒った？　女の子だから気にするのか？

　まさかな。

「もうしないから、もどってこい」

　なにはともあれ、嫌がるのならやらなければいいだけのことだ。

　木の後ろに隠れたグレンを呼ぶ。

「こん」

　グレンは微妙に怒った顔のまま駆け寄ってくると、再び頭の上に登って寝始めた。

　そういえば、この子の力を見ていなかったな。

　ちょうどいい。豚の魔物が遠くに見えた。

【翡翠眼】で見る。レベルも20と少し。やっかいな特殊能力もない。

　グレンの練習にはちょうどいいだろう。

「グレン、おまえのご飯だ。ちょっと狩ってこい」

　グレンが起きた。

　ご飯という単語に反応したようだ。

　数百メートル離れたところにいる豚の魔物のところに一目散にかけていく。

　ほう、さすがは速度のステータスがずば抜けているだけある。

　セツナに匹敵する速さだ。

　あっという間に距離を詰めて高く跳ぶと、豚の魔物の頭上に躍り出て、口から火球を吐いた。

　ただの炎ではない炎魔術の上位互換。煉れん獄ごくの炎を呼び出す煉獄魔術。

　炎の色が漆黒だ。火球が直撃した豚の魔物の首から上が消滅した。灰すら残らない。

　グレンは、首を失って倒れた豚の魔物を器用に爪でカットすると、今度は黒い炎ではなく、普通の炎であぶってから食べている。

　セツナが目を丸くして口を開いた。

「あの子すごい。肉を火であぶって食べる魔物なんて初めて見た」

「びっくりした。かしこい子なんだね」

　イヴもセツナ同様に驚いている。

　というか、あいつよく食うな。……いやおかしい。食べた量が自分の大きさの数倍あるぞ。

　豚丸一匹を、子ギツネがあっという間に食べきった。

　グレンが戻ってくる。今度は肩に乗って寝始めた。さっきと重さが変わらない。いったい、食べたものはどこに消えたのだろう？

　とにかく頭を撫なでて褒めてやる。

　言うことを聞いてくれたのだ。

　この子は戦力になる以上、コミュニケーションもがんばらないと。

「さて、俺たちも狩りをがんばろう。魔王との戦いに備えて強くならないとな」

　セツナたちが頷うなずく。

　レベルを上げて強くなる。基本的であり、重要なことだ。





◇






　狩りをしながら、見張りの穴を探し、ようやく脱出する目途がついた。

　厳重な警備の穴を見つけている。見張りを振り切り、ばれずにこの集落を抜け出すことが可能だろう。

　そして、ブラニッカに行く以上、数日留守にする。その対策が必要だ。

　その間はグレンの変化で俺がいるように見せかけるつもりだ。

「グレン、変化をしてくれ」

「こゃーん？」

　首を傾げるだけで変身する気はないらしい。

　……一見すると言葉が通じていないように見えるが、ちゃんと伝わっている。

　めんどくさがっているのだ。

　数日の付き合いで、だいたいグレンの性格と行動パターンが読めた。

　こうなると思って、部屋には俺とグレンしかいない。

「（命令だ。変化を使え）」

　容赦なく命令を使う。

　グレンの心臓に刻んだ刻印の力が働く。

　グレンが苦しそうに顔を歪ゆがめる。

　そして、その場で宙返りした。

「痛いの……なんで、そんな乱暴するの？」

　すると、キツネ耳と尻尾が生えた十三歳ぐらいの少女になり、涙目で俺の顔を見上げてくる。

　セツナやエレンより若干幼い感じだ。

　この姿はグレンのもう一つの真の姿でもある。

「言葉が通じないふりをするからだ」

「疲れるの。キツネの姿でキツ寝するのが一番楽なの。人間の姿もふみが足りなくて寝にくい」

　相変わらず、めんどくさそうだ。

　そして、さきほどから微妙に殺気を放っている。

　このわがままっぷり、いったい誰に似たのだろう？

「一応言っておくが、おまえの心臓の刻印には俺を傷つければ心臓を握りつぶす効果や、俺が死んだら心臓を握りつぶす効果や、俺の命令を無視したら苦痛を与える効果がある」
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「うう、ひどいの。使い魔虐待なの。……こんなご主人様のところに生まれるなんて、グレンは可哀そうな子なの」

　よよよとキツネ耳美少女が泣き崩れた。

　案外、余裕があるなこいつ。

「わかったら、さっさと俺の姿に変化しろ。このタイミングで外に出ないと、まずい状況になる」

「めんどくさいけどがんばるの。その代わり、お土産買ってきて。高くて柔らかい肉がほしいの。野生の肉、硬いし臭い」

「約束する」

　そう言うとグレンが俺の姿になった。

　若干眠そうにしているが、見た目は完璧に俺だ。

　これは見破れないだろう。

「イヴとエレンがサポートすることになってる。あいつらの言うことを聞けよ」

「わかったの！　いってらっしゃいなの！」

　妙に声が明るい。ずっと嫌がっていたのが噓うそのようだ。

　俺の姿で、その口調は気持ち悪い。

　一応、保険を使おう。

「（イヴから一キロ以上離れるな）」

「なっ、なんて命令をするの！」

「……おまえ、もし命令しなかったら逃げるだろ？」

「そんなことはないの」

　顔を逸らしてグレンは口笛を吹く。

　油断も隙も無い。

「だいたい、俺が死んだら死ぬんだぞ。死にたくなかったら俺に尽くせ」

「ううう、わかったの」

　やっと観念してくれたようだ。

　それでは出発しよう。

　ブラニッカに行き、なんとか【剣聖】に連絡する。

【剣聖】は俺のおもちゃだ。誰にも渡してやらない。

　そんなことを考えていると、扉が開いた。

　イヴだ。

「うわあ、本当にケヤルガ様の姿に変化してる。グレンちゃんってかしこいんだ」

「グレンはすごいの！」

　だから、俺の姿で変な口調でしゃべるな。あと、どや顔するな。

「イヴ、なんのようだ？」

「報告に来たんだ。やっぱり星兎族はケヤルガの言っていた通りに動いたよ。鉄猪族たちは、星兎族たちが黒だって確信した」

「思ったより早かったな」

　裏切りものかどうかを確認する方法の中でもっとも手っ取り早いのは、実際に情報を流すところを見るところ。

　魔王に早急に流さないといけない情報を摑つかませれば、即座に裏切りものは動く。

　そして、疑われていると知らない星兎族たちは警戒せずにその現場を晒さらしてくる。

　……仕掛けたのは俺だが、ここまで気持ちよく手のひらで動いてくれるとはな。

　俺が鉄猪族に話した情報、それが星兎族たちに伝わり慌てて星兎族たちは魔王のもとに報告した。見られているとも知らずに。

「ここからが本番だな」

　魔族の味方ができた。次は【剣聖】を回収して戦力を整える。これから本格的に魔王を嵌はめる。

　まずは、警戒網の穴から外に出る。

　……さあ、すべてがこれから始まるのだ。







あとがき




『回復術士のやり直し４』を読んでいただき、ありがとうございました。

　原作の『月夜　涙』です。




　四巻では、一周目では魔王だったイヴを中心に物語が描かれていきます。

　純愛を貫き、か弱い少女の涙に応え、正義を貫くケヤルガの雄姿を是非見届けてください！

　もちろん、ケヤルガらしい復ふく讐しゆうやエッチはいつも通りなので、そちらも楽しめます！




　また、皆様のおかげで２０１８年度、次のヒット作を読者様の投票で決める【新作ラノベ総選挙２０１８】で、『回復術士のやり直し』が第一位に輝きました！

　どの作品よりも多くの読者様が２０１８年度で一番面白いと声を上げてくださったことがとてもうれしく、総選挙一位となったことで、より多くの方に作品を知ってもらえることを祈っております。

　布教してくださっている読者様につきましては、新作ラノベ総選挙第一位の作品と言えば勧めやすいかもしれません。

　そして、２０１９年冬発売の五巻ではドラマＣＤ化が決定しております！　目指せ、アニメ化！





宣伝






　コミカライズの二巻が、ヤングエース様から９月４日にほぼ同時発売です！

　漫画で動き回るケヤルガ様たちも、小説と違った魅力があります！

　また、別レーベルになりますがＭノベルスで『そのおっさん、異世界で二周目プレイを満喫中』という作品もスタートしているので是非！　努力家だが才能がないおっさんが、一つの出会いと気付きで人生大逆転。こちらもおすすめですよ！
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　担当編集の宮川様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

　角川スニーカー文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた木村デザイン・ラボ様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。
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～即そく死し魔ま法ほうとスキルコピーの超ちよう越えつヒール～
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